
「東京真田町の会」会報

令和4年（2022年）12月25日

35NO.

真田城跡より望む冠雪のふるさと

写真提供：副会長深町共榮

そこはこの写真で中央部上にある牧場の辺りだったような・・、
すこし離れて沢みずもあったかな・・
つぎの朝はおお～寒かったあ　夏だったのに・・・
　　　　　　　　　　　　　（真田中学キャンプのおもいで）
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[p.7で紹介] 挑む真田魂 2022春夏！山家神社の祭り。左：5月「出陣！お田植え」、右：9月御柱前夜祭の仕掛花火 

[p12で紹介] 佐々木裕三さん 竹細工への思い(令 4年 3月 14

日放送、秋田県由利本荘市)https://youtu.be/LlYe4HLLYjE?t=94 
[p.5 で紹介] 東京都練馬区石神井に信州上田アンテナショ

ップ開設、開店 11:00～19:00、定休は火曜日 

　　 東京真田町の会役員名簿

　　令和3年12月1日現在

  氏 　 名

 金 子 　誠

 深町　共榮

 柴田小夜子

監　　事  荻原　啓治

事務局長  深町　共榮

会計理事  坂口　典和

編 集 長  一之瀬和夫

顧

問

小林 孝雄　山口　元彦　

塩沢 和政　中島　正江

 

職　　名

会　　長

副 会 長

理

事

下表は p.25からの続きです。 

（左、中央、及び右）真田まつり（2022年 8月 6日） 

絵手紙（2枚）八木五郎氏作 
は真田まつり（2022年 8月 6

日） 
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あ
い
さ
つ 

会
長 

金
子 

誠
（
傍
陽
） 

       
 
 

今
年
も
余
す
と
こ
ろ
僅
か
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
会
員
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
は
、
昨
年
十
二
月
の
本
誌
三

十
四
号
に
て
、
第
三
十
五
回
総
会
・
懇
親

会
を
五
月
十
五
日
（
日
）
に
開
催
す
る
予

定
、
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

第
六
波
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

に
鑑
み
て
、
こ
の
開
催
は
無
理
で
あ
ろ

う
と
判
断
し
、
十
月
三
十
日(

日)

へ
延

期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
、
本
会
の
運
営
に
関
わ
る
重
大

事
項
は
郵
便
に
よ
る
表
決
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

折
り
に
は
、
皆
様
か
ら
の
丁
寧
な
返
信

ハ
ガ
キ
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
2021
年
六
月
の
理
事
会
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Zoom
）
で
実
施
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
（
本
誌
三
十
四
号
四
頁
）。
立

ち
上
げ
の
頃
は
接
続
や
操
作
に
手
を
や

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
慣
れ
て

き
ま
し
た
の
で
会
合
回
数
も
増
え
活
発

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
皆
様
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
現
在
の
、
在
籍
は
一
三
一
名
で
す

が
年
間
十
名
ほ
ど
が
退
会
さ
れ
て
い
る

現
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
活
性
化
に
は

若
会
員
入
会
が
必
須
で
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
故
郷
の
お
知
り

合
い
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
就
職
や
結
婚
な
ど
で
関
東
方
面
に

お
住
ま
い
の
方
に
本
会
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
入
会
を
勧
め
て
下
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
当
会
の
諸
行
事
に
も
出
席
の

声
か
け
を
し
て
頂
き
一
緒
に
出
席
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
国
内
で
のCOVID-19

感
染
状

況
に
つ
い
て
は
十
一
月
七
日
現
在
、
一

日
あ
た
り
新
規
感
染
数
は
三
万
六
八
四

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
一
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
（
デ
ジ
タ

ル
庁
十
一
月
十
六
日
現
在
） 

一
回
目
の
接
種
者
数
は
全
人
口
の
七

七
％
で
、
こ
の
う
ち
六
五
歳
以
上
の
接

種
率
は
七
七
、
六
七
％
で
す
。 

二
回
目
の
接
種
で
は
全
人
口
の
七
七
、

二
％
が
、
三
回
目
の
接
種
で
は
全
人
口

の
六
六
、
六
三
％
が
、
四
回
目
の
接
種
で

は
全
人
口
の
三
五
、
九
八
％
が
受
け
て

い
ま
す
。 

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
間
隔
が
三

箇
月
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

五
回
目
は
十
月
二
十
一
日
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。 

（
二
）
年
齢
層
毎
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

を
次
に
示
し
ま
す
（
十
月
二
二
日
現
在
）。 

 

四
〇
代
八
四
％
、
五
〇
代
九
一
％
、
八

〇
代
九
六
％
、
九
〇
代
八
七
％
，
１
○

○
代
以
上
九
三
％
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
24
日
、
入
稿

同
年
11
月
19
日 

地
域
の
魅
力
を
つ
な
げ 

 

活
力
あ
る
上
田
市
を 

 

目
指
し
て 

 
 
 
 
 
 

上
田
市
長 

土
屋
陽
一 

 
 

        

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
は
、
御

健
勝
で
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま

ん
延
し
て
か
ら
間
も
な
く
三
年
の
月
日

が
流
れ
ま
す
が
、
こ
の
十
一
月
に
は
長

野
県
全
体
の
確
保
病
床
使
用
率
が
過
去

最
高
を
上
回
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

長
野
県
は
、
十
一
月
十
四
日
に
全
県
に

医
療
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
ま
し
た
。

更
に
、
今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

同
時
流
行
に
よ
る
医
療
ひ
っ
迫
を
回
避

し
、
社
会
経
済
活
動
を
維
持
し
て
い
く

た
め
「
新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波
克
服
」
県
民

共
同
宣
言
を
十
一
月
二
十
二
日
に
発
出

い
た
し
ま
し
た
。
上
田
圏
域
に
お
き
ま

し
て
も
、
高
い
警
戒
感
を
要
す
る
状
況

に
あ
り
、
一
日
当
た
り
の
新
規
陽
性
者

数
が
第
七
波
を
大
き
く
上
回
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
年
末
年
始
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
社
会
経
済
活
動
と
感
染

拡
大
防
止
の
両
立
に
向
け
て
、
一
層
の

感
染
対
策
に
、
市
を
挙
げ
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
円
安
の
影
響
が
未
だ
続
く
中
、
物
価

高
騰
に
つ
き
ま
し
て
も
長
期
化
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
上
田
へ
の
人
流
の
再

開
や
経
済
の
回
復
を
見
据
え
、
市
内
三

商
工
団
体
と
連
携
し
た
第
五
弾
の
消
費

喚
起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
令
和
五
年
二
月

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
先
日
の
総
会
時
に
も
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
友
好
都
市

で
あ
る
東
京
都
練
馬
区
に
上
田
市
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
『
信
州
上
田
物
産
館

「
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ 

Ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ 

Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ(

ウ
エ
ダ 

ネ
リ
マ 

ベ
ー
ス)

」
』
が
、

十
月
三
十
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
初
日
は
三
百
人
を
超
え
る
お
客
様

に
御
来
場
い
た
だ
き
、
大
変
喜
ば
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
は
、
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
に
注
力
し
、
徐
々
に
出
品
事
業
者
に
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よ
る
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施

し
な
が
ら
、
市
内
産
品
の
販
路
拡
大
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
施
設
を
起

点
に
市
民
と
都
市
住
民
と
の
顔
の
見
え

る
関
係
を
築
き
、
将
来
的
に
は
、
都
会
の

方
が
週
末
等
を
上
田
市
で
過
ご
す
二
地

域
居
住
や
移
住
、
観
光
誘
客
、
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
交
流
等
に
も
発
展
し
て
い
く
よ

う
、
出
品
事
業
者
、
経
済
団
体
及
び
庁
内

関
係
部
局
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す(

★
関
連
記
事
を
p.2
に
掲
載
）。 

最
後
に
、
真
田
地
域
の
大
日
向
地
区

に
お
い
て
、
県
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
き

た
国
道
144
号
湯
ノ
平
橋
の
整
備
を
含

む
約
440
ｍ
の
バ
イ
パ
ス
区
間
が
12
月

16
日
に
開
通
し
ま
し
た
。
地
域
の
安

心
・
安
全
と
、
観
光
や
地
域
間
交
通
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
地
域
の
皆
様
や
地
権
者
を
始
め
、
多

く
の
関
係
者
の
方
の
御
協
力
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
も
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲

弊
し
た
地
域
経
済
の
再
生
を
図
る
た
め
、

市
民
の
皆
様
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
各

種
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
ぜ
ひ
皆

様
に
は
、
ふ
る
さ
と
上
田
市
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
東
京
真
田
町
の
会
の
ま
す

ま
す
の
御
発
展
と
金
子
会
長
は
じ
め
会

員
の
皆
様
の
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、

会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
に
寄
せ
る
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
12
月
15
日 

 

活
気
あ
ふ
れ
る 

故
郷
を
目
指
し
て 

上
田
市
議
会
議
長 

佐
藤
論
征 

        

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
、
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
よ
り
故
郷
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
ま
し
て
三
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、

例
年
通
り
の
開
催
と
ま
で
は
な
ら
な
か

っ
た
も
の
の
故
郷
へ
い
つ
ま
で
も
想
い

を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
皆
様
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
四
年
四
月
か
ら
議
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
総
会
の
際
に
は
、
地
域
の

大
先
輩
で
あ
る
皆
様
か
ら
沢
山
の
お
祝

い
の
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ

と
重
ね
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ
２
年

間
は
、
真
田
地
域
恒
例
の
「
真
田
ま
つ
り
」

を
は
じ
め
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
平

高
原
で
は
利
用
団
体
も
激
減
し
、
令
和

元
年
度
と
比
較
し
９
割
減
と
壊
滅
的
な

状
況
が
続
い
て
お
り
、
東
京
真
田
町
の

会
の
皆
様
に
も
、
大
変
ご
心
配
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

よ
う
や
く
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、

「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
」
を
皮
切
り

に
、「
信
州
上
田
大
花
火
大
会
」、「
上
田

わ
っ
し
ょ
い
」
、
ま
た
「
真
田
ま
つ
り
」

を
含
む
各
種
夏
ま
つ
り
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
活
気
と
元

気
を
と
ど
け
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま

す
。 更

に
、
菅
平
高
原
の
利
用
客
に
つ
き

ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
な
か
っ
た
令
和
元
年
度

ま
で
に
は
戻
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
７

割
程
度
ま
で
に
は
戻
っ
て
き
た
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

本
格
的
な
冬
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を

向
か
え
る
の
に
あ
た
り
、
昨
シ
ー
ズ
ン

以
上
に
多
く
の
ス
キ
ー
客
や
団
体
が
菅

平
高
原
を
訪
れ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
菅
平

高
原
に
活
気
が
戻
り
、
厳
し
い
状
況
で

あ
っ
た
多
く
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も

笑
顔
が
戻
り
、
如
い
て
は
地
域
全
体
の

活
気
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
故
郷
へ
の
帰

郷
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
で
あ
っ
た
も
の

と
拝
察
い
た
し
ま
す
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
へ
移
り
変
わ
る
な
か
、
感
染
対

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
故
郷
へ

ご
帰
郷
い
た
だ
け
れ
ば
、
故
郷
の
更
な

る
活
気
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

故
郷
で
皆
様
と
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

              

結
び
に
、
東
京
真
田
町
の
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
第
三
十
五
号
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あ
い
さ
つ 

会
長 

金
子 

誠
（
傍
陽
） 

       
 
 

今
年
も
余
す
と
こ
ろ
僅
か
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
会
員
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
は
、
昨
年
十
二
月
の
本
誌
三

十
四
号
に
て
、
第
三
十
五
回
総
会
・
懇
親

会
を
五
月
十
五
日
（
日
）
に
開
催
す
る
予

定
、
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

第
六
波
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

に
鑑
み
て
、
こ
の
開
催
は
無
理
で
あ
ろ

う
と
判
断
し
、
十
月
三
十
日(

日)

へ
延

期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
、
本
会
の
運
営
に
関
わ
る
重
大

事
項
は
郵
便
に
よ
る
表
決
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

折
り
に
は
、
皆
様
か
ら
の
丁
寧
な
返
信

ハ
ガ
キ
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
2021
年
六
月
の
理
事
会
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Zoom
）
で
実
施
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
（
本
誌
三
十
四
号
四
頁
）。
立

ち
上
げ
の
頃
は
接
続
や
操
作
に
手
を
や

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
慣
れ
て

き
ま
し
た
の
で
会
合
回
数
も
増
え
活
発

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
皆
様
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
現
在
の
、
在
籍
は
一
三
一
名
で
す

が
年
間
十
名
ほ
ど
が
退
会
さ
れ
て
い
る

現
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
活
性
化
に
は

若
会
員
入
会
が
必
須
で
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
故
郷
の
お
知
り

合
い
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
就
職
や
結
婚
な
ど
で
関
東
方
面
に

お
住
ま
い
の
方
に
本
会
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
入
会
を
勧
め
て
下
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
当
会
の
諸
行
事
に
も
出
席
の

声
か
け
を
し
て
頂
き
一
緒
に
出
席
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
国
内
で
のCOVID-19

感
染
状

況
に
つ
い
て
は
十
一
月
七
日
現
在
、
一

日
あ
た
り
新
規
感
染
数
は
三
万
六
八
四

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
一
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
（
デ
ジ
タ

ル
庁
十
一
月
十
六
日
現
在
） 

一
回
目
の
接
種
者
数
は
全
人
口
の
七

七
％
で
、
こ
の
う
ち
六
五
歳
以
上
の
接

種
率
は
七
七
、
六
七
％
で
す
。 

二
回
目
の
接
種
で
は
全
人
口
の
七
七
、

二
％
が
、
三
回
目
の
接
種
で
は
全
人
口

の
六
六
、
六
三
％
が
、
四
回
目
の
接
種
で

は
全
人
口
の
三
五
、
九
八
％
が
受
け
て

い
ま
す
。 

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
間
隔
が
三

箇
月
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

五
回
目
は
十
月
二
十
一
日
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。 

（
二
）
年
齢
層
毎
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

を
次
に
示
し
ま
す
（
十
月
二
二
日
現
在
）。 

 

四
〇
代
八
四
％
、
五
〇
代
九
一
％
、
八

〇
代
九
六
％
、
九
〇
代
八
七
％
，
１
○

○
代
以
上
九
三
％
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
24
日
、
入
稿

同
年
11
月
19
日 

地
域
の
魅
力
を
つ
な
げ 

 

活
力
あ
る
上
田
市
を 

 

目
指
し
て 

 
 
 
 
 
 

上
田
市
長 

土
屋
陽
一 

 
 

        

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
は
、
御

健
勝
で
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま

ん
延
し
て
か
ら
間
も
な
く
三
年
の
月
日

が
流
れ
ま
す
が
、
こ
の
十
一
月
に
は
長

野
県
全
体
の
確
保
病
床
使
用
率
が
過
去

最
高
を
上
回
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

長
野
県
は
、
十
一
月
十
四
日
に
全
県
に

医
療
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
ま
し
た
。

更
に
、
今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

同
時
流
行
に
よ
る
医
療
ひ
っ
迫
を
回
避

し
、
社
会
経
済
活
動
を
維
持
し
て
い
く

た
め
「
新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波
克
服
」
県
民

共
同
宣
言
を
十
一
月
二
十
二
日
に
発
出

い
た
し
ま
し
た
。
上
田
圏
域
に
お
き
ま

し
て
も
、
高
い
警
戒
感
を
要
す
る
状
況

に
あ
り
、
一
日
当
た
り
の
新
規
陽
性
者

数
が
第
七
波
を
大
き
く
上
回
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
年
末
年
始
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
社
会
経
済
活
動
と
感
染

拡
大
防
止
の
両
立
に
向
け
て
、
一
層
の

感
染
対
策
に
、
市
を
挙
げ
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
円
安
の
影
響
が
未
だ
続
く
中
、
物
価

高
騰
に
つ
き
ま
し
て
も
長
期
化
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
上
田
へ
の
人
流
の
再

開
や
経
済
の
回
復
を
見
据
え
、
市
内
三

商
工
団
体
と
連
携
し
た
第
五
弾
の
消
費

喚
起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
令
和
五
年
二
月

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
先
日
の
総
会
時
に
も
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
友
好
都
市

で
あ
る
東
京
都
練
馬
区
に
上
田
市
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
『
信
州
上
田
物
産
館

「
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ 

Ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ 

Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ(

ウ
エ
ダ 

ネ
リ
マ 

ベ
ー
ス)

」
』
が
、

十
月
三
十
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
初
日
は
三
百
人
を
超
え
る
お
客
様

に
御
来
場
い
た
だ
き
、
大
変
喜
ば
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
は
、
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
に
注
力
し
、
徐
々
に
出
品
事
業
者
に
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よ
る
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施

し
な
が
ら
、
市
内
産
品
の
販
路
拡
大
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
施
設
を
起

点
に
市
民
と
都
市
住
民
と
の
顔
の
見
え

る
関
係
を
築
き
、
将
来
的
に
は
、
都
会
の

方
が
週
末
等
を
上
田
市
で
過
ご
す
二
地

域
居
住
や
移
住
、
観
光
誘
客
、
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
交
流
等
に
も
発
展
し
て
い
く
よ

う
、
出
品
事
業
者
、
経
済
団
体
及
び
庁
内

関
係
部
局
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す(

★
関
連
記
事
を
p.2
に
掲
載
）。 

最
後
に
、
真
田
地
域
の
大
日
向
地
区

に
お
い
て
、
県
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
き

た
国
道
144
号
湯
ノ
平
橋
の
整
備
を
含

む
約
440
ｍ
の
バ
イ
パ
ス
区
間
が
12
月

16
日
に
開
通
し
ま
し
た
。
地
域
の
安

心
・
安
全
と
、
観
光
や
地
域
間
交
通
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
地
域
の
皆
様
や
地
権
者
を
始
め
、
多

く
の
関
係
者
の
方
の
御
協
力
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
も
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲

弊
し
た
地
域
経
済
の
再
生
を
図
る
た
め
、

市
民
の
皆
様
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
各

種
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
ぜ
ひ
皆

様
に
は
、
ふ
る
さ
と
上
田
市
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
東
京
真
田
町
の
会
の
ま
す

ま
す
の
御
発
展
と
金
子
会
長
は
じ
め
会

員
の
皆
様
の
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、

会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
に
寄
せ
る
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
12
月
15
日 

 

活
気
あ
ふ
れ
る 

故
郷
を
目
指
し
て 

上
田
市
議
会
議
長 

佐
藤
論
征 

        

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
、
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
よ
り
故
郷
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
ま
し
て
三
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、

例
年
通
り
の
開
催
と
ま
で
は
な
ら
な
か

っ
た
も
の
の
故
郷
へ
い
つ
ま
で
も
想
い

を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
皆
様
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
四
年
四
月
か
ら
議
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
総
会
の
際
に
は
、
地
域
の

大
先
輩
で
あ
る
皆
様
か
ら
沢
山
の
お
祝

い
の
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ

と
重
ね
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ
２
年

間
は
、
真
田
地
域
恒
例
の
「
真
田
ま
つ
り
」

を
は
じ
め
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
平

高
原
で
は
利
用
団
体
も
激
減
し
、
令
和

元
年
度
と
比
較
し
９
割
減
と
壊
滅
的
な

状
況
が
続
い
て
お
り
、
東
京
真
田
町
の

会
の
皆
様
に
も
、
大
変
ご
心
配
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

よ
う
や
く
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、

「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
」
を
皮
切
り

に
、「
信
州
上
田
大
花
火
大
会
」、「
上
田

わ
っ
し
ょ
い
」
、
ま
た
「
真
田
ま
つ
り
」

を
含
む
各
種
夏
ま
つ
り
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
活
気
と
元

気
を
と
ど
け
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま

す
。 更

に
、
菅
平
高
原
の
利
用
客
に
つ
き

ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
な
か
っ
た
令
和
元
年
度

ま
で
に
は
戻
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
７

割
程
度
ま
で
に
は
戻
っ
て
き
た
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

本
格
的
な
冬
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を

向
か
え
る
の
に
あ
た
り
、
昨
シ
ー
ズ
ン

以
上
に
多
く
の
ス
キ
ー
客
や
団
体
が
菅

平
高
原
を
訪
れ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
菅
平

高
原
に
活
気
が
戻
り
、
厳
し
い
状
況
で

あ
っ
た
多
く
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も

笑
顔
が
戻
り
、
如
い
て
は
地
域
全
体
の

活
気
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
故
郷
へ
の
帰

郷
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
で
あ
っ
た
も
の

と
拝
察
い
た
し
ま
す
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
へ
移
り
変
わ
る
な
か
、
感
染
対

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
故
郷
へ

ご
帰
郷
い
た
だ
け
れ
ば
、
故
郷
の
更
な

る
活
気
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

故
郷
で
皆
様
と
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

              

結
び
に
、
東
京
真
田
町
の
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
第
三
十
五
号
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「
日
本
ダ
ボ
ス
」
発
行
に
あ
た
り
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

[
原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
11
月
11
日 

過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ 

持
続
可
能
な
地
域
を 

目
指
し
て 

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
長 

田
中 
昌
彦 

        

 

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
三
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
、
会
の
運
営
、
発
展
の
た
め
ご
尽
力
賜

り
ま
し
た
役
員
の
皆
様
並
び
に
会
員
の

皆
様
に
、
改
め
ま
し
て
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

は
じ
め
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い

て
で
す
が
、
こ
の
夏
は
数
年
ぶ
り
の
移

動
制
限
の
な
い
夏
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

３
年
ぶ
り
と
な
る
真
田
ま
つ
り
の
開
催

に
金
子
会
長
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
こ
ち
ら
も
４
年
ぶ
り
と
な
る
真
田

地
域
一
周
駅
伝
大
会
の
開
催
な
ど
、
久

し
ぶ
り
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
明
る
い
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
ま
で
地
域
の
行
事
が
脈
々
と
継

続
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
集
ま
り
、
笑
顔
で
交
流
す
る
と
い

う
こ
と
の
貴
重
さ
、
大
切
さ
が
あ
た
り

ま
え
で
は
な
く
、
本
当
に
多
く
の
人
の

手
で
守
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。
日
常
に
あ
る

地
域
ら
し
さ
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
よ

う
な
絶
え
間
な
い
、
人
の
繋
が
り
に
よ

り
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
い
ま
私
た
ち
が

受
け
取
っ
て
い
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
今
回
、
真
田
地
域
で
半
世
紀
以

上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と

し
て
愛
さ
れ
て
き
た
有
線
放
送
電
話
事

業
が
、
利
用
者
の
減
少
や
機
器
の
老
朽

化
か
ら
令
和
５
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃

止
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
方
に
も
思
い

出
に
残
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
機
器
等
に
つ
い
て

は
時
代
の
推
移
と
共
に
消
え
て
い
く
も

の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
人
が
作
り
上
げ
て
き
た
、

温
か
さ
や
こ
の
真
田
地
域
ら
し
さ
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
温
故
知
新

の
精
神
を
大
切
に
し
、
将
来
に
つ
な
げ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を
図

っ
て
い
く
政
策
を
、
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で

は
真
田
地
域
に
大
き
な
被
害
が
及
び
、

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
か
ら
の
温
か

い
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
真
田
地
域

の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
つ
く
し
か

ら
四
日
市
に
か
け
て
の
神
川
の
護
岸
工

事
の
一
部
の
県
事
業
に
つ
い
て
は
残
っ

て
お
り
ま
す
が
、
概
ね
復
旧
が
す
み
ま

し
た
。
引
き
続
き
地
域
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
で
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
現
況
を
御
理
解
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
東
京
真
田
町
の
会
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
12
月
15
日 

 

ま
た
、
元
気
で 

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！ 

  
  

上
田
市
会
議
員 

古
市 

順
子 

10
月
30
日
に
行
わ
れ
た
東
京
真
田

町
の
会
総
会
・
懇
親
会
の
折
は
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３

年
ぶ
り
の
開
催
で
、
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
し
た
方
も
多
く
、
懐
か
し
い
思
い
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
時
に
お
見
え
に
な
れ
な
い
方
も
多
い

よ
う
で
、
少
し
寂
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。 

       

  

コ
ロ
ナ
感
染
は
、
ま
た
増
え
は
じ
め

第
８
波
と
の
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
と
の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
行
動
制
限
も
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
各
々
が
感
染
予
防
に

心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

台
風
19
号
の
災
害
発
生
か
ら
丸
３

年
が
経
ち
ま
す
。
そ
の
折
に
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
か
ら
暖
か
い
ご
芳
志
を
頂
き
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
四
日
市

団
地
が
隣
接
す
る
神
川
の
工
事
は
未
だ

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
の
説
明
と

違
う
よ
う
で
、
地
元
の
方
か
ら
疑
問
の

声
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
の

難
工
事
の
よ
う
で
す
が
、
住
民
の
安
全

第
一
に
進
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
様
々
な
学
校
や

保
育
園
行
事
に
お
招
き
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
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ま
い
ま
し
た
。
先
日
、
真
田
中
学
校
か
ら

「
真
田
中
生
を
語
る
会
」
の
ご
案
内
が

あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
授
業
の
様
子
や
、
絵
や
習
字
、

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
，
刺
繍
の
作
品
、
ま
た

体
験
学
習
の
報
告
な
ど
展
示
物
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
験
学
習

は
２
年
生
が
真
田
地
域
の
農
業
（
米
、
リ

ン
ゴ
、
野
菜
、
キ
ノ
コ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
体

験
し
た
よ
う
で
す
。
地
域
の
方
に
指
導

者
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
コ
メ
は
新
そ

ば
祭
り
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
し
、
リ
ン

ゴ
は
給
食
に
提
供
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

今
、
食
育
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
真
田
中
学
校
で
は
30
年
も
前

か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
給
食
に
は
こ

う
い
っ
た
地
元
の
食
材
が
多
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
全
校
で
お
弁
当
を
作
る
日

も
あ
り
ま
す
。
真
田
地
域
は
全
小
中
学

校
で
自
校
給
食
で
す
が
、
上
田
市
全
体

で
は
少
数
で
す
。
自
校
給
食
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
絵
の
展
示
で
は
３
年
生
が

真
田
地
域
の
風
景
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

で
描
い
て
お
り
、
故
郷
を
大
切
に
し
て

い
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
い
つ
で
も
社
会
の
宝
、

皆
の
希
望
で
す
ね
。
真
田
地
域
で
も
少

子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
豊
か
な
自

然
環
境
、
地
域
住
民
の
温
か
な
見
守
り

の
中
で
の
び
の
び
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
、
ご
自
分
の
子
ど
も
時

代
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

 

向
寒
の
折
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
に
・
・
・ 

東
京
真
田
町
の
会
の
あ
り
方
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、

ま
た
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。（
11
／
11
） 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
12
月
01
日 

 

百
年
先
に
も
真
田
魂 

―
新
し
い
「
祭
り
」
に
挑
む 

山
家
神
社
― 

上
田
市
議
会
議
員 

齊
藤
加
代
美 

(

旧
姓 

倉
島
・
本
原
出
身) 

        

先
日
、
三
年
ぶ
り
の
「
東
京
真
田
町
の

会
」
で
は
、
皆
さ
ま
の
お
元
気
な
お
姿
、

楽
し
い
対
話
が
で
き
、
嬉
し
さ
い
っ
ぱ

い
の
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
感
謝
い
た

し
ま
す
。 

三
年
前
の
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

物
価
高
騰
と
、
不
安
な
未
来
を
今
歩
ま

ざ
る
を
え
な
い
現
実
を
前
に
、「
不
安
な

未
来
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
望
む
未
来

を
迎
え
に
い
く
」
さ
ら
に
「
私
た
ち
が
受

け
継
い
だ
真
田
魂
（
さ
な
だ
た
ま
し
い
）

を
未
来
に
送
り
届
け
る
」
を
目
指
し
て
、

新
し
い
「
祭
り
」
の
形
、
自
分
た
ち
が
関

わ
る
祭
り
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
は

じ
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
は
宮
司
の

押
森
さ
ん
が
仕
掛
人
と
な
り
、
真
田
町

長
の
山
家
神
社
を
舞
台
に
、ALL

真
田
魂

の
メ
ン
バ
ー
で
熱
く
遂
行
さ
れ
て
い
ま

す
。 

                        

な
ん
て
っ
た
っ
て
、
驚
き
は
、
初
の

「
御
柱
祭
（
お
ん
ば
し
ら
さ
い
）」
を
ー

子
供
た
ち
の
思
い
出
に
残
る
故
郷
を
作

り
た
い
ー
と
立
ち
上
が
っ
た
地
元
の

30
～
40
歳
代
の
住
人
主
導
で
作
り
上

げ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
・
・
・
こ
れ
は

す
ご
い
！ 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
端
緒
は
真
田

の
仕
掛
け
花
火
を
復
活
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

は
じ
め
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
そ
の
三

年
目
に
あ
た
る
今
年
、
目
標
300
人
を
達

成
し
て

325

人

の
支
援
に
よ
り
総

2,147,000

円
の
資
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
威
力
を
え
て
山
家
神
社
で
は

９
月
17
日(

土)

に
前
夜
祭
の
仕
掛
け

花
火
、
六
文
銭
、
真
田
魂
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、

お
よ
び
カ
ン
ガ
ワ
を
披
露
し
、
18
日

（
日
）
に
は
、
同
や
し
ろ
で
初
め
て
の
御

柱
曳
行
と
そ
の
建
立
を
成
し
ま
し
た
。

私
も
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
賛
同
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
(^^)

／
（
★ 

関
連
記
事
を
p.2
に
掲
載
）。 

そ
し
て
、
今
年
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ご

縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
ま
た
復

興
し
た
祭
事
の
お
田
植
ま
つ
り
で
、
私

は
初
の
早
乙
女
の
衣
装
を
ま
と
い
、
田

植
え
の
奉
納
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
拝
殿
で
厳
か
な
神
事
が
執
り

行
わ
れ
玉
串
奉
奠
、
そ
し
て
、
斉
庭
で
か

わ
い
ら
し
い
子
供
た
ち
の
田
舞
奉
納
が

あ
り
、
境
内
を
抜
け
、
す
ぐ
近
く
の
田
ん

ぼ
へ
と
向
か
っ
た
の
で
す
。
裸
足
に
な

っ
て
泥
に
入
っ
た
瞬
間
、
と
て
も
懐
か

 
齊藤も早乙女すがたで、令和 4年 5月 29日 

https://camp-fire.jp/projects/view/313309 

御柱祭、令和 
4年 9月 18日 
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「
日
本
ダ
ボ
ス
」
発
行
に
あ
た
り
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
11
月
11
日 

過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ 

持
続
可
能
な
地
域
を 

目
指
し
て 

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
長 

田
中 

昌
彦 

        

 

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
三
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
、
会
の
運
営
、
発
展
の
た
め
ご
尽
力
賜

り
ま
し
た
役
員
の
皆
様
並
び
に
会
員
の

皆
様
に
、
改
め
ま
し
て
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

は
じ
め
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い

て
で
す
が
、
こ
の
夏
は
数
年
ぶ
り
の
移

動
制
限
の
な
い
夏
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

３
年
ぶ
り
と
な
る
真
田
ま
つ
り
の
開
催

に
金
子
会
長
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
こ
ち
ら
も
４
年
ぶ
り
と
な
る
真
田

地
域
一
周
駅
伝
大
会
の
開
催
な
ど
、
久

し
ぶ
り
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
明
る
い
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
ま
で
地
域
の
行
事
が
脈
々
と
継

続
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
集
ま
り
、
笑
顔
で
交
流
す
る
と
い

う
こ
と
の
貴
重
さ
、
大
切
さ
が
あ
た
り

ま
え
で
は
な
く
、
本
当
に
多
く
の
人
の

手
で
守
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。
日
常
に
あ
る

地
域
ら
し
さ
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
よ

う
な
絶
え
間
な
い
、
人
の
繋
が
り
に
よ

り
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
い
ま
私
た
ち
が

受
け
取
っ
て
い
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
今
回
、
真
田
地
域
で
半
世
紀
以

上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と

し
て
愛
さ
れ
て
き
た
有
線
放
送
電
話
事

業
が
、
利
用
者
の
減
少
や
機
器
の
老
朽

化
か
ら
令
和
５
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃

止
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
方
に
も
思
い

出
に
残
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
機
器
等
に
つ
い
て

は
時
代
の
推
移
と
共
に
消
え
て
い
く
も

の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
人
が
作
り
上
げ
て
き
た
、

温
か
さ
や
こ
の
真
田
地
域
ら
し
さ
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
温
故
知
新

の
精
神
を
大
切
に
し
、
将
来
に
つ
な
げ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を
図

っ
て
い
く
政
策
を
、
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で

は
真
田
地
域
に
大
き
な
被
害
が
及
び
、

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
か
ら
の
温
か

い
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
真
田
地
域

の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
つ
く
し
か

ら
四
日
市
に
か
け
て
の
神
川
の
護
岸
工

事
の
一
部
の
県
事
業
に
つ
い
て
は
残
っ

て
お
り
ま
す
が
、
概
ね
復
旧
が
す
み
ま

し
た
。
引
き
続
き
地
域
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
で
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
現
況
を
御
理
解
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
東
京
真
田
町
の
会
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
12
月
15
日 

 

ま
た
、
元
気
で 

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！ 

  
  

上
田
市
会
議
員 

古
市 

順
子 

10
月
30
日
に
行
わ
れ
た
東
京
真
田

町
の
会
総
会
・
懇
親
会
の
折
は
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３

年
ぶ
り
の
開
催
で
、
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
し
た
方
も
多
く
、
懐
か
し
い
思
い
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
時
に
お
見
え
に
な
れ
な
い
方
も
多
い

よ
う
で
、
少
し
寂
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。 

       

  

コ
ロ
ナ
感
染
は
、
ま
た
増
え
は
じ
め

第
８
波
と
の
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
と
の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
行
動
制
限
も
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
各
々
が
感
染
予
防
に

心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

台
風
19
号
の
災
害
発
生
か
ら
丸
３

年
が
経
ち
ま
す
。
そ
の
折
に
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
か
ら
暖
か
い
ご
芳
志
を
頂
き
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
四
日
市

団
地
が
隣
接
す
る
神
川
の
工
事
は
未
だ

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
の
説
明
と

違
う
よ
う
で
、
地
元
の
方
か
ら
疑
問
の

声
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
の

難
工
事
の
よ
う
で
す
が
、
住
民
の
安
全

第
一
に
進
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
様
々
な
学
校
や

保
育
園
行
事
に
お
招
き
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
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ま
い
ま
し
た
。
先
日
、
真
田
中
学
校
か
ら

「
真
田
中
生
を
語
る
会
」
の
ご
案
内
が

あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
授
業
の
様
子
や
、
絵
や
習
字
、

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
，
刺
繍
の
作
品
、
ま
た

体
験
学
習
の
報
告
な
ど
展
示
物
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
験
学
習

は
２
年
生
が
真
田
地
域
の
農
業
（
米
、
リ

ン
ゴ
、
野
菜
、
キ
ノ
コ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
体

験
し
た
よ
う
で
す
。
地
域
の
方
に
指
導

者
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
コ
メ
は
新
そ

ば
祭
り
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
し
、
リ
ン

ゴ
は
給
食
に
提
供
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

今
、
食
育
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
真
田
中
学
校
で
は
30
年
も
前

か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
給
食
に
は
こ

う
い
っ
た
地
元
の
食
材
が
多
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
全
校
で
お
弁
当
を
作
る
日

も
あ
り
ま
す
。
真
田
地
域
は
全
小
中
学

校
で
自
校
給
食
で
す
が
、
上
田
市
全
体

で
は
少
数
で
す
。
自
校
給
食
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
絵
の
展
示
で
は
３
年
生
が

真
田
地
域
の
風
景
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

で
描
い
て
お
り
、
故
郷
を
大
切
に
し
て

い
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
い
つ
で
も
社
会
の
宝
、

皆
の
希
望
で
す
ね
。
真
田
地
域
で
も
少

子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
豊
か
な
自

然
環
境
、
地
域
住
民
の
温
か
な
見
守
り

の
中
で
の
び
の
び
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
、
ご
自
分
の
子
ど
も
時

代
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

 

向
寒
の
折
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
に
・
・
・ 

東
京
真
田
町
の
会
の
あ
り
方
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、

ま
た
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。（
11
／
11
） 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
12
月
01
日 

 

百
年
先
に
も
真
田
魂 

―
新
し
い
「
祭
り
」
に
挑
む 

山
家
神
社
― 

上
田
市
議
会
議
員 

齊
藤
加
代
美 

(

旧
姓 

倉
島
・
本
原
出
身) 

        

先
日
、
三
年
ぶ
り
の
「
東
京
真
田
町
の

会
」
で
は
、
皆
さ
ま
の
お
元
気
な
お
姿
、

楽
し
い
対
話
が
で
き
、
嬉
し
さ
い
っ
ぱ

い
の
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
感
謝
い
た

し
ま
す
。 

三
年
前
の
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

物
価
高
騰
と
、
不
安
な
未
来
を
今
歩
ま

ざ
る
を
え
な
い
現
実
を
前
に
、「
不
安
な

未
来
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
望
む
未
来

を
迎
え
に
い
く
」
さ
ら
に
「
私
た
ち
が
受

け
継
い
だ
真
田
魂
（
さ
な
だ
た
ま
し
い
）

を
未
来
に
送
り
届
け
る
」
を
目
指
し
て
、

新
し
い
「
祭
り
」
の
形
、
自
分
た
ち
が
関

わ
る
祭
り
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
は

じ
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
は
宮
司
の

押
森
さ
ん
が
仕
掛
人
と
な
り
、
真
田
町

長
の
山
家
神
社
を
舞
台
に
、ALL

真
田
魂

の
メ
ン
バ
ー
で
熱
く
遂
行
さ
れ
て
い
ま

す
。 

                        

な
ん
て
っ
た
っ
て
、
驚
き
は
、
初
の

「
御
柱
祭
（
お
ん
ば
し
ら
さ
い
）」
を
ー

子
供
た
ち
の
思
い
出
に
残
る
故
郷
を
作

り
た
い
ー
と
立
ち
上
が
っ
た
地
元
の

30
～
40
歳
代
の
住
人
主
導
で
作
り
上

げ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
・
・
・
こ
れ
は

す
ご
い
！ 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
端
緒
は
真
田

の
仕
掛
け
花
火
を
復
活
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

は
じ
め
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
そ
の
三

年
目
に
あ
た
る
今
年
、
目
標
300
人
を
達

成
し
て

325

人

の
支
援
に
よ
り
総

2,147,000

円
の
資
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
威
力
を
え
て
山
家
神
社
で
は

９
月
17
日(

土)

に
前
夜
祭
の
仕
掛
け

花
火
、
六
文
銭
、
真
田
魂
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、

お
よ
び
カ
ン
ガ
ワ
を
披
露
し
、
18
日

（
日
）
に
は
、
同
や
し
ろ
で
初
め
て
の
御

柱
曳
行
と
そ
の
建
立
を
成
し
ま
し
た
。

私
も
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
賛
同
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
(^^)

／
（
★ 

関
連
記
事
を
p.2
に
掲
載
）。 

そ
し
て
、
今
年
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ご

縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
ま
た
復

興
し
た
祭
事
の
お
田
植
ま
つ
り
で
、
私

は
初
の
早
乙
女
の
衣
装
を
ま
と
い
、
田

植
え
の
奉
納
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
拝
殿
で
厳
か
な
神
事
が
執
り

行
わ
れ
玉
串
奉
奠
、
そ
し
て
、
斉
庭
で
か

わ
い
ら
し
い
子
供
た
ち
の
田
舞
奉
納
が

あ
り
、
境
内
を
抜
け
、
す
ぐ
近
く
の
田
ん

ぼ
へ
と
向
か
っ
た
の
で
す
。
裸
足
に
な

っ
て
泥
に
入
っ
た
瞬
間
、
と
て
も
懐
か

 
齊藤も早乙女すがたで、令和 4年 5月 29日 

https://camp-fire.jp/projects/view/313309 

御柱祭、令和 
4年 9月 18日 
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し
い
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。
手
植
え
は

幼
い
こ
ろ
本
原
で
い
つ
も
手
伝
っ
て
い

た
の
で
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
総
代

の
皆
さ
ん
に
、「
上
手
だ
ね
～
」
っ
て
褒

め
ら
れ
、
思
わ
ず
本
気
モ
ー
ド
。
次
の
日

は
腰
に
き
ま
し
た
よ
…
。
楽
し
い
く
あ

り
が
た
い
体
験
で
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
全
国
ア
リ
オ

店
で
初
の
試
み
と
し
て
、
上
田
の
ア
リ

オ
店
に
山
家
神
社
（
真
田
神
社
）
を
分
祀

し
、
新
た
に
四
阿
流
尾
（
あ
り
お
）
神
社

を
設
営
し
て
い
ま
す
。
参
拝
が
難
し
い

方
も
市
内
か
ら
お
参
り
が
で
き
る
仕
組

み
、
な
ん
て
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
で

し
ょ
う
。 

こ
こ
で
、
私
と
山
家
神
社
の
縁
を
披

露
し
ま
す
。
押
森
家
と
の
繋
が
り
は
、
押

森
慎
宮
司
の
ご
両
親
で
し
た
。
お
母
さ

ま
は
、
私
の
真
田
中
学
校
時
代
の
テ
ニ

ス
部
の
顧
問
。「
か
よ
み
～
」
っ
と
、
い

つ
も
気
合
を
入
れ
ら
れ
た
鬼
コ
ー
チ
、

部
長
で
あ
っ
た
私
の
根
性
を
作
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
界
さ
れ
て
し

ま
っ
た
お
父
様
は
、
私
の
二
十
代
、
真
田

で
イ
ベ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
「
ト
ナ
カ
イ
」
を

結
成
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
仕
掛
人
。
さ
ら

に
、
慎
宮
司
の
奥
様
は
実
家
の
上
の
姪

っ
子
の
同
級
生
な
の
で
す
。 

ご
両
親
か
ら
受
け
継
が
れ
た
真
田
魂

の
継
承
と
令
和
の
時
代
に
も
つ
づ
く
真

田
一
族
を
、
未
来
に
伝
え
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
12
月
２
日 

 

親
し
ま
れ
る
Ｊ
Ａ 

信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長  

眞
島  

実 

 

       

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
は
、
信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組

合
の
事
業
運
営
・
地
域
貢
献
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
る
と
と
も
に
、
信

州
う
え
だ
の
農
畜
産
物
を
ご
愛
顧
い
た

だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
の
農
業
情
勢
に
つ
き
ま

し
て
は
、
い
ま
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
農
畜
産
物

の
需
要
減
退
が
続
き
、
農
畜
産
物
価
格

が
低
迷
す
る
と
と
も
に
、
国
際
情
勢
の

不
安
・
円
安
等
に
よ
る
生
産
資
材
・
燃

料
・
飼
料
等
の
相
次
ぐ
高
騰
で
、
農
家
経

営
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

農
業
経
営
者
が
将
来
に
亘
り
、
安
心
し

て
農
業
を
営
め
る
環
境
が
必
要
と
さ
れ

る
な
か
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
国
・
県
・
市
町
村

へ
の
協
力
要
請
も
行
い
、
持
続
可
能
な

農
業
振
興
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。 

上
田
地
域
の
農
作
物
の
情
勢
で
す
が
、

春
先
に
一
部
の
地
域
に
お
い
て
凍
霜
害
、

降
雹
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
全
般

的
に
は
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
農

家
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
豊
か
な

収
穫
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 ７

月
５
日
に
は
、
土
屋
陽
一
上
田
市

長
と
共
に
東
京
都
大
田
市
場
に
出
向
き
、

全
国
に
誇
れ
る
菅
平
高
原
レ
タ
ス
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
農
畜
産
物
の
需
要
が

減
退
す
る
な
か
、
地
元
真
田
町
の
生
産

者
が
丹
精
込
め
て
生
産
し
た
農
産
物
の

魅
力
を
首
都
圏
へ
発
信
し
、
消
費
拡
大

を
広
め
る
こ
と
で
、
農
業
所
得
の
増
大

と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
第
28
回
Ｊ

Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
「
食
と
農
で
地

域
に
笑
顔
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
全
７
地
区
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。 

真
田
地
区
は
10
月
22
日
、
農
産
物
直

売
所
新
鮮
市
真
田
一
帯
を
会
場
と
し
て
、

リ
ン
ゴ
の
直
売
や
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
地
元
産
の

新
鮮
な
旬
の
野
菜
を
販
売
し
、
地
域
の

大
勢
の
皆
様
に
お
出
掛
け
い
た
だ
き
、

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ
Ａ

と
し
て
、
組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆 
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様
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な

地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
な
が
ら
、
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
Ｊ
Ａ
と
な
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
Ｊ
Ａ
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

結
び
に
貴
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
会

員
各
位
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
本
会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
に

寄
せ
る
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

11
月
10
日] 

 

東
京
真
田
町
の
会 

会
報
発
刊
に
寄
せ
て 

    

信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合 

 
 
 

真
田
地
区
理
事 

北
島
一
博 

 
 

       

 

会
の
皆
様
10
月
30
日
の
総
会
の
際

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
⒎
波
と
8
波

の
狭
間
に
親
し
く
お
話
が
出
来
ま
し
た

こ
と
大
変
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
、

皆
様
か
ら
昔
の
お
話
、
東
京
に
出
て
こ

ら
れ
て
か
ら
の
苦
労
話
を
聞
か
せ
て
頂

い
た
り
し
ま
た
「
岩
城
ま
ち
歩
き
案
内

人
の
会
」
佐
々
木
様
の
講
演
を
拝
聴
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

そ
し
て
会
報
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く

チ
ャ
ン
ス
を
戴
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
今
年
は
紅
葉
の
き
れ
い
な
年
に

な
り
ま
し
た
。 

菅
平
は
赤
い
桜
・
カ
エ
デ
が
散
っ
て

山
々
は
カ
ラ
松
が
黄
色
を
通
り
越
し
て

赤
味
を
増
し
て
き
ま
し
た
。 

ふ
る
里
「
真
田
」
に
降
り
て
き
ま
す
と 

紅
葉
が
真
っ
盛
り
で
き
れ
い
な
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。 

特
に
先
日
の
強
い
寒
気
の
せ
い
か 

唐
松
の
上
部
が
黄
色
く
縁
取
ら
れ
て
下

側
の
緑
と
対
比
を
成
し
て
、
と
て
も
き

れ
い
な
唐
松
林
に
な
り
ま
し
た
。 

 

10
月
23
日
に
は
真
田
の
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
跡
地･

新
鮮
市
一
帯
に
お
き

ま
し
て
ＪＡ
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た｡

 

今

ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
ら
し

い
事
が
少
な
か
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か

千
人
を
超
え
る
人
出
で
大
盛
況
で
し
た
。 

ま
た
市
の
ご
努
力
の
お
か
げ
で
国
道

１４４
号
線 

大
日
向
下
発
電
所
前
の
橋

の
架
け
替
え
工
事･

上
野
伊
勢
山
の
国

道
付
け
替
え
工
事
も
完
成
が
見
え
て
き

ま
し
た
。 

少
し
ず
つ
で
は
有
り
ま
す
が
着
実
に

前
進
し
て
い
る
真
田
町
で
す 

 

最
近
JA
信
州
う
え
だ
産
の
「
菅
平
高

原
レ
タ
ス
」
や
「
真
田
町
の
リ
ン
ゴ
」
が

美
味
し
い
と
評
判
で
す
。
調
べ
て
み
ま

し
た
ら
レ
タ
ス
は
沖
縄
の
人
々
か
ら
の

口
コ
ミ
に
よ
る
評
判
が
九
州
の
市
場
に

届
き
、
そ
れ
が
全
国
に
広
が
っ
て
き
て

い
る
と
の
こ
と
、
リ
ン
ゴ
は
若
い
農
家

の
努
力
と
温
暖
化
の
た
め
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
う
れ
し
い
限
り
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
「
真
田
町
の
農
産
物
」
を

見
た
と
き
「
ち
ょ
っ
と
嬉
し
く
な
っ
た

り
・
・
」「
こ
れ
美
味
し
い
ん
だ
。
み
ん

な
も
食
べ
て
み
て
・
・
」
っ
て
言
え
る
よ

う
な
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
「
野

菜･

果
物･

花
卉･

き
の
こ
達
」
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
を
応
援
し
て
い
く
の
が
、
私
た
ち

「
JA
信
州
う
え
だ
」
の
役
目
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。 

「
真
田
町
の
農
産
物
」
を
見
た
ら
そ

ん
な
こ
と
も
、
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て

下
さ
い
。 

 

11
月
26
日
に
は
リ
ン
ゴ
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
て
発

展
し
て
い
く
ふ
る
里
、
真
田
町
に
是
非

お
出
か
け
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
近
所

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
盛
り
立
て
て

い
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

と
り
と
め
も
無
い
話
に
な
っ
て
し
ま 

 
 

《広告欄》

㈲上原重機
クレーン作業は懇切丁寧で定評のある上原重機

へご相談下さい
Rough terrain crane/TADANO
 25t/10t/7t/5t
吊上げ：鉄骨・鉄筋・住宅・
庭園（庭石・植木）・その他一般

〒389-0505 長野県東御市和 1086-1
TEL 0268-36-2369 FAX 0268-35-0502
上原重二・恵子（大日向出身旧姓一之瀬）

東京真田町の会

金 子 誠

北本市都道府県人連合会
長野県人会

会 長
（田中出身）

〒364-0035 埼玉県北本市西高尾 4-156
☎048-591-4728
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様
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な

地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
な
が
ら
、
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
Ｊ
Ａ
と
な
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
Ｊ
Ａ
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

結
び
に
貴
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
会

員
各
位
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
本
会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
に

寄
せ
る
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

11
月
10
日] 

 

東
京
真
田
町
の
会 

会
報
発
刊
に
寄
せ
て 

    

信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合 

 
 
 

真
田
地
区
理
事 

北
島
一
博 

 
 

       

 

会
の
皆
様
10
月
30
日
の
総
会
の
際

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
⒎
波
と
8
波

の
狭
間
に
親
し
く
お
話
が
出
来
ま
し
た

こ
と
大
変
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
、

皆
様
か
ら
昔
の
お
話
、
東
京
に
出
て
こ

ら
れ
て
か
ら
の
苦
労
話
を
聞
か
せ
て
頂

い
た
り
し
ま
た
「
岩
城
ま
ち
歩
き
案
内

人
の
会
」
佐
々
木
様
の
講
演
を
拝
聴
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

そ
し
て
会
報
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く

チ
ャ
ン
ス
を
戴
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
今
年
は
紅
葉
の
き
れ
い
な
年
に

な
り
ま
し
た
。 

菅
平
は
赤
い
桜
・
カ
エ
デ
が
散
っ
て

山
々
は
カ
ラ
松
が
黄
色
を
通
り
越
し
て

赤
味
を
増
し
て
き
ま
し
た
。 

ふ
る
里
「
真
田
」
に
降
り
て
き
ま
す
と 

紅
葉
が
真
っ
盛
り
で
き
れ
い
な
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。 

特
に
先
日
の
強
い
寒
気
の
せ
い
か 

唐
松
の
上
部
が
黄
色
く
縁
取
ら
れ
て
下

側
の
緑
と
対
比
を
成
し
て
、
と
て
も
き

れ
い
な
唐
松
林
に
な
り
ま
し
た
。 

 

10
月
23
日
に
は
真
田
の
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
跡
地･

新
鮮
市
一
帯
に
お
き

ま
し
て
ＪＡ
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た｡

 

今

ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
ら
し

い
事
が
少
な
か
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か

千
人
を
超
え
る
人
出
で
大
盛
況
で
し
た
。 

ま
た
市
の
ご
努
力
の
お
か
げ
で
国
道

１４４
号
線 

大
日
向
下
発
電
所
前
の
橋

の
架
け
替
え
工
事･

上
野
伊
勢
山
の
国

道
付
け
替
え
工
事
も
完
成
が
見
え
て
き

ま
し
た
。 

少
し
ず
つ
で
は
有
り
ま
す
が
着
実
に

前
進
し
て
い
る
真
田
町
で
す 

 

最
近
JA
信
州
う
え
だ
産
の
「
菅
平
高

原
レ
タ
ス
」
や
「
真
田
町
の
リ
ン
ゴ
」
が

美
味
し
い
と
評
判
で
す
。
調
べ
て
み
ま

し
た
ら
レ
タ
ス
は
沖
縄
の
人
々
か
ら
の

口
コ
ミ
に
よ
る
評
判
が
九
州
の
市
場
に

届
き
、
そ
れ
が
全
国
に
広
が
っ
て
き
て

い
る
と
の
こ
と
、
リ
ン
ゴ
は
若
い
農
家

の
努
力
と
温
暖
化
の
た
め
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
う
れ
し
い
限
り
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
「
真
田
町
の
農
産
物
」
を

見
た
と
き
「
ち
ょ
っ
と
嬉
し
く
な
っ
た

り
・
・
」「
こ
れ
美
味
し
い
ん
だ
。
み
ん

な
も
食
べ
て
み
て
・
・
」
っ
て
言
え
る
よ

う
な
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
「
野

菜･

果
物･

花
卉･

き
の
こ
達
」
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
を
応
援
し
て
い
く
の
が
、
私
た
ち

「
JA
信
州
う
え
だ
」
の
役
目
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。 

「
真
田
町
の
農
産
物
」
を
見
た
ら
そ

ん
な
こ
と
も
、
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て

下
さ
い
。 

 

11
月
26
日
に
は
リ
ン
ゴ
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
て
発

展
し
て
い
く
ふ
る
里
、
真
田
町
に
是
非

お
出
か
け
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
近
所

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
盛
り
立
て
て

い
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

と
り
と
め
も
無
い
話
に
な
っ
て
し
ま 

 
 

《広告欄》

東 京 真 田 町 の 会

顧   問 小　林　孝　雄
（曲尾出身）

〒234-0051 神奈川県横浜市港南区日野 4-45-5
☎ 045-349-2084

東京真田町の会
副会長　深　町　共　榮

〒366-0052  埼玉県深谷市上柴町西 5-7-82
〒386-2203  長野県上田市真田町傍陽 825-7
                         ☎ 090-7225-6491

（田中出身）
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い
ま
し
た
が
、
ま
た
皆
様
に
お
目
に
か

か
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
東
京
真
田
町

の
会
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。               

令
和
４
年
11
月
10
日 

 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
11
月
14
日 

ふ
る
さ
と
の 

明
日
を
築
く
商
工
会 

真
田
町
商
工
会 

会
長 

木
島 

徳
行 

        

こ
の
た
び
は
日
本
ダ
ボ
ス
第
35
号

発
行
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

真
田
町
商
工
会
は
「
商
工
会
の
組
織

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
昭

和
35
年
９
月
に
設
立
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
以
来
60
年
間
、
今
日
ま
で
組
織

と
事
業
の
拡
充
強
化
に
努
め
現
在
会
員

２
５
０
名
余
り
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
行
政
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に

も
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。 

商
工
会
は
地
域
の
小
規
模
事
業
者
を

中
心
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
主
に
「
事
業

者
の
経
営
改
善
普
及
事
業
」
や
「
地
域
の

振
興
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
経
済
団
体

で
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
る
経
済
の
低
迷
に
加
え
海
外
情
勢
の

変
化
、
為
替
相
場
等
に
よ
り
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
又
、
後
継
者
不
足
も

重
な
り
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
特
に
中
小
・
小
規
模
企
業
に
お
い
て

は
、
地
域
業
種
を
問
わ
ず
、
か
つ
て
な
い

経
済
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
観
光
業

の
菅
平
高
原
を
抱
え
て
い
る
当
商
工
会

地
域
で
は
繰
り
返
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
事
業
継
続
に
限
界
を
来
し

て
い
る
事
業
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
こ
う
し
た
中
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
状
況
を
商
工
会
の
必
要
性
を
感
じ

て
も
ら
え
る
契
機
と
と
ら
え
、
国
県
市

の
行
政
機
関
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

存
在
意
義
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

取
り
巻
く
課
題
解
決
を
第
一
に
支
援
体

制
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
又
、
今
年
度
は
久
方
ぶ
り
に
地
域
の

夏
ま
つ
り
で
あ
る
「
真
田
ま
つ
り
」
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
地
域
経
済
に
回
復
の
兆
し
が

見
え
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。 

東
京
真
田
町
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

頂
き
な
が
ら
本
会
の
事
業
推
進
に
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
わ
り
に
な
り
ま
す
が
貴
会
の
益
々

の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
２０２２
年
10
月
15
日
、
入
稿

11
月
２
日] 

 

ふ
る
さ
と
会 

統
合
に
む
け
て 

事
務
局 

深
町
共
榮
（
傍
陽
） 

 

丸
子
町
、
真
田
町
、
武
石
村
が
、
旧
上

田
市
に
合
併
し
て
現
在
の
上
田
市
と
な

り
、
今
年
で
16
年
と
な
り
ま
す
。
合
併

当
時
の
新
上
田
市
は
、
東
京
の
ふ
る
さ

と
会
で
あ
る
、
上
田
、
丸
子
、
真
田
、
武

石
の
各
会
に
つ
い
て
も
、
統
合
を
促
進

す
べ
き
か
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
昨
年
に
な
り
、
は
じ
め
て
統
合

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
上
田
市

が
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
上
田
会
、

真
田
町
の
会
は
、
ふ
る
さ
と
会
統
合
に

前
向
き
で
あ
る
旨
を
示
し
、
今
年
の
6

月
、
両
会
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
第
一
回

目
の
会
合
を
も
ち
、
統
合
に
向
け
て
、
意

見
の
集
約
を
始
め
ま
し
た
。
丸
子
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
秋
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。
上
田
会
、
真
田
町
の
会
と
も
に

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
会
員
数
が
減 
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少
し
、
役
員
補
充
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
会
統
合
に
向
け
て
の

こ
の
機
会
に
、
こ
の
問
題
解
決
の
糸
口

を
さ
ぐ
り
、
ふ
る
さ
と
会
活
動
の
活
性

化
を
図
り
た
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。
現

在
、
統
合
案
を
検
討
中
で
す
が
、
令
和
５

年
５
月
の
総
会
の
折
に
は
、
そ
の
内
容

が
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
、
良
い
お
考
え
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
務
局
へ
電
話
で
も
結
構
で
す

の
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

11
月
２
日] 

 

第
三
十
五
回 

総
会
お

よ
び
懇
親
会
の
報
告 

 
 

信
濃
の
国
黙
唱 

 

 
 

１
．
総 

会 
   

 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

理
事 

荻
原
啓
治 

 

1.1 

開
会
の
あ
い
さ
つ 

会
長 

金
子 

誠 

 

こ
ん
に
ち
は
。
本
日
、
三
年
ぶ
り
の
総

会
に
は
ご
来
賓
13
名
、
上
田
会
会
長
お

よ
び
会
員
18
名
（
同
伴
１
名
含
）
あ
わ

せ
て
32
名
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

思
え
ば
、
2019
年
の
暮
れ
間
近
11
月
に

始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
が
端
緒
と
な
っ

て
、
翌
年
2020
年
の
第
33
回
総
会
、
さ
ら

に
34
回
の
そ
れ
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず

今
日
ま
で
き
ま
し
た
。 

本
日
の
開
催
を
決
断
し
た
の
は
７
月

で
、
こ
の
時
期
は
し
ら
か
ば
通
信
発
行

の
１
箇
月
ほ
ど
前
で
し
た
。
そ
れ
以
来

こ
の
日
ま
で
、
理
事
ら
は
気
も
そ
ぞ
ろ

の
日
々
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
番
の

懸
念
は
会
員
皆
様
が
高
齢
に
な
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。 

 

な
に
は
と
も
あ
れ
、
晴
れ
て
ご
来
賓

お
よ
び
会
員
の
ご
出
席
を
も
っ
て
こ
の

日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
皆
様
と
と

も
に
慶
び
祝
す
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。 

ご
来
賓
の
み
な
さ
ま
、
時
間
の
ゆ
る

す
か
ぎ
り
会
員
皆
さ
ん
と
ご
歓
談
い
た

だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

1.2 

来
賓
挨
拶 

 
 

上
田
市
長 

土
屋
陽
一
様 

 

本
日
は
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
挙
し
て
皆
様

と
の
交
流
の
場
に
参
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
過
で
中
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

三
年
振
り
の
開
催
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

感
染
者
数
の
抑
制
が
ま
ま
な
ら
な
い
咋

今
で
す
の
で
、
上
田
で
も
会
合
や
議
事

運
営
な
ど
の
多
く
が
Zoom
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
三
年
前
に
な

り
ま
す
か
2019
年
秋
の
台
風
惨
禍
で
は

ふ
る
さ
と
想
い
の
皆
様
か
ら
義
援
を
頂

戴
し
た
こ
と
を
回
想
し
、
ふ
た
た
び
熱

い
思
い
が
こ
み
上
げ
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
の
発
展
に

多
く
の
皆
様
か
ら
お
知
恵
を
い
た
だ
き

た
く
、
ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
ぜ
ひ
と

も
ご
参
画
い
た
だ
き
た
く
お
申
込
み
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

今
秋
も
練
馬
区
と
の
友
好
都
市
交
流

で
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

こ
の
30
日
に
物
産
展
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
信
州
上
田
物
産
館UEDA 

Nerima 

BASE

）
を
開
幕
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
石

神
井
公
園
駅
か
ら
徒
歩
五
分
ば
か
り
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
チ
ラ
シ
の
よ
う

に
上
田
紬
、
恵
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
蕎
麦
、
林

檎
な
ど
ふ
る
さ
と
の
産
品
を
揃
え
て
お

り
ま
す
。 

こ
れ
を
機
会
に
、
皆
様
に
ぜ
ひ
こ
の

ア
ン
テ
ナ
へ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た

く
ご
案
内
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
多
幸
を
祝
し
、
く
る
年
も

笑
顔
で
元
気
な
お
姿
に
お
会
い
で
き
ま

す
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

JA
信
州
う
え
だ 組

合
長 

眞
島
実
様 

東
京
真
田
町
の
会
第
35
回
総
会
の
開

催
に
あ
た
り
お
祝
辞
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

お
招
き
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
祝
意

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
で
は
、
９

月
か
ら
収
穫
期
に
入
っ
た
ぶ
ど
う
の
作

柄
も
よ
く
、
こ
れ
か
ら
11
月
中
旬
に
か 

 
 

第三十五回 総会・懇親会を開催しました。2022（令和 4）年 10月 30日、11:30～
出席者 33名（ふるさと来賓 13名、会員 17名、東京上田会・みちのく秋田・付添各 1名） 

《広告欄》

土木工事  解体工事  測量  造園  除雪

代表取締役社長　山﨑  勇治
〒386-0002 長野県上田市住吉 1039-2
TEL 0268-24-6221  FAX 0268-27-7558
e-mail : yamazaki_shyoukai@yahoo.co.jp

山﨑公認会計士事務所
Yamazaki CPA Office

公認会計士 / 税理士　山﨑  友揮
（長野県上田市住吉長島 出身）

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 1-12-7 MS ビル 6F
tel. 03-6272-6539  fax. 03-6272-6765

e-mail. yamazaki@yy-cpa.com
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い
ま
し
た
が
、
ま
た
皆
様
に
お
目
に
か

か
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
東
京
真
田
町

の
会
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。               

令
和
４
年
11
月
10
日 

 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

同
年
11
月
14
日 

ふ
る
さ
と
の 

明
日
を
築
く
商
工
会 

真
田
町
商
工
会 

会
長 

木
島 

徳
行 

        

こ
の
た
び
は
日
本
ダ
ボ
ス
第
35
号

発
行
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

真
田
町
商
工
会
は
「
商
工
会
の
組
織

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
昭

和
35
年
９
月
に
設
立
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
以
来
60
年
間
、
今
日
ま
で
組
織

と
事
業
の
拡
充
強
化
に
努
め
現
在
会
員

２
５
０
名
余
り
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
行
政
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
に

も
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。 

商
工
会
は
地
域
の
小
規
模
事
業
者
を

中
心
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
主
に
「
事
業

者
の
経
営
改
善
普
及
事
業
」
や
「
地
域
の

振
興
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
経
済
団
体

で
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
る
経
済
の
低
迷
に
加
え
海
外
情
勢
の

変
化
、
為
替
相
場
等
に
よ
り
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
又
、
後
継
者
不
足
も

重
な
り
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
特
に
中
小
・
小
規
模
企
業
に
お
い
て

は
、
地
域
業
種
を
問
わ
ず
、
か
つ
て
な
い

経
済
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
観
光
業

の
菅
平
高
原
を
抱
え
て
い
る
当
商
工
会

地
域
で
は
繰
り
返
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
事
業
継
続
に
限
界
を
来
し

て
い
る
事
業
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
こ
う
し
た
中
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
状
況
を
商
工
会
の
必
要
性
を
感
じ

て
も
ら
え
る
契
機
と
と
ら
え
、
国
県
市

の
行
政
機
関
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

存
在
意
義
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

取
り
巻
く
課
題
解
決
を
第
一
に
支
援
体

制
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
又
、
今
年
度
は
久
方
ぶ
り
に
地
域
の

夏
ま
つ
り
で
あ
る
「
真
田
ま
つ
り
」
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
地
域
経
済
に
回
復
の
兆
し
が

見
え
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。 

東
京
真
田
町
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

頂
き
な
が
ら
本
会
の
事
業
推
進
に
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
わ
り
に
な
り
ま
す
が
貴
会
の
益
々

の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
２０２２
年
10
月
15
日
、
入
稿

11
月
２
日] 

 

ふ
る
さ
と
会 

統
合
に
む
け
て 

事
務
局 

深
町
共
榮
（
傍
陽
） 

 

丸
子
町
、
真
田
町
、
武
石
村
が
、
旧
上

田
市
に
合
併
し
て
現
在
の
上
田
市
と
な

り
、
今
年
で
16
年
と
な
り
ま
す
。
合
併

当
時
の
新
上
田
市
は
、
東
京
の
ふ
る
さ

と
会
で
あ
る
、
上
田
、
丸
子
、
真
田
、
武

石
の
各
会
に
つ
い
て
も
、
統
合
を
促
進

す
べ
き
か
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
昨
年
に
な
り
、
は
じ
め
て
統
合

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
上
田
市

が
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
上
田
会
、

真
田
町
の
会
は
、
ふ
る
さ
と
会
統
合
に

前
向
き
で
あ
る
旨
を
示
し
、
今
年
の
6

月
、
両
会
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
第
一
回

目
の
会
合
を
も
ち
、
統
合
に
向
け
て
、
意

見
の
集
約
を
始
め
ま
し
た
。
丸
子
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
秋
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。
上
田
会
、
真
田
町
の
会
と
も
に

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
会
員
数
が
減 
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少
し
、
役
員
補
充
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
会
統
合
に
向
け
て
の

こ
の
機
会
に
、
こ
の
問
題
解
決
の
糸
口

を
さ
ぐ
り
、
ふ
る
さ
と
会
活
動
の
活
性

化
を
図
り
た
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。
現

在
、
統
合
案
を
検
討
中
で
す
が
、
令
和
５

年
５
月
の
総
会
の
折
に
は
、
そ
の
内
容

が
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
、
良
い
お
考
え
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
務
局
へ
電
話
で
も
結
構
で
す

の
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
15
日
、
入
稿

11
月
２
日] 

 

第
三
十
五
回 

総
会
お

よ
び
懇
親
会
の
報
告 

 
 

信
濃
の
国
黙
唱 

 

 
 

１
．
総 

会 
   

 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

理
事 

荻
原
啓
治 

 

1.1 

開
会
の
あ
い
さ
つ 

会
長 

金
子 

誠 

 

こ
ん
に
ち
は
。
本
日
、
三
年
ぶ
り
の
総

会
に
は
ご
来
賓
13
名
、
上
田
会
会
長
お

よ
び
会
員
18
名
（
同
伴
１
名
含
）
あ
わ

せ
て
32
名
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

思
え
ば
、
2019
年
の
暮
れ
間
近
11
月
に

始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
が
端
緒
と
な
っ

て
、
翌
年
2020
年
の
第
33
回
総
会
、
さ
ら

に
34
回
の
そ
れ
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず

今
日
ま
で
き
ま
し
た
。 

本
日
の
開
催
を
決
断
し
た
の
は
７
月

で
、
こ
の
時
期
は
し
ら
か
ば
通
信
発
行

の
１
箇
月
ほ
ど
前
で
し
た
。
そ
れ
以
来

こ
の
日
ま
で
、
理
事
ら
は
気
も
そ
ぞ
ろ

の
日
々
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
番
の

懸
念
は
会
員
皆
様
が
高
齢
に
な
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。 

 

な
に
は
と
も
あ
れ
、
晴
れ
て
ご
来
賓

お
よ
び
会
員
の
ご
出
席
を
も
っ
て
こ
の

日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
皆
様
と
と

も
に
慶
び
祝
す
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。 

ご
来
賓
の
み
な
さ
ま
、
時
間
の
ゆ
る

す
か
ぎ
り
会
員
皆
さ
ん
と
ご
歓
談
い
た

だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

1.2 

来
賓
挨
拶 

 
 

上
田
市
長 

土
屋
陽
一
様 

 

本
日
は
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
挙
し
て
皆
様

と
の
交
流
の
場
に
参
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
過
で
中
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

三
年
振
り
の
開
催
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

感
染
者
数
の
抑
制
が
ま
ま
な
ら
な
い
咋

今
で
す
の
で
、
上
田
で
も
会
合
や
議
事

運
営
な
ど
の
多
く
が
Zoom
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
三
年
前
に
な

り
ま
す
か
2019
年
秋
の
台
風
惨
禍
で
は

ふ
る
さ
と
想
い
の
皆
様
か
ら
義
援
を
頂

戴
し
た
こ
と
を
回
想
し
、
ふ
た
た
び
熱

い
思
い
が
こ
み
上
げ
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
の
発
展
に

多
く
の
皆
様
か
ら
お
知
恵
を
い
た
だ
き

た
く
、
ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
ぜ
ひ
と

も
ご
参
画
い
た
だ
き
た
く
お
申
込
み
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

今
秋
も
練
馬
区
と
の
友
好
都
市
交
流

で
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

こ
の
30
日
に
物
産
展
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
信
州
上
田
物
産
館UEDA 

Nerima 

BASE

）
を
開
幕
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
石

神
井
公
園
駅
か
ら
徒
歩
五
分
ば
か
り
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
チ
ラ
シ
の
よ
う

に
上
田
紬
、
恵
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
蕎
麦
、
林

檎
な
ど
ふ
る
さ
と
の
産
品
を
揃
え
て
お

り
ま
す
。 

こ
れ
を
機
会
に
、
皆
様
に
ぜ
ひ
こ
の

ア
ン
テ
ナ
へ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た

く
ご
案
内
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
多
幸
を
祝
し
、
く
る
年
も

笑
顔
で
元
気
な
お
姿
に
お
会
い
で
き
ま

す
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

JA
信
州
う
え
だ 組

合
長 

眞
島
実
様 

東
京
真
田
町
の
会
第
35
回
総
会
の
開

催
に
あ
た
り
お
祝
辞
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

お
招
き
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
祝
意

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
で
は
、
９

月
か
ら
収
穫
期
に
入
っ
た
ぶ
ど
う
の
作

柄
も
よ
く
、
こ
れ
か
ら
11
月
中
旬
に
か 

 
 

第三十五回 総会・懇親会を開催しました。2022（令和 4）年 10月 30日、11:30～
出席者 33名（ふるさと来賓 13名、会員 17名、東京上田会・みちのく秋田・付添各 1名） 
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け
て
の
野
菜
や
果
物
の
感
謝
祭
も
盛
況

ま
ち
が
い
な
し
で
す
。
皆
様
の
ふ
る
さ

と
訪
問
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
上
田
の
麓
に
は
農
家
の
皆
さ
ん
の

汗
の
結
晶
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
や
ス
ウ
ィ

ー
ト
、
秋
映
え
と
な
っ
て
山
肌
を
か
ざ

っ
て
い
ま
す
。 

皆
様
へ
さ
さ
や
か
な
が
ら
ふ
る
さ
と

秋
の
香
り
に
林
檎
ジ
ュ
ー
ス
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
も
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
ご
賞

味
下
さ
い
。 

本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
皆
様
の
笑
顔
に
再
会
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

         

1.3 

書
面
表
決
の
報
告 

副
会
長 

深
町
共
榮 

し
ら
か
ば
通
信
29
号
で
会
員
の
皆

様
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
四
議
案

の
書
面
表
決
を
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

2022
年
９
月
21
日
ま
で
に
着
信
し
た

返
信
葉
書
で
の
書
面
表
決
は
65
名
で

し
た
。 

表
決
の
結
果
、
「
65
名
全
員
が
四
議

案
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
賛
意
」
を
示

さ
れ
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２
．
講 

演 
  

司
会 

理
事
一
之
瀬
和
夫 

本
日
佐
々
木
裕
三
様
に
お
い
で
い
た

だ
く
ま
で
の
経
緯
お
よ
び
概
要
（
注
１
）。

を
紹
介
し
た 

で
は
佐
々
木
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

み
ち
の
く 

真
田
ゆ
か
り
の
地
よ
り 

  
  

講
師 

佐
々
木
裕
三
様 

概 
要 

お
招
き
に
あ
ず
か
り
、
秋
田
県
本
荘

市
は
亀
田
か
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
会
誌
日
本
ダ
ボ
ス
へ
の

投
稿
に
誘
わ
れ
た
り
、
こ
の
誌
を
お
送

り
い
た
だ
い
た
り
で
、
皆
様
の
会
に
は

強
い
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。 

念
願
か
な
っ
て
ふ
る
さ
と
真
田
の

方
々
に
お
会
い
で
き
て
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
NHK
真
田
丸
の
企
画
が
話
題
に
な

っ
た
2016
年
に
は
、
私
た
ち
亀
田
の
有
志

一
行
は
朝
６
時
半
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

秋
田
を
発
し
、
12
時
間
後
の
夕
に
上
田

へ
到
着
し
て
お
り
ま
し
た
。 

温
暖
化
で
私
ら
の
由
利
本
荘
市
あ
た

り
が
、
孟
宗
竹
の
北
限
に
な
っ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
敷
地
に
繁
茂
す
る
竹
を

生
か
そ
う
と
い
ろ
い
ろ
な
試
み
に
挑
戦

し
て
お
り
ま
す
。
真
田
町
の
会
で
「
講
演

し
て
下
さ
い
」
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
そ

の
と
き
か
ら
、
せ
っ
せ
と
細
工
し
た
も

の
を
用
意
し
て
参
り
ま
し
た
。
お
気
に

入
り
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
亀
田
は
真
田
幸
村
の
五
女
「
お

田
の
か
た
」
が
没
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
方
は
子
息
の
養
育
に
並
み
な
み
な
ら

ぬ
努
め
を
な
し
た
こ
と
ゆ
え
、
今
日
で

も
当
地
の
人
々
の
誇
り
で
あ
り
敬
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
旧
い
資
料
で
す
が
そ
れ

ら
に
は
幸
村
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
み
る
よ
う
に
、
大
坂
夏
の
陣

に
お
い
て
相
ま
み
え
る
陣
に
分
か
れ
て

そ
の
時
代
を
生
き
た
智
慧
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
、
現
在
も
（
良
い
意
味
で
も
、

逆
の
そ
れ
で
も
）
真
田
家
が
信
頼
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
亀

田
藩
伝
承
の
DVD
を
つ
く
り
子
供
た
ち
の

郷
土
史
教
材
に
し
て
い
ま
す
。 

社
会
派
で
名
高
い
松
本
清
張
の
小
説

で
舞
台
に
な
っ
た
羽
後
亀
田
が
私
ら
の

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
映
画
の
第
一
ロ
ケ 

           

地
と
し
て
カ
メ
ラ
の
臨
場
に
な
っ
た
の

で
現
在
も
訪
れ
る
人
が
多
い
地
域
で
す
。 

こ
れ
を
機
に
真
田
会
の
皆
様
方
ぜ
ひ

と
も
亀
田
お
で
ん
の
方
の
郷
へ
お
こ
し

下
さ
い(

★
関
連
記
事
を
p.2
に
掲
載
）
。 

（
注
１
）
ご
講
演
ま
で
の
経
緯 

佐
々
木
裕
三
様
に
講
演
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
端
緒
は
2019
年
５

月
の
総
会
当
日
、
ち
ょ
う
ど
同
階
で
東

京
岩
城
会
様
も
総
会
を
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。 

 

両
会
の
会
長
と
荻
原
理
事
ら
が
名
刺

交
換
し
た
こ
と
で
み
ち
の
く
真
田
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
を
は
じ
め
と
し
て
司
会
か
ら
流

れ
の
概
要
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

――  

写写  

真真  

撮撮  

影影  

――  

３
． 

懇 

親 

会 
 

  
  
  
  
  
  
  
  

司
会 

荻
原
啓
治  

3.1 

歓 

迎 

の 

挨 

拶 

 
 
 

副
会
長 

深
町
共
榮 

三
年
ぶ
り
に
総
会
を
開
催
で
き
た
こ

と
誠
に
嬉
し
く
、
さ
ら
に
市
長
土
屋
様

と
12
名
の
ご
来
賓
の
方
々
に
歓
迎
と

感
謝
を
表
し
ま
す
。 

本
日
は
遠
路
を
お
越
し
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
諸
兄
姉
は
ご
高
齢
の
域
で
す
が
、

時
間
の
許
す
か
ぎ
り
会
員
と
上
田
市
真

田
と
の
ふ
る
さ
と
交
流
を
密
に
盛
り
あ

 
JA信州うえだ及び自

治センターから本会

会員へのお土産 

 
佐々木様より総会出席者への 

お土産（ごく一部分） 
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げ
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

3.2 

来 

賓 

の 

紹 

介 

司
会 

柴
田
小
夜
子 

ご
来
賓
の
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

上
田
市
行
政
の
皆
様
（
三
名
） 

 
 

上
田
市
長 土

屋
陽
一
様
（
新
田
） 

 

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
長 

田
中
昌
彦
様
（
本
原
） 

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー 

地
域
振
興
課 

望
月
領
都
様
（
国
分
） 

上
田
市
市
議
会
関
係
の
皆
様
（
五
名
） 

 
 

市
議
会
議
長 

佐
藤
論
征
様
（
真
田
） 

 

市
議
会
議
員 

古
市
順
子
様
（
竹
室
） 

齊
藤
加
代
美
様
（
海
戸
） 

 
 
 
 
 

中
村
知
義
様
（
中
丸
子
） 

 
 
 
 
 

 
 

市
議
会
事
務
局 

 
 

竹
村
一
寿
様
（
下
之
郷
） 

ＪＡ
信
州
う
え
だ
関
係
の
皆
様
（
四
名
） 

組
合
長 

 

眞
島 

実
様
（
長
和
町
） 

真
田
地
区
代
表
理
事 

 

北
島
一
博
様
（
菅
平
） 

真
田
地
区
事
業
部
長 

 

中
澤
元
秀
様
（
中
原
） 

真
田
地
区
女
性
部
部
長 

久
保
町
子
様
（
横
尾
） 

在
京
の
他
会
の
皆
様
（
二
名
） 

 

 
 

東
京
上
田
会
会
長 

山
嵜
齋
明
様
（
室
賀
） 

岩
城
ま
ち
歩
き
案
内
人
の
会 

会
長 

佐
々
木
裕
三
様 

 
 
 
 
(

由
利
本
荘
市) 

2.3 

来 

賓 

祝 

辞 

〇 

上
田
市
市
議
会
議
長 

佐
藤
論
征
様 

本
日
は
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
招
き
に
あ
ず
か
り
初
当
選

の
中
村
知
義
さ
ん
と
事
務
局
長
竹
村
一

寿
さ
ん
と
共
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
二
年
間
開
催
で
き
な 

か
っ
た
と
の
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
し

た
。
2019
年
の
台
風
惨
禍
で
は
皆
様
か
ら

お
見
舞
い
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
丸
三
年
経
ち
ま
す

が
復
旧
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
僅
か
残

っ
て
お
り
ま
す
。
菅
平
高
原
も
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
て
、
ス
キ
ー
客
は
皆
無

の
状
態
で
し
た
が
、
禍
以
前
の
70
％
ぐ

ら
い
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
真
田

ま
つ
り
も
ど
う
や
ら
開
催
で
き
ま
し
た
。

感
染
対
策
を
十
分
に
な
さ
っ
て
健
康
な

日
々
を
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。 

本
日
の
お
招
き
に
厚
く
御
礼
を
も
う

し
あ
げ
ま
す
。 

 

〇 

JA
信
州
う
え
だ
真
田
地
区 

理
事 

北
島
一
博
様 

い
ま
、
高
原
で
は
モ
ミ
ジ
の
つ
ぎ
の
カ

ラ
マ
ツ
林
の
こ
が
ね
が
一
面
山
肌
を
覆

っ
て
い
ま
す
。
ズ
ー
と
く
だ
っ
て
真
田

の
辺
り
へ
き
ま
す
と
、
モ
ミ
ジ
の
最
前

線
ま
っ
た
だ
中
に
埋
ま
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
派
手
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

台
風
禍
に
あ
っ
た
神
川
渋
沢
も
復
旧
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
ち
に
菅
平
高
原

の
野
菜
を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
も
貴

会
が
発
展
し
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

2.4 

乾
杯
の
挨
拶 

真
田
地
域
セ
ン
タ
ー
長 

 

田
中
昌
彦
様 

み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と 

本
会
の
発
展
を
、
そ
し
て 

ふ
る
さ
と
の
興
り
を
祝
し 

 

乾
杯
！ 

 

2.5 

宴
会
と
催
し 

 

Wi

Fi
で
You

Tube
の
映
像
を
ス
ク
リ

ー
ン
へ
映
し
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
黙
食

し
て
い
る
う
ち
、
そ
ぞ
ろ
立
ち
話
も
あ

ち
こ
ち
で
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
も

う
我
慢
の
く
さ
り
を
外
し
、
三
年
ぶ
り

の
会
員
の
再
会
を
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
。 

[

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン] 

後
半
に
は
ご
期
待
の
中
島
舞
踊
教
室

師
匠
に
よ
る
〈 

み
だ
れ
髪
、
南
部
蝉
し

ぐ
れ 

〉
が
披
露
さ
れ
て
さ
ら
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

 

2.6 

閉
会
の
挨
拶 

理
事 

一
之
瀬
和
夫 

ご
来
賓
お
よ
び
会
員
の
皆
様
、
盛
り

あ
が
り
終
宴
も
そ
こ
に
迫
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

さ
き
ほ
ど
、
ご
来
賓
の
方
か
ら
「
帰
車

の
時
刻
も
せ
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
の
お

察
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
、

み
ち
の
く
び
と
佐
々
木
様
か
ら
の
御
心

付
け
も
お
忘
れ
な
く
、
ご
用
意
な
さ
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 

本
日
は
ご
来
賓
の
皆
様
遠
路
を
、
ま

た
秋
田
か
ら
お
い
で
下
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
員
一
同
、
ま
た
の

再
会
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。 

ご
来
賓
を
お
見
送
り
の
あ
と
、
本
日

の
反
省
会
を
行
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
本

会
場
に
お
残
り
く
だ
さ
い
。（
15:

03
終

了
メ
モ
） 

 

☆ 

総
会
出
席
会
員 

（
17
名
、
敬
称
略
・
順
不
同)  

― 

長
（
13
名
）
― 

 
 

一
之
瀬 

和
夫 

 

大
日
向 

大
久
保 

あ
き
子 

菅
平
・
川
上 

荻
原 

啓
治 

 
 

四
日
市 

小
林 

栄
子 

 
 

菅
平
・
川
上 

坂
口 

英
一 

 
 

真
田 

坂
口 

典
和 

 
 

真
田 

柴
田 

小
夜
子 

 

菅
平
・
市
村 

鈴
木 

邦
子 

 
 

横
尾
・
鈴
木 

中
島 

正
江 

 
 

戸
沢
・
関
谷 

長
田 

ム
ネ
子 

 

真
田
・
矢
島 
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け
て
の
野
菜
や
果
物
の
感
謝
祭
も
盛
況

ま
ち
が
い
な
し
で
す
。
皆
様
の
ふ
る
さ

と
訪
問
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
上
田
の
麓
に
は
農
家
の
皆
さ
ん
の

汗
の
結
晶
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
や
ス
ウ
ィ

ー
ト
、
秋
映
え
と
な
っ
て
山
肌
を
か
ざ

っ
て
い
ま
す
。 

皆
様
へ
さ
さ
や
か
な
が
ら
ふ
る
さ
と

秋
の
香
り
に
林
檎
ジ
ュ
ー
ス
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
も
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
ご
賞

味
下
さ
い
。 

本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
皆
様
の
笑
顔
に
再
会
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

         

1.3 

書
面
表
決
の
報
告 

副
会
長 

深
町
共
榮 

し
ら
か
ば
通
信
29
号
で
会
員
の
皆

様
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
四
議
案

の
書
面
表
決
を
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

2022
年
９
月
21
日
ま
で
に
着
信
し
た

返
信
葉
書
で
の
書
面
表
決
は
65
名
で

し
た
。 

表
決
の
結
果
、
「
65
名
全
員
が
四
議

案
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
賛
意
」
を
示

さ
れ
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２
．
講 

演 
  

司
会 

理
事
一
之
瀬
和
夫 

本
日
佐
々
木
裕
三
様
に
お
い
で
い
た

だ
く
ま
で
の
経
緯
お
よ
び
概
要
（
注
１
）。

を
紹
介
し
た 

で
は
佐
々
木
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

み
ち
の
く 

真
田
ゆ
か
り
の
地
よ
り 

  
  

講
師 

佐
々
木
裕
三
様 

概 

要 

お
招
き
に
あ
ず
か
り
、
秋
田
県
本
荘

市
は
亀
田
か
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
会
誌
日
本
ダ
ボ
ス
へ
の

投
稿
に
誘
わ
れ
た
り
、
こ
の
誌
を
お
送

り
い
た
だ
い
た
り
で
、
皆
様
の
会
に
は

強
い
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。 

念
願
か
な
っ
て
ふ
る
さ
と
真
田
の

方
々
に
お
会
い
で
き
て
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
NHK
真
田
丸
の
企
画
が
話
題
に
な

っ
た
2016
年
に
は
、
私
た
ち
亀
田
の
有
志

一
行
は
朝
６
時
半
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

秋
田
を
発
し
、
12
時
間
後
の
夕
に
上
田

へ
到
着
し
て
お
り
ま
し
た
。 

温
暖
化
で
私
ら
の
由
利
本
荘
市
あ
た

り
が
、
孟
宗
竹
の
北
限
に
な
っ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
敷
地
に
繁
茂
す
る
竹
を

生
か
そ
う
と
い
ろ
い
ろ
な
試
み
に
挑
戦

し
て
お
り
ま
す
。
真
田
町
の
会
で
「
講
演

し
て
下
さ
い
」
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
そ

の
と
き
か
ら
、
せ
っ
せ
と
細
工
し
た
も

の
を
用
意
し
て
参
り
ま
し
た
。
お
気
に

入
り
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
亀
田
は
真
田
幸
村
の
五
女
「
お

田
の
か
た
」
が
没
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
方
は
子
息
の
養
育
に
並
み
な
み
な
ら

ぬ
努
め
を
な
し
た
こ
と
ゆ
え
、
今
日
で

も
当
地
の
人
々
の
誇
り
で
あ
り
敬
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
旧
い
資
料
で
す
が
そ
れ

ら
に
は
幸
村
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
み
る
よ
う
に
、
大
坂
夏
の
陣

に
お
い
て
相
ま
み
え
る
陣
に
分
か
れ
て

そ
の
時
代
を
生
き
た
智
慧
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
、
現
在
も
（
良
い
意
味
で
も
、

逆
の
そ
れ
で
も
）
真
田
家
が
信
頼
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
亀

田
藩
伝
承
の
DVD
を
つ
く
り
子
供
た
ち
の

郷
土
史
教
材
に
し
て
い
ま
す
。 

社
会
派
で
名
高
い
松
本
清
張
の
小
説

で
舞
台
に
な
っ
た
羽
後
亀
田
が
私
ら
の

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
映
画
の
第
一
ロ
ケ 

           

地
と
し
て
カ
メ
ラ
の
臨
場
に
な
っ
た
の

で
現
在
も
訪
れ
る
人
が
多
い
地
域
で
す
。 

こ
れ
を
機
に
真
田
会
の
皆
様
方
ぜ
ひ

と
も
亀
田
お
で
ん
の
方
の
郷
へ
お
こ
し

下
さ
い(

★
関
連
記
事
を
p.2
に
掲
載
）
。 

（
注
１
）
ご
講
演
ま
で
の
経
緯 

佐
々
木
裕
三
様
に
講
演
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
端
緒
は
2019
年
５

月
の
総
会
当
日
、
ち
ょ
う
ど
同
階
で
東

京
岩
城
会
様
も
総
会
を
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。 

 

両
会
の
会
長
と
荻
原
理
事
ら
が
名
刺

交
換
し
た
こ
と
で
み
ち
の
く
真
田
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
を
は
じ
め
と
し
て
司
会
か
ら
流

れ
の
概
要
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

――  

写写  

真真  

撮撮  

影影  

――  

３
． 

懇 

親 

会 
 

  
  
  
  
  
  
  
  

司
会 

荻
原
啓
治  

3.1 

歓 

迎 

の 

挨 

拶 

 
 
 

副
会
長 

深
町
共
榮 

三
年
ぶ
り
に
総
会
を
開
催
で
き
た
こ

と
誠
に
嬉
し
く
、
さ
ら
に
市
長
土
屋
様

と
12
名
の
ご
来
賓
の
方
々
に
歓
迎
と

感
謝
を
表
し
ま
す
。 

本
日
は
遠
路
を
お
越
し
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
諸
兄
姉
は
ご
高
齢
の
域
で
す
が
、

時
間
の
許
す
か
ぎ
り
会
員
と
上
田
市
真

田
と
の
ふ
る
さ
と
交
流
を
密
に
盛
り
あ

 
JA信州うえだ及び自

治センターから本会

会員へのお土産 

 
佐々木様より総会出席者への 

お土産（ごく一部分） 
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げ
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

3.2 

来 

賓 

の 

紹 

介 

司
会 

柴
田
小
夜
子 

ご
来
賓
の
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

上
田
市
行
政
の
皆
様
（
三
名
） 

 
 

上
田
市
長 土

屋
陽
一
様
（
新
田
） 

 

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
長 

田
中
昌
彦
様
（
本
原
） 

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー 

地
域
振
興
課 

望
月
領
都
様
（
国
分
） 

上
田
市
市
議
会
関
係
の
皆
様
（
五
名
） 

 
 

市
議
会
議
長 

佐
藤
論
征
様
（
真
田
） 

 

市
議
会
議
員 

古
市
順
子
様
（
竹
室
） 

齊
藤
加
代
美
様
（
海
戸
） 

 
 
 
 
 

中
村
知
義
様
（
中
丸
子
） 
 
 
 
 
 

 
 

市
議
会
事
務
局 

 
 

竹
村
一
寿
様
（
下
之
郷
） 

ＪＡ
信
州
う
え
だ
関
係
の
皆
様
（
四
名
） 

組
合
長 

 

眞
島 

実
様
（
長
和
町
） 

真
田
地
区
代
表
理
事 

 

北
島
一
博
様
（
菅
平
） 

真
田
地
区
事
業
部
長 

 

中
澤
元
秀
様
（
中
原
） 

真
田
地
区
女
性
部
部
長 

久
保
町
子
様
（
横
尾
） 

在
京
の
他
会
の
皆
様
（
二
名
） 

 

 
 

東
京
上
田
会
会
長 

山
嵜
齋
明
様
（
室
賀
） 

岩
城
ま
ち
歩
き
案
内
人
の
会 

会
長 

佐
々
木
裕
三
様 

 
 
 
 
(

由
利
本
荘
市) 

2.3 

来 

賓 

祝 

辞 

〇 

上
田
市
市
議
会
議
長 

佐
藤
論
征
様 

本
日
は
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
招
き
に
あ
ず
か
り
初
当
選

の
中
村
知
義
さ
ん
と
事
務
局
長
竹
村
一

寿
さ
ん
と
共
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
二
年
間
開
催
で
き
な 

か
っ
た
と
の
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
し

た
。
2019
年
の
台
風
惨
禍
で
は
皆
様
か
ら

お
見
舞
い
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
丸
三
年
経
ち
ま
す

が
復
旧
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
僅
か
残

っ
て
お
り
ま
す
。
菅
平
高
原
も
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
て
、
ス
キ
ー
客
は
皆
無

の
状
態
で
し
た
が
、
禍
以
前
の
70
％
ぐ

ら
い
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
真
田

ま
つ
り
も
ど
う
や
ら
開
催
で
き
ま
し
た
。

感
染
対
策
を
十
分
に
な
さ
っ
て
健
康
な

日
々
を
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。 

本
日
の
お
招
き
に
厚
く
御
礼
を
も
う

し
あ
げ
ま
す
。 

 

〇 

JA
信
州
う
え
だ
真
田
地
区 

理
事 

北
島
一
博
様 

い
ま
、
高
原
で
は
モ
ミ
ジ
の
つ
ぎ
の
カ

ラ
マ
ツ
林
の
こ
が
ね
が
一
面
山
肌
を
覆

っ
て
い
ま
す
。
ズ
ー
と
く
だ
っ
て
真
田

の
辺
り
へ
き
ま
す
と
、
モ
ミ
ジ
の
最
前

線
ま
っ
た
だ
中
に
埋
ま
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
派
手
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

台
風
禍
に
あ
っ
た
神
川
渋
沢
も
復
旧
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
ち
に
菅
平
高
原

の
野
菜
を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
も
貴

会
が
発
展
し
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

2.4 

乾
杯
の
挨
拶 

真
田
地
域
セ
ン
タ
ー
長 

 

田
中
昌
彦
様 

み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と 

本
会
の
発
展
を
、
そ
し
て 

ふ
る
さ
と
の
興
り
を
祝
し 

 

乾
杯
！ 

 

2.5 

宴
会
と
催
し 

 

Wi

Fi
で
You

Tube
の
映
像
を
ス
ク
リ

ー
ン
へ
映
し
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
黙
食

し
て
い
る
う
ち
、
そ
ぞ
ろ
立
ち
話
も
あ

ち
こ
ち
で
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
も

う
我
慢
の
く
さ
り
を
外
し
、
三
年
ぶ
り

の
会
員
の
再
会
を
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
。 

[
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン] 

後
半
に
は
ご
期
待
の
中
島
舞
踊
教
室

師
匠
に
よ
る
〈 
み
だ
れ
髪
、
南
部
蝉
し

ぐ
れ 

〉
が
披
露
さ
れ
て
さ
ら
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

 

2.6 

閉
会
の
挨
拶 

理
事 

一
之
瀬
和
夫 

ご
来
賓
お
よ
び
会
員
の
皆
様
、
盛
り

あ
が
り
終
宴
も
そ
こ
に
迫
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

さ
き
ほ
ど
、
ご
来
賓
の
方
か
ら
「
帰
車

の
時
刻
も
せ
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
の
お

察
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
、

み
ち
の
く
び
と
佐
々
木
様
か
ら
の
御
心

付
け
も
お
忘
れ
な
く
、
ご
用
意
な
さ
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 

本
日
は
ご
来
賓
の
皆
様
遠
路
を
、
ま

た
秋
田
か
ら
お
い
で
下
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
員
一
同
、
ま
た
の

再
会
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。 

ご
来
賓
を
お
見
送
り
の
あ
と
、
本
日

の
反
省
会
を
行
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
本

会
場
に
お
残
り
く
だ
さ
い
。（
15:

03
終

了
メ
モ
） 

 

☆ 

総
会
出
席
会
員 

（
17
名
、
敬
称
略
・
順
不
同)  

― 

長
（
13
名
）
― 

 
 

一
之
瀬 

和
夫 

 

大
日
向 

大
久
保 

あ
き
子 

菅
平
・
川
上 

荻
原 

啓
治 

 
 

四
日
市 

小
林 

栄
子 

 
 

菅
平
・
川
上 

坂
口 

英
一 

 
 

真
田 

坂
口 

典
和 

 
 

真
田 

柴
田 

小
夜
子 

 

菅
平
・
市
村 

鈴
木 

邦
子 

 
 

横
尾
・
鈴
木 

中
島 

正
江 

 
 

戸
沢
・
関
谷 

長
田 

ム
ネ
子 

 

真
田
・
矢
島 
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山
口 

元
彦 

 
 

横
沢 

宮
島 

光
男 

 
 

横
尾 

川
上 

秀
盛 

 
 

菅
平 

― 

同
伴 

― 

川
上 
今
朝
信 

 

 

― 

傍
陽
（
４
名
）
― 

金
子 

誠 
 
 
 

田
中 

関 
 

弘
吉 

 
 

中
組 

深
町 

共
榮 

 
 

田
中
・
山
岸 

八
木 

五
郎 

 
 

中
横
道 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
30
日
、
入
稿

同
年
12
月
19
日 

 

各
部
の
活
動
報
告 

(1) 

第
35
回
総
会 

懇
親
会
の
反
省
会 

企 

画 

事
務
局 

日 

時 

総
会
懇
親
会
の
閉
会
後 

15：

10
～
17
時 

 

場 

所 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
鳳
凰
の
間 

出
席
者 

会
長
ほ
か
15
名
お
よ
び 

佐
々
木
裕
三
様 

主 

題 

今
後
に
つ
い
て
意
見
交
換 

 
[

総
会
概
況] 

二
十
一
名
の
出
席
予
定
の
う
ち
欠
席

し
た
会
員
は
四
名
で
し
た
。 

深
町
副
会
長
か
ら
、
上
田
会
と
の
連

携
を
太
く
し
て
本
会
の
運
営
を
継
続
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

佐
々
木
裕
三
氏
を
ま
じ
え
て
の
円
卓

で
は
、
深
町
様
の
農
園
か
ら
林
檎
券
二

つ
の
ご
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
は
理
事
を
除
く
会
員
14
名

を
対
象
と
し
て
柴
田
副
会
長
が
抽
選
し

当
選
し
た
二
名
を
讃
え
ま
し
た
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
30
日
、
入
稿

同
年
12
月
19
日 

(2) 

み
ち
の
く
び
と
と
の 

ひ
と
と
き 

企 

画 

事
務
局 

日 

時 

2022
年
10
月
30
日 

17
時
～
19
時 

場 

所 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
二
階 

フ
ォ
ッ
セ 

出
席
者 

会
長
ほ
か
12
名 

佐
々
木
裕
三
様 

 

遠
来
の
佐
々
木
様
を
囲
み
本
日
の
ご

出
席
と
講
演
に
対
し
て
会
員
皆
様
が
ね

ぎ
ら
い
の
席
を
過
し
ま
し
た
。 

 

今
朝
、
佐
々
木
氏
は
３
時
半
に
起
、
ご

は
ん
お
に
ぎ
り
造
り
、
４
時
に
コ
ー
ヒ

ー
、
５
時
に
は
秋
田
駅
を
出
立
さ
れ
た

と
の
こ
と
、
宿
泊
は
浅
草
の
ホ
テ
ル
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
初
顔
合
わ
せ
で
あ

っ
た
が
旧
知
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。 

 

こ
の
会
員
談
義
を
解
散
し
た
あ
と
、

同
喫
茶
で
さ
ら
に
佐
々
木
氏
と
一
之
瀬

は
チ
ビ
チ
ビ
や
り
な
が
ら
氏
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
東
北
を
、
さ
な
だ
を
、
健
康
を

気
遣
う
話
に
な
り
ま
し
た
。「
道
中
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
」
と
市
ヶ
谷
駅
で
別

れ
し
た
の
は
21
時
で
し
た
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
30
日
、
入
稿

同
年
12
月
19
日 

 
 

第
35
回
定
期
総
会
に 

参
加
し
て 

 

佐
々
木 

裕
三 

 
 

（
秋
田
県
由
利
本
荘
市
） 

         
 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
三
年
間
、
総
会
が

開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
残
念
と

思
う
よ
り
い
た
し
か
た
な
か
っ
た
。
日

本
ダ
ボ
ス
に
「
御
田
の
方
」
に
つ
い
て
書

い
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
東
京
真
田
町

の
会
の
皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
寂
し
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

六
月
頃
に
「
し
ら
か
ば
通
信
」
を
い
た

だ
き
、
定
期
総
会
の
開
催
を
確
認
し
、
心

躍
る
思
い
で
い
ま
し
た
。
総
会
の
席
上

へ
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
る
べ

き
か
苦
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
知
人
か

ら
「
自
宅
に
残
る
文
書
を
も
と
に
、
真
田

幸
村
に
関
す
る
本
を
自
費
出
版
し
て
い

ま
す
」」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
秋
田
県
大

館
市
一
心
院
に
在
る
真
田
幸
村
の
墓
の

物
語
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
大
館

市
か
ら
青
森
県
弘
前
市
に
か
け
て
、
大

阪
の
陣
に
関
わ
る
豊
臣
方
の
武
将
達
の

伝
説
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
大
阪
城
よ

り
生
き
た
ま
ま
姿
を
消
し
た
「
明
石
掃

部
全
登
」
や
石
田
光
成
の
墓
が
秋
田
市

帰
命
寺
に
あ
る
話
、
小
西
行
長
が
秋
田

県
六
郷
町
に
生
存
し
、
小
西
家
が
現
在

も
存
続
し
て
い
る
話
な
ど
伝
説
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

一
心
院
に
の
こ
る 

真
田
幸
村
の
伝
説 

真
田
幸
村
と
長
男
・
大
助
幸
昌
は
内
大

臣
「
秀
頼
」
様
を
つ
れ
て
、
大
阪
城
か
ら

鹿
児
島
県
島
津
家
に
逃
れ
た
。
そ
の
後

「
秀
頼
様
」
は
体
調
が
悪
く
、
他
界
し
た

た
め
、
島
津
家
に
世
話
に
な
る
理
由
も

な
く
、
九
州
を
は
な
れ
奥
州
南
部
へ
入

っ
た
。
そ
し
て
、
恐
山
よ
り
津
軽
の
城
下

へ
向
か
う
の
だ
が
、
掟
ケ
関
で
足
を
と

め
た
時
、
矢
立
峠
を
越
え
出
羽
秋
田
に

入
り
鳳
凰
院
の
麓
に
家
を
立
て
閉
居
す

る
。
百
姓
を
や
り
な
が
ら
真
田
紐
を
つ

く
り
生
計
を
立
て
た
。
一
時
隠
遁
の
身

で
あ
り
な
が
ら
、
高
野
山
蓮
華
定
院
に

参
拝
し
、
九
度
山
で
も
閉
居
す
る
。
そ
の

後
、
大
舘
鳳
凰
山
麓
に
も
ど
り
、
信
濃
屋

と
い
う
酒
屋
を
は
じ
め
た
と
伝
わ
る
。

徳
川
家
か
ら
逃
亡
の
身
で
あ
る
幸
村
親

子
は
尾
田
藩
に
嫁
い
だ
「
御
田
の
方
」
を

た
よ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
二
万
石
の
城

下
で
は
身
を
隠
す
に
は
小
さ
す
ぎ
る
と

考
え
、
大
舘
に
居
を
構
え
た
。 
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幸
村
は
、
寛
永
十
八
年
十
二
月
十
五

日
、
七
十
六
才
で
没
し
、
浄
土
宗
一
心
院

に
葬
ら
れ
た
（
墓
は
現
存
、
過
去
帳
―
一

ヨ
浄
通
道
円
清
居
士
）。
嫡
男
大
助
幸
昌

は
、
信
濃
屋
市
兵
衛
を
名
乗
り
、
幸
村
没

後
二
十
三
回
忌
を
蓮
華
定
院
で
行
い
、

元
禄
四
年
正
月
二
十
四
日
、
八
十
九
歳

で
没
し
て
い
る
。 

八
代
目
信
濃
屋
伊
三
郎
は
、
天
保
四

年
の
凶
作
の
年
に
、
久
保
田
藩
へ
金
銀

を
寄
付
し
、
名
字
帯
刀
の
免
許
を
も
ら

う
。
そ
し
て
「
飯
田
」
の
姓
を
賜
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
酒
屋
を
営
ん
で
い
た
の

で
元
に
な
る
「
飯
」
と
眞
田
の
「
田
」
を

つ
け
て
名
乗
っ
た
と
口
述
さ
れ
る
。「
飯

田
長
左
エ
門
」
と
な
っ
た
と
口
伝
さ
れ

て
い
る
。
真
田
幸
村
生
存
説
の
ひ
と
コ

マ
で
あ
り
ま
す
。 

大
坂
七
名
将
の
一
人
キ
リ
シ
タ
ン 

武
将
明
石
掃
部
全
登(

守
重)

の
事 

 

大
坂
の
陣
で
活
躍
し
た
豊
臣
方
の
武

将
で
、
大
坂
で
没
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

消
息
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
伊
達

政
宗
に
庇
護
さ
れ
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン

詮
議
が
厳
し
く
な
り
津
軽
へ
移
っ
た
。 

 

津
軽
信
枚
の
保
護
を
受
け
、
弘
前
城

内
に
匿
わ
れ
た
が
、
津
軽
藩
家
老
よ
り
、

持
っ
て
い
る
刃
を
ゆ
ず
る
よ
う
に
言
わ

れ
、
明
石
全
登
は
、
伝
来
の
刃
を
ゆ
ず
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
こ
と
わ
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
恨
ん
だ
家
老
は
全
登
を
毒
殺

し
て
し
ま
う
。
こ
の
状
況
を
知
っ
た
明

石
の
子
供
達
三
人
は
、
津
軽
藩
を
出
て
、

比
内
町
扇
田
（
現
在
の
大
館
市
）
に
定
住

し
た
。
扇
田
明
石
家
は
明
石
掃
部
全
登

の
子
孫
と
し
て
今
も
息
づ
い
て
い
る
。 

 

由
利
本
荘
市
は
一
市
七
町
が
合
併
し

て
で
き
た
自
治
体
で
あ
り
ま
す
が
、
江

戸
時
代
は
三
つ
の
藩
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
た
地
域
で
す
。
そ
の
三
つ
の
藩
は
、
来

年
、
岩
城
、
六
郷
、
打
越
（
う
て
つ
）
氏

入
部
四
百
年
と
な
り
記
念
す
べ
き
時
を

む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
催

企
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
祈
念
式
典
を
行

う
の
で
は
な
く
、
三
つ
ま
と
め
で
式
典

を
、
行
事
を
や
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

概
要
は
今
後
に
待
つ
と
し
て
、
真
田
関

係
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
由
利
本
荘

市
へ
来
て
、
み
ち
の
く
真
田
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
亀

田
藩
の
場
合
、
御
田
の
方
の
存
在
が
亀

田
城
下
町
の
人
々
に
与
え
た
、
文
化
や

伝
統
が
少
な
か
ら
ず
生
き
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
歴
史
を
語
り
つ
ぐ
こ
と
も
、

地
域
社
会
の
自
慢
で
も
あ
り
大
い
な
る

誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
亀
田
に
の
こ
る

生
活
文
化
を
世
に
知
ら
せ
た
い
し
、
他

の
地
域
の
人
々
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
住
人
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
、

ど
う
や
っ
て
伝
統
を
伝
え
、
守
っ
て
ゆ

く
か
悩
み
も
あ
り
ま
す
が
な
か
な
か
良

し
と
言
う
答
え
は
み
つ
か
ら
な
い
。 

現
在
、
私
の
参
加
し
て
い
る
会
は
四

つ
程
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
に
つ
い
て

会
員
の
減
少
や
若
手
が
入
会
し
な
い
状

況
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
地
方
に
お
け
る
社
会
的
な

傾
向
と
考
え
ま
す
が
、
受
け
入
れ
て
ゆ

く
よ
り
方
法
が
な
い
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

ひ
と
つ
の
会
が
無
く
な
れ
ば
、
必
要
と

思
う
人
た
ち
が
新
し
く
会
を
組
織
す
る

も
の
と
思
い
ま
す
。 

「
自
然
（
じ
ね
ん
）」
と
い
う
「
成
る

が
ま
ま
に
成
る
」
と
言
う
こ
と
で
す
が
、

決
し
て
悪
い
方
向
性
に
は
な
ら
な
い
と

信
じ
ま
す
。 

入
部
四
百
年
記
念
祭
も
、「
自
然
（
じ

ね
ん
）」
の
気
持
ち
で
、
ひ
と
り
の
市
民

と
し
て
対
応
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。 

 

こ
の
度
、
第
35
回
定
期
総
会
に
参
加

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
は
ぜ
ひ
由

利
本
荘
市
へ
来
市
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

了 

[

後
記]

 

前
略 

遅
く
な
り
ま
し
た
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
十
一
月
に
入
り

何
だ
か
ん
だ
で
毎
日
出
ず
っ
ぱ
り
の
状

態
で
あ
り
ま
す
。 

 

原
稿
素
の
ま
ま
送
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

令
和
四
年
十
一
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

草
々 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
30
日
、
入
稿

同
年
11
月
15
日 

 

三
井
芳
郎
さ
ん
の
こ
と 

 

顧
問 

山
口 

元
彦
（
横
沢
） 

 

当
会
第
二
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
三 
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山
口 

元
彦 

 
 

横
沢 

宮
島 

光
男 

 
 

横
尾 

川
上 

秀
盛 

 
 

菅
平 

― 

同
伴 

― 

川
上 

今
朝
信 

 

 

― 

傍
陽
（
４
名
）
― 

金
子 

誠 
 
 
 

田
中 

関 
 

弘
吉 

 
 

中
組 

深
町 

共
榮 

 
 

田
中
・
山
岸 

八
木 

五
郎 

 
 

中
横
道 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
30
日
、
入
稿

同
年
12
月
19
日 

 

各
部
の
活
動
報
告 

(1) 

第
35
回
総
会 

懇
親
会
の
反
省
会 

企 

画 

事
務
局 

日 

時 

総
会
懇
親
会
の
閉
会
後 

15：

10
～
17
時 

 

場 

所 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
鳳
凰
の
間 

出
席
者 

会
長
ほ
か
15
名
お
よ
び 

佐
々
木
裕
三
様 

主 

題 

今
後
に
つ
い
て
意
見
交
換 

 
[

総
会
概
況] 

二
十
一
名
の
出
席
予
定
の
う
ち
欠
席

し
た
会
員
は
四
名
で
し
た
。 

深
町
副
会
長
か
ら
、
上
田
会
と
の
連

携
を
太
く
し
て
本
会
の
運
営
を
継
続
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

佐
々
木
裕
三
氏
を
ま
じ
え
て
の
円
卓

で
は
、
深
町
様
の
農
園
か
ら
林
檎
券
二

つ
の
ご
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
は
理
事
を
除
く
会
員
14
名

を
対
象
と
し
て
柴
田
副
会
長
が
抽
選
し

当
選
し
た
二
名
を
讃
え
ま
し
た
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
30
日
、
入
稿

同
年
12
月
19
日 

(2) 

み
ち
の
く
び
と
と
の 

ひ
と
と
き 

企 

画 

事
務
局 

日 

時 

2022
年
10
月
30
日 

17
時
～
19
時 

場 

所 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
二
階 

フ
ォ
ッ
セ 

出
席
者 

会
長
ほ
か
12
名 

佐
々
木
裕
三
様 

 

遠
来
の
佐
々
木
様
を
囲
み
本
日
の
ご

出
席
と
講
演
に
対
し
て
会
員
皆
様
が
ね

ぎ
ら
い
の
席
を
過
し
ま
し
た
。 

 

今
朝
、
佐
々
木
氏
は
３
時
半
に
起
、
ご

は
ん
お
に
ぎ
り
造
り
、
４
時
に
コ
ー
ヒ

ー
、
５
時
に
は
秋
田
駅
を
出
立
さ
れ
た

と
の
こ
と
、
宿
泊
は
浅
草
の
ホ
テ
ル
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
初
顔
合
わ
せ
で
あ

っ
た
が
旧
知
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。 

 

こ
の
会
員
談
義
を
解
散
し
た
あ
と
、

同
喫
茶
で
さ
ら
に
佐
々
木
氏
と
一
之
瀬

は
チ
ビ
チ
ビ
や
り
な
が
ら
氏
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
東
北
を
、
さ
な
だ
を
、
健
康
を

気
遣
う
話
に
な
り
ま
し
た
。「
道
中
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
」
と
市
ヶ
谷
駅
で
別

れ
し
た
の
は
21
時
で
し
た
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
30
日
、
入
稿

同
年
12
月
19
日 

 
 

第
35
回
定
期
総
会
に 

参
加
し
て 

 

佐
々
木 

裕
三 

 
 

（
秋
田
県
由
利
本
荘
市
） 

         
 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
三
年
間
、
総
会
が

開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
残
念
と

思
う
よ
り
い
た
し
か
た
な
か
っ
た
。
日

本
ダ
ボ
ス
に
「
御
田
の
方
」
に
つ
い
て
書

い
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
東
京
真
田
町

の
会
の
皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
寂
し
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

六
月
頃
に
「
し
ら
か
ば
通
信
」
を
い
た

だ
き
、
定
期
総
会
の
開
催
を
確
認
し
、
心

躍
る
思
い
で
い
ま
し
た
。
総
会
の
席
上

へ
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
る
べ

き
か
苦
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
知
人
か

ら
「
自
宅
に
残
る
文
書
を
も
と
に
、
真
田

幸
村
に
関
す
る
本
を
自
費
出
版
し
て
い

ま
す
」」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
秋
田
県
大

館
市
一
心
院
に
在
る
真
田
幸
村
の
墓
の

物
語
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
大
館

市
か
ら
青
森
県
弘
前
市
に
か
け
て
、
大

阪
の
陣
に
関
わ
る
豊
臣
方
の
武
将
達
の

伝
説
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
大
阪
城
よ

り
生
き
た
ま
ま
姿
を
消
し
た
「
明
石
掃

部
全
登
」
や
石
田
光
成
の
墓
が
秋
田
市

帰
命
寺
に
あ
る
話
、
小
西
行
長
が
秋
田

県
六
郷
町
に
生
存
し
、
小
西
家
が
現
在

も
存
続
し
て
い
る
話
な
ど
伝
説
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

一
心
院
に
の
こ
る 

真
田
幸
村
の
伝
説 

真
田
幸
村
と
長
男
・
大
助
幸
昌
は
内
大

臣
「
秀
頼
」
様
を
つ
れ
て
、
大
阪
城
か
ら

鹿
児
島
県
島
津
家
に
逃
れ
た
。
そ
の
後

「
秀
頼
様
」
は
体
調
が
悪
く
、
他
界
し
た

た
め
、
島
津
家
に
世
話
に
な
る
理
由
も

な
く
、
九
州
を
は
な
れ
奥
州
南
部
へ
入

っ
た
。
そ
し
て
、
恐
山
よ
り
津
軽
の
城
下

へ
向
か
う
の
だ
が
、
掟
ケ
関
で
足
を
と

め
た
時
、
矢
立
峠
を
越
え
出
羽
秋
田
に

入
り
鳳
凰
院
の
麓
に
家
を
立
て
閉
居
す

る
。
百
姓
を
や
り
な
が
ら
真
田
紐
を
つ

く
り
生
計
を
立
て
た
。
一
時
隠
遁
の
身

で
あ
り
な
が
ら
、
高
野
山
蓮
華
定
院
に

参
拝
し
、
九
度
山
で
も
閉
居
す
る
。
そ
の

後
、
大
舘
鳳
凰
山
麓
に
も
ど
り
、
信
濃
屋

と
い
う
酒
屋
を
は
じ
め
た
と
伝
わ
る
。

徳
川
家
か
ら
逃
亡
の
身
で
あ
る
幸
村
親

子
は
尾
田
藩
に
嫁
い
だ
「
御
田
の
方
」
を

た
よ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
二
万
石
の
城

下
で
は
身
を
隠
す
に
は
小
さ
す
ぎ
る
と

考
え
、
大
舘
に
居
を
構
え
た
。 
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幸
村
は
、
寛
永
十
八
年
十
二
月
十
五

日
、
七
十
六
才
で
没
し
、
浄
土
宗
一
心
院

に
葬
ら
れ
た
（
墓
は
現
存
、
過
去
帳
―
一

ヨ
浄
通
道
円
清
居
士
）。
嫡
男
大
助
幸
昌

は
、
信
濃
屋
市
兵
衛
を
名
乗
り
、
幸
村
没

後
二
十
三
回
忌
を
蓮
華
定
院
で
行
い
、

元
禄
四
年
正
月
二
十
四
日
、
八
十
九
歳

で
没
し
て
い
る
。 

八
代
目
信
濃
屋
伊
三
郎
は
、
天
保
四

年
の
凶
作
の
年
に
、
久
保
田
藩
へ
金
銀

を
寄
付
し
、
名
字
帯
刀
の
免
許
を
も
ら

う
。
そ
し
て
「
飯
田
」
の
姓
を
賜
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
酒
屋
を
営
ん
で
い
た
の

で
元
に
な
る
「
飯
」
と
眞
田
の
「
田
」
を

つ
け
て
名
乗
っ
た
と
口
述
さ
れ
る
。「
飯

田
長
左
エ
門
」
と
な
っ
た
と
口
伝
さ
れ

て
い
る
。
真
田
幸
村
生
存
説
の
ひ
と
コ

マ
で
あ
り
ま
す
。 

大
坂
七
名
将
の
一
人
キ
リ
シ
タ
ン 

武
将
明
石
掃
部
全
登(

守
重)

の
事 

 

大
坂
の
陣
で
活
躍
し
た
豊
臣
方
の
武

将
で
、
大
坂
で
没
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

消
息
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
伊
達

政
宗
に
庇
護
さ
れ
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン

詮
議
が
厳
し
く
な
り
津
軽
へ
移
っ
た
。 

 

津
軽
信
枚
の
保
護
を
受
け
、
弘
前
城

内
に
匿
わ
れ
た
が
、
津
軽
藩
家
老
よ
り
、

持
っ
て
い
る
刃
を
ゆ
ず
る
よ
う
に
言
わ

れ
、
明
石
全
登
は
、
伝
来
の
刃
を
ゆ
ず
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
こ
と
わ
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
恨
ん
だ
家
老
は
全
登
を
毒
殺

し
て
し
ま
う
。
こ
の
状
況
を
知
っ
た
明

石
の
子
供
達
三
人
は
、
津
軽
藩
を
出
て
、

比
内
町
扇
田
（
現
在
の
大
館
市
）
に
定
住

し
た
。
扇
田
明
石
家
は
明
石
掃
部
全
登

の
子
孫
と
し
て
今
も
息
づ
い
て
い
る
。 

 

由
利
本
荘
市
は
一
市
七
町
が
合
併
し

て
で
き
た
自
治
体
で
あ
り
ま
す
が
、
江

戸
時
代
は
三
つ
の
藩
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
た
地
域
で
す
。
そ
の
三
つ
の
藩
は
、
来

年
、
岩
城
、
六
郷
、
打
越
（
う
て
つ
）
氏

入
部
四
百
年
と
な
り
記
念
す
べ
き
時
を

む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
催

企
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
祈
念
式
典
を
行

う
の
で
は
な
く
、
三
つ
ま
と
め
で
式
典

を
、
行
事
を
や
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

概
要
は
今
後
に
待
つ
と
し
て
、
真
田
関

係
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
由
利
本
荘

市
へ
来
て
、
み
ち
の
く
真
田
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
亀

田
藩
の
場
合
、
御
田
の
方
の
存
在
が
亀

田
城
下
町
の
人
々
に
与
え
た
、
文
化
や

伝
統
が
少
な
か
ら
ず
生
き
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
歴
史
を
語
り
つ
ぐ
こ
と
も
、

地
域
社
会
の
自
慢
で
も
あ
り
大
い
な
る

誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
亀
田
に
の
こ
る

生
活
文
化
を
世
に
知
ら
せ
た
い
し
、
他

の
地
域
の
人
々
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
住
人
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
、

ど
う
や
っ
て
伝
統
を
伝
え
、
守
っ
て
ゆ

く
か
悩
み
も
あ
り
ま
す
が
な
か
な
か
良

し
と
言
う
答
え
は
み
つ
か
ら
な
い
。 

現
在
、
私
の
参
加
し
て
い
る
会
は
四

つ
程
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
に
つ
い
て

会
員
の
減
少
や
若
手
が
入
会
し
な
い
状

況
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
地
方
に
お
け
る
社
会
的
な

傾
向
と
考
え
ま
す
が
、
受
け
入
れ
て
ゆ

く
よ
り
方
法
が
な
い
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

ひ
と
つ
の
会
が
無
く
な
れ
ば
、
必
要
と

思
う
人
た
ち
が
新
し
く
会
を
組
織
す
る

も
の
と
思
い
ま
す
。 

「
自
然
（
じ
ね
ん
）」
と
い
う
「
成
る

が
ま
ま
に
成
る
」
と
言
う
こ
と
で
す
が
、

決
し
て
悪
い
方
向
性
に
は
な
ら
な
い
と

信
じ
ま
す
。 

入
部
四
百
年
記
念
祭
も
、「
自
然
（
じ

ね
ん
）」
の
気
持
ち
で
、
ひ
と
り
の
市
民

と
し
て
対
応
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。 

 

こ
の
度
、
第
35
回
定
期
総
会
に
参
加

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

東
京
真
田
町
の
会
の
皆
様
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
は
ぜ
ひ
由

利
本
荘
市
へ
来
市
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

了 

[

後
記]

 

前
略 

遅
く
な
り
ま
し
た
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
十
一
月
に
入
り

何
だ
か
ん
だ
で
毎
日
出
ず
っ
ぱ
り
の
状

態
で
あ
り
ま
す
。 

 

原
稿
素
の
ま
ま
送
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

令
和
四
年
十
一
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

草
々 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
30
日
、
入
稿

同
年
11
月
15
日 

 

三
井
芳
郎
さ
ん
の
こ
と 

 

顧
問 
山
口 

元
彦
（
横
沢
） 

 

当
会
第
二
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
三 

 

《広告欄》

山口法律事務所 誠実に、確実に、そして親切に

弁護士  山 口　元 彦
不動産に関する問題　相続問題
金銭問題　交通事故　
刑事事件・少年事件　その他

取扱い事件

〒184-0012　東京都小金井市中町 2－19－6
TEL 042-407-2551 　　  FAX 042-407-2551
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井
芳
郎
さ
ん
が
、
令
和
四
年
一
月
三
十

一
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
二
歳

で
し
た
。
ご
家
族
に
と
っ
て
大
変
な
悲

し
み
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
当
会
と

し
て
も
か
け
が
え
の
な
い
お
方
を
失
い
、

誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

三
井
さ
ん
は
、
当
会
の
創
立
と
同
時

に
会
計
理
事
に
就
任
さ
れ
、
平
成
十
年

十
月
に
第
二
代
会
長
に
選
任
さ
れ
て
、

平
成
十
四
年
六
月
ま
で
務
め
ら
れ
ま
し

た
。 会

長
就
任
前
は
、
肩
書
は
会
計
理
事

で
あ
っ
て
も
、
会
計
だ
け
で
な
く
、
当
時

の
清
水
清
晴
副
会
長
と
二
人
で
、
真
田

町
当
局
と
の
連
絡
調
整
、
機
関
誌
の
編

集
発
行
そ
の
他
会
に
必
要
な
事
務
全
般

を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
三
井
さ
ん

が
会
長
に
な
ら
れ
る
と
同
時
に
私
が
事

務
局
担
当
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
井
さ

ん
は
私
に
、
事
務
局
と
し
て
や
る
べ
き

事
柄
の
一
つ
一
つ
を
手
ほ
ど
き
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
私
も
以
後

十
二
年
間
に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
遺
漏
な
く

事
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

三
井
さ
ん
は
、
会
長
ご
就
任
と
同
時

に
、
会
長
の
任
期
に
つ
き
「
二
期
四
年
ま

で
」
と
す
る
慣
例
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
の
防
止
、
人
材
の

育
成
等
を
念
頭
に
置
か
れ
た
も
の
で
し

た
。
そ
の
方
針
は
、
第
二
代
三
井
さ
ん
、

第
三
代
塩
沢
和
政
さ
ん
、
第
四
代
中
島

正
江
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
実
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
第
五
代
の
私
の
時
に
は
な
か

な
か
後
継
し
て
下
さ
る
方
が
確
保
で
き

ず
、
結
局
八
年
間
も
続
け
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
、
三
井
さ
ん
に
合
わ
せ
る

顔
が
な
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
三
井
会
長
の
時
代
に
、
会
計
、

機
関
誌
編
集
、
事
務
局
、
リ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
諸
会
務
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に

分
担
す
る
体
制
が
作
ら
れ
、
そ
の
後
の

骨
格
が
で
き
ま
し
た
。 

三
井
さ
ん
は
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
し

て
お
ら
れ
、
理
事
会
な
ど
で
の
発
言
も

と
て
も
穏
や
か
で
、
私
ど
も
後
進
の
者

を
ふ
ん
わ
り
と
包
み
込
ん
で
導
い
て
く

だ
さ
る
感
じ
で
し
た
。 

日
本
ダ
ボ
ス
の
発
送
作
業
を
ご
自
宅

で
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

奥
様
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

三
井
さ
ん
は
、
平
成
十
五
年
に
、
故
郷

真
田
町
大
庭
の
旧
宅
を
新
し
く
建
て
な

お
さ
れ
て
移
住
な
さ
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
も
毎
年
の
総
会
や
ふ
る
さ
と
訪
問

旅
行
な
ど
に
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
真
田
ま
つ
り
の
際
に
、
中
島

正
江
さ
ん
や
鈴
木
邦
子
さ
ん
と
一
緒
に

大
庭
の
お
宅
に
泊
め
て
い
た
だ
き
、
楽

し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。 

三
井
さ
ん
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休

み
く
だ
さ
い
。
で
も
、
ど
う
か
、
天
上
か

ら
東
京
真
田
町
の
会
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
２
月
８
日
、
入
稿

同
年
11
月
20
日 

 

三
井
さ
ん
と
の
思
い
出 

顧
問 

中
島 

正
江
（
戸
沢
・
関
谷
） 

私
が
三
井
さ
ん
と
お
話
を
し
始
め
た

の
は
真
田
町
会
の
役
員
に
な
る
こ
と
に

な
り
、
会
報
を
送
る
作
業
を
三
井
家
で

や
る
こ
と
に
な
っ
た
時
か
ら
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
小
田
急
線
の
千
歳
船
橋
に

お
住
い
で
し
た
か
ら
、
こ
の
時
に
た
ず

ね
た
の
が
最
初
で
し
た
。 

 

そ
の
後
は
真
田
町
の
お
ま
つ
り
が
あ

る
時
、
小
夜
子
さ
ん
山
口
さ
ん
と
参
加

し
て
、
そ
ん
な
夜
は
真
田
町
の
三
井
家

で
宿
泊
さ
せ
て
頂
き
、
暖
か
い
お
ふ
と

ん
に
く
る
ま
り
、
お
泊
り
さ
せ
て
頂
き
、

朝
は
、
三
井
さ
ん
が
パ
ン
を
用
意
し
て

下
さ
り
、「
コ
ー
ヒ
ー
か
紅
茶
が
い
い
で

す
か
」
と
お
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
り
、
お

い
し
く
頂
き
、
今
で
も
コ
ー
ヒ
ー
等
を

の
む
時
に
は
思
い
だ
し
て
お
り
、
と
て

も
や
さ
し
い
お
父
様
で
し
た
。 

 

前
の
お
庭
に
も
色
々
な
お
花
が
咲
き
、

畑
に
は
、
お
い
し
い
野
菜
等
が
あ
り
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
も
自
分
で
取
っ
て
来
て
食
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

い
ま
、
わ
た
し
が
真
っ
先
に
思
い
だ

す
の
は
、
三
井
様
が
回
想
で
語
ら
れ
た

次
の
よ
う
な
状
況
の
こ
と
で
す
。 

＝
お
兄
様
が
た
が
戦
争
に
行
く
時
、
い

っ
た
ん
家
で
皆
と
寝
食
を
共
に
し

て
・
・「
行
っ
て
来
ま
す
…
」
と
残
し

て
発
っ
た
…
＝
こ
と
。
そ
し
て
＝
お
仲 
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間
の
人
た
ち
も
戦
争
に
行
き
、
命
を
落

と
し
た
時
の
事
…
＝
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
＝
自
分
達
は
、
満
州
の
引
き
揚
げ

で
苦
労
し
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た
事
な

ど
…
＝
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
こ
れ
ら

を
思
い
だ
す
た
び
に
ジ
ー
ン
と
涙
が
出

て
き
ま
す
。 

 

真
田
町
会
の
時
や
真
田
ま
つ
り
の
時

に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
、
今
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

旅
行
の
折
り
に
お
寄
り
し
た
時
、
お

留
守
で
し
た
が
、
お
庭
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
断
り
な
し
に
取
っ
て
食
べ
た
こ
と
、

ロ
ゴ
ス
キ
ー
の
お
姉
さ
ま
は
、「
お
こ
ら

れ
な
い
の
」
、
と
云
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
大
丈
夫
よ
！
い
っ
ぱ
い
な
っ
て
い
る

も
の
…
」
と
私
…
、
採
っ
て
食
べ
た
こ
と

を
三
井
さ
ん
に
お
話
し
し
た
ら
、
笑
っ

て
「
い
く
ら
で
も
た
べ
て
い
い
よ
」、
と

本
当
に
や
さ
し
い
お
顔
で
云
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
…
。
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。 

突
然
の
逝
去
と
の
事
に
と
っ
て
も
悲

し
い
で
す
が
、
沢
山
お
会
い
出
来
た
事

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

今
、
私
は
、
月
一
回
お
礼
の
つ
も
り
で

お
花
を
送
り
、
終
れ
ば
お
庭
に
植
え
て

お
け
ば
、
ま
た
お
花
が
咲
い
て
く
る
の

で
、
と
三
井
マ
マ
に
お
話
し
し
て
お
り

ま
す
。
と
て
も
お
元
気
で
、「
中
島
さ
ん
」

っ
て
、
電
話
で
大
き
な
声
で
お
話
を
す 

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
い
つ
か
又
お
会

い
出
来
る
事
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

よ
。
三
井
マ
マ
、
元
気
で
ね
。
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
の
で
ね
。 

令
和
四
年
十
二
月
五
日 

中
島
正
江 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
２
月
８
日
、
入
稿

同
年
12
月
５
日 

 

三
井
前
顧
問
と
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 

鈴
木
邦
子
（
横
尾
） 

 

歳
を
重
ね
る
ご
と
に
悲
し
い
別
れ
が

突
然
訪
れ
ま
す
。
お
元
気
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
だ
け
に
、

三
井
様
の
訃
報
を
知
り
大
層
驚
き
ま
し 

た
。 思

い
お
こ
せ
ば
三
井
様
と
は
「
東
京

真
田
町
の
会
」
で
初
め
て
お
会
い
し
ま

し
た
。
平
成
十
年
第
十
一
回
総
会
の
際

で
し
た
が
会
長
で
お
ら
れ
た
小
林
様
が

退
任
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。 

後
任
と
し
て
全
員
の
賛
同
を
得
ら
れ

三
井
様
が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
新
た

に
発
足
致
し
ま
し
た
。
私
も
同
じ
年
で

し
た
が
初
め
て
理
事
と
し
て
承
認
頂
き

微
力
な
が
ら
お
受
け
す
る
こ
と
に
成
り

ま
し
た
。
三
井
会
長
は
い
つ
も
優
し
く

ご
指
導
く
だ
さ
り
多
く
を
学
ば
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
六
年
間
で
し
た
が

会
長
の
下
で
何
と
か
努
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
が
突
然
会
長
を
退
任
さ
れ

る
と
の
事
に
成
り
ま
し
た
。
永
年
の
会

社
経
営
等
の
重
責
か
ら
も
解
放
さ
れ
、

故
郷
へ
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
る
と
の
事
で
一

抹
の
寂
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
東
京

真
田
町
の
会
」
に
は
顧
問
と
し
て
携
わ

っ
て
く
だ
さ
る
事
で
す
の
で
、
三
井
様

が
傍
陽
の
新
居
で
悠
々
自
適
の
生
活
を

お
楽
し
み
に
成
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
の

で
、
感
謝
し
な
が
ら
寧
ろ
お
祝
い
す
る

気
持
ち
で
お
別
れ
す
る
こ
と
に
成
り
ま

し
た
。 

三
井
様
が
転
居
さ
れ
て
か
ら
の
ち
理

事
の
皆
さ
ん
と
、
真
田
町
へ
行
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
帰
り
で
す
が
何

人
か
で
、
突
然
で
し
た
が
、
お
邪
魔
さ
せ

て
い
た
だ
き
奥
様
に
も
歓
迎
し
て
頂
き

大
層
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

で
す
が
美
味
し
い
甘
く
漬
け
た
梅
干
し

を
ご
馳
走
に
成
り
ま
し
て
、
つ
け
方
を

教
え
て
頂
き
、
奥
様
が
レ
シ
ピ
を
コ
ピ

ー
し
て
下
さ
る
所
を
ニ
コ
ニ
コ
し
て
見

て
お
ら
れ
た
姿
を
微
笑
ま
し
く
お
も
い

み
て
い
た
事
を
お
も
い
だ
し
ま
す
。 

三
井
様
は
書
道
家
と
し
て
も
ご
活
躍 

さ
れ
て
お
り
、
至
る
と
こ
ろ
で
の
書
家 

               

展
に
出
品
さ
れ
、
時
々
招
待
し
て
頂
き 

良
い
お
手
本
と
な
り
勉
強
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
時
は
、
な
か
な
か

馴
染
み
の
な
い
憲
政
記
念
会
館
で
の

「
井
出
一
太
郎
先
生
の
七
回
忌
」
の
記

念
講
演
会
等
に
も
誘
っ
て
頂
い
た
こ
と

な
ど
も
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
お
世
話
に
な
っ
た
事
も
沢

山
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

思
い
出
す
と
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、

特
に
印
象
深
か
く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

い
つ
も
優
し
い
笑
顔
と
時
に
は
下
戸
で

も
お
ら
れ
た
三
井
様
が
豪
快
に
大
き
な

口
を
開
け
て
の
け
反
っ
て
笑
わ
れ
て
お 

ら
れ
た
姿
を
お
も
い
だ
し
ま
す
。
三
井 

 

       

 
 

 
三井様の書の脇で孫と記念撮影 
（新宿三井ビル） 

 
三井様の書の脇で孫と記念撮影 
（新宿三井ビル） 

《広告欄》

塩　沢　和　政

東 京 真 田 町 の 会

顧　問
（大日向出身）

〒276-0046  千葉県八千代市大和田新田 1074-37
☎ 047-450-3348
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井
芳
郎
さ
ん
が
、
令
和
四
年
一
月
三
十

一
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
二
歳

で
し
た
。
ご
家
族
に
と
っ
て
大
変
な
悲

し
み
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
当
会
と

し
て
も
か
け
が
え
の
な
い
お
方
を
失
い
、

誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

三
井
さ
ん
は
、
当
会
の
創
立
と
同
時

に
会
計
理
事
に
就
任
さ
れ
、
平
成
十
年

十
月
に
第
二
代
会
長
に
選
任
さ
れ
て
、

平
成
十
四
年
六
月
ま
で
務
め
ら
れ
ま
し

た
。 会

長
就
任
前
は
、
肩
書
は
会
計
理
事

で
あ
っ
て
も
、
会
計
だ
け
で
な
く
、
当
時

の
清
水
清
晴
副
会
長
と
二
人
で
、
真
田

町
当
局
と
の
連
絡
調
整
、
機
関
誌
の
編

集
発
行
そ
の
他
会
に
必
要
な
事
務
全
般

を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
三
井
さ
ん

が
会
長
に
な
ら
れ
る
と
同
時
に
私
が
事

務
局
担
当
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
井
さ

ん
は
私
に
、
事
務
局
と
し
て
や
る
べ
き

事
柄
の
一
つ
一
つ
を
手
ほ
ど
き
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
私
も
以
後

十
二
年
間
に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
遺
漏
な
く

事
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

三
井
さ
ん
は
、
会
長
ご
就
任
と
同
時

に
、
会
長
の
任
期
に
つ
き
「
二
期
四
年
ま

で
」
と
す
る
慣
例
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
の
防
止
、
人
材
の

育
成
等
を
念
頭
に
置
か
れ
た
も
の
で
し

た
。
そ
の
方
針
は
、
第
二
代
三
井
さ
ん
、

第
三
代
塩
沢
和
政
さ
ん
、
第
四
代
中
島

正
江
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
実
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
第
五
代
の
私
の
時
に
は
な
か

な
か
後
継
し
て
下
さ
る
方
が
確
保
で
き

ず
、
結
局
八
年
間
も
続
け
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
、
三
井
さ
ん
に
合
わ
せ
る

顔
が
な
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
三
井
会
長
の
時
代
に
、
会
計
、

機
関
誌
編
集
、
事
務
局
、
リ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
諸
会
務
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に

分
担
す
る
体
制
が
作
ら
れ
、
そ
の
後
の

骨
格
が
で
き
ま
し
た
。 

三
井
さ
ん
は
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
し

て
お
ら
れ
、
理
事
会
な
ど
で
の
発
言
も

と
て
も
穏
や
か
で
、
私
ど
も
後
進
の
者

を
ふ
ん
わ
り
と
包
み
込
ん
で
導
い
て
く

だ
さ
る
感
じ
で
し
た
。 

日
本
ダ
ボ
ス
の
発
送
作
業
を
ご
自
宅

で
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

奥
様
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

三
井
さ
ん
は
、
平
成
十
五
年
に
、
故
郷

真
田
町
大
庭
の
旧
宅
を
新
し
く
建
て
な

お
さ
れ
て
移
住
な
さ
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
も
毎
年
の
総
会
や
ふ
る
さ
と
訪
問

旅
行
な
ど
に
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
真
田
ま
つ
り
の
際
に
、
中
島

正
江
さ
ん
や
鈴
木
邦
子
さ
ん
と
一
緒
に

大
庭
の
お
宅
に
泊
め
て
い
た
だ
き
、
楽

し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。 

三
井
さ
ん
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休

み
く
だ
さ
い
。
で
も
、
ど
う
か
、
天
上
か

ら
東
京
真
田
町
の
会
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
２
月
８
日
、
入
稿

同
年
11
月
20
日 

 

三
井
さ
ん
と
の
思
い
出 

顧
問 

中
島 

正
江
（
戸
沢
・
関
谷
） 

私
が
三
井
さ
ん
と
お
話
を
し
始
め
た

の
は
真
田
町
会
の
役
員
に
な
る
こ
と
に

な
り
、
会
報
を
送
る
作
業
を
三
井
家
で

や
る
こ
と
に
な
っ
た
時
か
ら
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
小
田
急
線
の
千
歳
船
橋
に

お
住
い
で
し
た
か
ら
、
こ
の
時
に
た
ず

ね
た
の
が
最
初
で
し
た
。 

 

そ
の
後
は
真
田
町
の
お
ま
つ
り
が
あ

る
時
、
小
夜
子
さ
ん
山
口
さ
ん
と
参
加

し
て
、
そ
ん
な
夜
は
真
田
町
の
三
井
家

で
宿
泊
さ
せ
て
頂
き
、
暖
か
い
お
ふ
と

ん
に
く
る
ま
り
、
お
泊
り
さ
せ
て
頂
き
、

朝
は
、
三
井
さ
ん
が
パ
ン
を
用
意
し
て

下
さ
り
、「
コ
ー
ヒ
ー
か
紅
茶
が
い
い
で

す
か
」
と
お
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
り
、
お

い
し
く
頂
き
、
今
で
も
コ
ー
ヒ
ー
等
を

の
む
時
に
は
思
い
だ
し
て
お
り
、
と
て

も
や
さ
し
い
お
父
様
で
し
た
。 

 

前
の
お
庭
に
も
色
々
な
お
花
が
咲
き
、

畑
に
は
、
お
い
し
い
野
菜
等
が
あ
り
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
も
自
分
で
取
っ
て
来
て
食
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

い
ま
、
わ
た
し
が
真
っ
先
に
思
い
だ

す
の
は
、
三
井
様
が
回
想
で
語
ら
れ
た

次
の
よ
う
な
状
況
の
こ
と
で
す
。 

＝
お
兄
様
が
た
が
戦
争
に
行
く
時
、
い

っ
た
ん
家
で
皆
と
寝
食
を
共
に
し

て
・
・「
行
っ
て
来
ま
す
…
」
と
残
し

て
発
っ
た
…
＝
こ
と
。
そ
し
て
＝
お
仲 
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間
の
人
た
ち
も
戦
争
に
行
き
、
命
を
落

と
し
た
時
の
事
…
＝
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
＝
自
分
達
は
、
満
州
の
引
き
揚
げ

で
苦
労
し
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た
事
な

ど
…
＝
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
こ
れ
ら

を
思
い
だ
す
た
び
に
ジ
ー
ン
と
涙
が
出

て
き
ま
す
。 

 

真
田
町
会
の
時
や
真
田
ま
つ
り
の
時

に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
、
今
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

旅
行
の
折
り
に
お
寄
り
し
た
時
、
お

留
守
で
し
た
が
、
お
庭
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
断
り
な
し
に
取
っ
て
食
べ
た
こ
と
、

ロ
ゴ
ス
キ
ー
の
お
姉
さ
ま
は
、「
お
こ
ら

れ
な
い
の
」
、
と
云
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
大
丈
夫
よ
！
い
っ
ぱ
い
な
っ
て
い
る

も
の
…
」
と
私
…
、
採
っ
て
食
べ
た
こ
と

を
三
井
さ
ん
に
お
話
し
し
た
ら
、
笑
っ

て
「
い
く
ら
で
も
た
べ
て
い
い
よ
」、
と

本
当
に
や
さ
し
い
お
顔
で
云
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
…
。
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。 

突
然
の
逝
去
と
の
事
に
と
っ
て
も
悲

し
い
で
す
が
、
沢
山
お
会
い
出
来
た
事

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

今
、
私
は
、
月
一
回
お
礼
の
つ
も
り
で

お
花
を
送
り
、
終
れ
ば
お
庭
に
植
え
て

お
け
ば
、
ま
た
お
花
が
咲
い
て
く
る
の

で
、
と
三
井
マ
マ
に
お
話
し
し
て
お
り

ま
す
。
と
て
も
お
元
気
で
、「
中
島
さ
ん
」

っ
て
、
電
話
で
大
き
な
声
で
お
話
を
す 

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
い
つ
か
又
お
会

い
出
来
る
事
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

よ
。
三
井
マ
マ
、
元
気
で
ね
。
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
の
で
ね
。 

令
和
四
年
十
二
月
五
日 

中
島
正
江 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
２
月
８
日
、
入
稿

同
年
12
月
５
日 

 

三
井
前
顧
問
と
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 

鈴
木
邦
子
（
横
尾
） 

 

歳
を
重
ね
る
ご
と
に
悲
し
い
別
れ
が

突
然
訪
れ
ま
す
。
お
元
気
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
だ
け
に
、

三
井
様
の
訃
報
を
知
り
大
層
驚
き
ま
し 

た
。 思

い
お
こ
せ
ば
三
井
様
と
は
「
東
京

真
田
町
の
会
」
で
初
め
て
お
会
い
し
ま

し
た
。
平
成
十
年
第
十
一
回
総
会
の
際

で
し
た
が
会
長
で
お
ら
れ
た
小
林
様
が

退
任
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。 

後
任
と
し
て
全
員
の
賛
同
を
得
ら
れ

三
井
様
が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
新
た

に
発
足
致
し
ま
し
た
。
私
も
同
じ
年
で

し
た
が
初
め
て
理
事
と
し
て
承
認
頂
き

微
力
な
が
ら
お
受
け
す
る
こ
と
に
成
り

ま
し
た
。
三
井
会
長
は
い
つ
も
優
し
く

ご
指
導
く
だ
さ
り
多
く
を
学
ば
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
六
年
間
で
し
た
が

会
長
の
下
で
何
と
か
努
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
が
突
然
会
長
を
退
任
さ
れ

る
と
の
事
に
成
り
ま
し
た
。
永
年
の
会

社
経
営
等
の
重
責
か
ら
も
解
放
さ
れ
、

故
郷
へ
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
る
と
の
事
で
一

抹
の
寂
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
東
京

真
田
町
の
会
」
に
は
顧
問
と
し
て
携
わ

っ
て
く
だ
さ
る
事
で
す
の
で
、
三
井
様

が
傍
陽
の
新
居
で
悠
々
自
適
の
生
活
を

お
楽
し
み
に
成
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
の

で
、
感
謝
し
な
が
ら
寧
ろ
お
祝
い
す
る

気
持
ち
で
お
別
れ
す
る
こ
と
に
成
り
ま

し
た
。 

三
井
様
が
転
居
さ
れ
て
か
ら
の
ち
理

事
の
皆
さ
ん
と
、
真
田
町
へ
行
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
帰
り
で
す
が
何

人
か
で
、
突
然
で
し
た
が
、
お
邪
魔
さ
せ

て
い
た
だ
き
奥
様
に
も
歓
迎
し
て
頂
き

大
層
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

で
す
が
美
味
し
い
甘
く
漬
け
た
梅
干
し

を
ご
馳
走
に
成
り
ま
し
て
、
つ
け
方
を

教
え
て
頂
き
、
奥
様
が
レ
シ
ピ
を
コ
ピ

ー
し
て
下
さ
る
所
を
ニ
コ
ニ
コ
し
て
見

て
お
ら
れ
た
姿
を
微
笑
ま
し
く
お
も
い

み
て
い
た
事
を
お
も
い
だ
し
ま
す
。 

三
井
様
は
書
道
家
と
し
て
も
ご
活
躍 

さ
れ
て
お
り
、
至
る
と
こ
ろ
で
の
書
家 

               

展
に
出
品
さ
れ
、
時
々
招
待
し
て
頂
き 

良
い
お
手
本
と
な
り
勉
強
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
時
は
、
な
か
な
か

馴
染
み
の
な
い
憲
政
記
念
会
館
で
の

「
井
出
一
太
郎
先
生
の
七
回
忌
」
の
記

念
講
演
会
等
に
も
誘
っ
て
頂
い
た
こ
と

な
ど
も
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
お
世
話
に
な
っ
た
事
も
沢

山
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

思
い
出
す
と
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、

特
に
印
象
深
か
く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

い
つ
も
優
し
い
笑
顔
と
時
に
は
下
戸
で

も
お
ら
れ
た
三
井
様
が
豪
快
に
大
き
な

口
を
開
け
て
の
け
反
っ
て
笑
わ
れ
て
お 

ら
れ
た
姿
を
お
も
い
だ
し
ま
す
。
三
井 

 

       

 
 

 
三井様の書の脇で孫と記念撮影 
（新宿三井ビル） 

 
三井様の書の脇で孫と記念撮影 
（新宿三井ビル） 
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https://www.at-accent.co,jp
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様
に
は
本
当
に
沢
山
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
感
謝
す
る
こ
と
し
か
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す. 

 
 
 
 
  

合
掌 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
２
月
８
日
、
入
稿
同

年
６
月
29
日 

 

旅
に
向
っ
て 

杉
崎 

壽
三
男
（
菅
平
出
身
） 

昔
か
ら
人
の
寿
命
は
50
年
か
ら
80

年
、
そ
し
て
今
日
で
は
人
生
100
歳
論
が

湧
く
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
職
場
や
役

職
で
も
停
年
制
度
も
60
～
75
歳
と
な

り
、
制
度
そ
の
も
の
の
存
在
も
危
う
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
も
来
年
は
米
寿
と
な
り
、
仕
事
か

ら
も
又
ス
キ
ー
関
係
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
・
Ｓ
Ａ

Ｔ
・
Ｎ
Ｓ
Ｋ
）
の
役
職
か
ら
も
離
れ
、
一

日
の
時
間
の
長
さ
を
痛
感
す
る
昨
今
と

な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
コ
ロ
ナ
禍
を
承
知
の
う
え
で 

 

旅
に
出
る
こ
と
と
し
、
某
旅
行
会
社
の 

        

企
画
で
「
黒
部
峡
谷
ト
ロ
ッ
コ
電
車
・
立

山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
・
上
高
地
」

6
月
10
日
～
12
日
の
3
日
間
を
団

体
旅
行
に
加
わ
り
夫
婦
で
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
目
的
地
を
選
ん
だ
理
由
は
、
自

然
の
季
節
変
化
の
残
雪
を
観
て
お
き
た 

い
気
持
か
ら
で
す
。
雪
国
生
ま
れ
の
私

に
と
っ
て
初
冬
の
初
雪
を
迎
え
た
時
と 

春
の
残
雪
の
姿
は
趣
が
全
く
異
な
り
ま

す
。
初
雪
は
挑
戦
へ
の
念
を
抱
き
、
残
雪

は
人
生
の
達
成
感
を
受
け
と
り
今
日
に 

                       

生
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
訳
は
幼
少
よ

り
ス
キ
ー
に
親
し
み
、
ス
キ
ー
場
か
ら

離
れ
た
都
会
生
活
で
も
人
生
の
ほ
と
ん

ど
を
「
ス
キ
ー
と
共
に
あ
る
人
生
」
を
続

け
て
来
た
か
ら
こ
そ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
旅
は
自
然
の
偉
大
さ
を
肌

で
感
じ
満
足
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
原
点
は
「
ス
キ
ー
競
技
」
が
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
役
時
代
の
仲
間
も
老
齢
化
に
よ
り

欠
け
る
今
、
ス
キ
ー
談
義
が
出
来
る
場

が
少
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
だ
が
私

に
は
「
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
大
会
」
に
出

場
す
る
機
会
が
あ
り
、
勝
ち
負
け
は
二

の
次
と
し
て
仲
間
ど
う
し
の
対
話
が
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
話
題
は
決
ま
っ

て
身
体
の
不
調
説
か
ら
は
じ
ま
り
時
折

若
か
り
し
頃
の
自
慢
の
人
生
模
様
を
聞

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
は
も
っ
ぱ
ら

車
の
運
転
や
ら
老
後
の
事
が
気
が
か
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
と
付
き
合
う

コ
ツ
の
ひ
と
つ
に
「
話
し
上
手
は
聞
き

上
手
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
列

島
各
地
か
ら
集
う
顔
ぶ
れ
と
共
に
過
酷

な
レ
ー
ス
と
楽
し
い
話
し
合
い
の
場
を

求
め
て
ス
キ
ー
を
愛
し
「
生
涯
現
役
」
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
ス
キ
ー
業
界
の
不
況
は
新
型
コ
ロ
ナ

禍
等
の
影
響
で
未
だ
先
が
読
め
ま
せ
ん
。

以
前
の
よ
う
に
都
会
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で

賑
わ
う
光
景
の
再
来
を
夢
見
て
今
シ
ー

ズ
ン
も
挑
戦
に
の
ぞ
み
た
い
。 

令
和
四
年
十
一
月 

            

元(

公
財)

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟 

常
務
理
事 

元
（一
財
）東
京
都
ス
キ
ー
連
盟 

会
長 

練
馬
区
ス
キ
ー
協
会 

名
誉
会
長 

(

株
）三
愛
設
計  

代
表
取
締
役 

 [

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
24
日
、
入
稿

同
年
11
月
12
日 

  
 
 

山 

追 

憶 

八
木
五
郎
（
中
横
道
） 

山
と
の
付
き
合
い
と
い
う
か
、
拘
り

は
昭
和
二
十
年
代
の
幼
少
に
遡
る
だ
ろ

う
か
な
。
自
家
は
農
業
養
蚕
、
家
畜
の
ほ

か
、
父
親
は
山
地
主
の
山
管
理
を
任
か

さ
れ
て
い
た
。
苗
植
え
、
下
草
刈
り
、
枝

 
黒部峡谷トロッコ電車の旅、立山室堂の 

残雪にて、令和 4年 6月 11日 

 

 
全日本マスターズスキー選手権 

秋田たざわ湖大会、 令和 3年 4月 3日 
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払
い
、
伐
採
、
炭
焼
き
、
農
業
も
山
仕
事

も
年
中
切
れ
間
が
な
か
っ
た
。 

          

当
時
山
専
従
者
が
多
く
い
た
。
親
父

の
後
を
追
っ
て
山
へ
沢
へ
入
り
、
三
つ

違
い
の
兄
（
亡
）
と
薪
、
炭
俵
を
背
負
子

で
急
勾
配
の
道
を
く
り
返
し
折
返
し
た
。

荷
車
の
あ
る
場
所
ま
で
背
負
い
、
暗
く 

な
っ
て
足
下
危
な
く
な
る
ま
で
続
け
た
。

お
金
は
一
銭
と
て
も
ら
わ
ず
も
「
山
桜

の
木
は
よ
く
滑
る
」
と
、
桜
木
で
二
人
の

ス
キ
ー
造
っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。

当
時
の
私
の
ス
キ
ー
を
甥
も
滑
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
近
く
の
山
へ
焚
き
付
け

に
枯
松
枝
拾
い
、
茸
採
り
、
雪
山
で
は
針

金
罠
で
山
兎
狩
り
。
遊
び
の
延
長
み
た

い
に
天
神
山
、
烏
帽
子
岳
、
菅
平
へ
キ
ャ

ン
プ
も
行
っ
た
な
あ
。 

 

十
五
歳
の
春
先
上
田
駅
か
ら
夜
行
列

車
で
一
路
名
古
屋
へ
、
試
験
に
受
か
っ

た
。
養
成
校
の
学
生
時
代
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
休
暇
に
は
先
輩
に
誘
わ

れ
、
五
、
六
人
用
の
布
テ
ン
ト
背
負
わ
さ

れ
て
、
四
日
市
か
ら
あ
の
頃
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
の
高
さ
世
界
一
と
云
わ
れ
た
五
在

居
所
岳
の
麓
で
水
溝
堀
り
、
四
隅
か
ら

ロ
ー
プ
張
っ
て
、
テ
ン
ト
張
り
（
今
は
軽

く
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
、
数
分
で
で
き
る
）。

天
気
予
報
の
雨
に
備
え
て
か
他
に
は
お

ら
ず
我
ら
の
テ
ン
ト
一
張
り
の
み
。 

 

五
人
重
な
り
あ
っ
て
寝
る
も
朝
に
な

る
と
テ
ン
ト
に
叩
き
つ
け
る
雨
。
三
日

も
降
り
続
い
て
帰
り
の
旅
費
ま
で
も
買

い
食
い
し
食
料
も
尽
く
し
。
近
く
の
湯

の
山
温
泉
の
○
△
旅
館
で
雨
で
荒
れ
た

膨
大
な
庭
、
風
呂
の
掃
除
、
布
団
上
げ

等
々
バ
イ
ト
。
帰
り
の
旅
費
出
し
て
い

た
だ
い
た
女
将
に
は
感
謝
。
水
の
タ
ッ

プ
リ
含
ん
だ
テ
ン
ト
の
重
さ
だ
け
が
印

象
に
残
っ
て
る
。 

 

夏
山
の
恵
那
山
、
伊
吹
山
も
登
っ
た
。 

冬
は
大
須
に
室
内
あ
っ
た
け
ど
フ
ィ

ギ
ュ
ア
、
ホ
ッ
ケ
ー
に
占
領
さ
れ
て
お

り
、
当
時
は
ハ
ー
フ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
に
は
ま
っ
て
い
た
の
で
、
香
嵐
渓
、
関

ヶ
原
（
四
百
メ
ー
ト
ル
の
野
外
リ
ン
ク

の
あ
る
）
へ
通
っ
た
。
関
ヶ
原
に
向
う
名

神
高
速
で
大
き
な
猪
に
ブ
チ
当
た
っ
た

り
、
香
嵐
渓
で
は
ア
イ
ス
バ
ン
の
道
路

ブ
レ
ー
キ
、
車
何
回
転
も
し
て
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
で
止
ま
り
、
命
拾
い
、
車
免
許
取

り
た
て
ば
っ
か
り
の
苦
い
思
い
出
だ
。 

 

三
年
間
の
学
校
は
卒
業
さ
せ
て
も
ら

い
、
バ
イ
ト
の
飲
食
業
（
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ

ス
）
に
は
ま
り
退
職
願
い
出
す
と
、「
こ

れ
か
ら
だ
！
と
云
う
の
に
何
で
辞
め
な

き
ゃ
あ
な
ら
ん
の
だ
」
と
の
総
務
部
長

の
顔
が
今
で
も
浮
ぶ
。
14
年
間
の
名
古

屋
か
ら
現
在
の
千
葉
へ
、
JR
新
宿
ビ
ル

工
事
事
務
所
社
員
食
堂
勤
務
、
土
日
祭

日
夏
休
み
も
あ
っ
て
、
サ
ン
ケ
イ
・
阪
急

山
ツ
ア
ー
参
加
し
、
秩
父
阪
東
三
十
三

観
音
巡
り
も
完
歩
、
月
一
度
の
山
、
富
士

山
へ
の
四
回
は
天
気
に
恵
ま
れ
て
全
回

登
頂
で
き
た
。
外
国
人
も
多
く
、
生
活
習

慣
、
食
生
活
の
違
い
、
皮
下
脂
肪
の
ち
が

い
、
夏
で
も
山
頂
と
麓
で
は
30
℃
ぐ
ら

い
の
温
度
差
、
山
頂
で
も
半
袖
、
短
パ
ン

で
平
気
に
陽
気
に
歌
っ
て
る
姿
に
は
脱

帽
し
た
。 

 

富
士
登
山
の
二
度
目
だ
っ
た
か
、
女

性
登
山
家
（
河
口
湖
出
身
）
高
齢
で
の
エ

レ
ベ
ス
ト
登
頂
の
記
録
保
持
者
、
渡
辺

玉
枝
氏
と
一
緒
に
登
っ
た
。「
空
気
・
酸

素
の
薄
く
な
る
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
登

山
は
、
山
側
ゝ
ゝ
を
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く

り
大
き
く
深
呼
吸
し
な
が
ら
登
る
こ

と
！
」
と
お
教
え
い
た
だ
い
た
。 

 

山
頂
の
お
鉢
廻
り
を
し
て
、
剣
が
峰

を
積
雲
に
朝
日
を
浴
び
て
の
影
富
士
を

バ
ッ
ク
に
写
し
た
当
時
の
写
真
を
観
る

と
血
気
盛
ん
だ
っ
た
事
を
懐
か
し
く
想

う
。 同

僚
と
常
磐
道
那
河
イ
ン
タ
ー
よ
り

奧
久
慈
河
端
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
バ
ン
ガ

ロ
ー
の
と
き
も
川
遊
び
、
泳
い
だ
り
、
水

郡
線
の
車
窓
乗
客
か
ら
裸
の
我
ら
に
手

を
振
っ
て
く
れ
た
。 

 

手
頃
に
登
れ
る
山
や
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
温
泉
、
フ
ル
ー
ツ
も
豊
富
だ

っ
た
。
当
時
、
稲
毛
４
時
32
分
の
二
番

電
車
、
帰
途
８
時
、
９
時
、
常
連
の
焼
鳥

屋
で
客
の
一
人
に
（
山
に
登
り
隊
入
隊

か
ら
二
十
数
年
に
な
る
）。 

 
 

 
 

Avancé Techne Accent Corp.
㈱エーティーエーは、航空宇宙業界をはじめ医療機器などの
あらゆる産業界発展に貢献しております。
事業内容 自動（組立・検査）機器、電子機器、計測器、
ソフトウェアの開発及び受託生産

代表取締役社長 山岸　栄（傍陽出身）
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電話 042-984-3666 FAX042-984-3655
https://www.at-accent.co,jp

●東京事務所
〒176-0012 東京都練馬区豊玉北 6-7-14
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E-mail san-ai@zar.att.ne.jp

●長野出張所
〒386-2204 長野県上田市菅平高原 1265-7
代表取締役 杉崎壽三男（菅平出身）

一級建築士事務所

株式
会社 三愛設計
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様
に
は
本
当
に
沢
山
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
感
謝
す
る
こ
と
し
か
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す. 

 
 
 
 
  

合
掌 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
２
月
８
日
、
入
稿
同

年
６
月
29
日 

 

旅
に
向
っ
て 

杉
崎 

壽
三
男
（
菅
平
出
身
） 

昔
か
ら
人
の
寿
命
は
50
年
か
ら
80

年
、
そ
し
て
今
日
で
は
人
生
100
歳
論
が

湧
く
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
職
場
や
役

職
で
も
停
年
制
度
も
60
～
75
歳
と
な

り
、
制
度
そ
の
も
の
の
存
在
も
危
う
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
も
来
年
は
米
寿
と
な
り
、
仕
事
か

ら
も
又
ス
キ
ー
関
係
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
・
Ｓ
Ａ

Ｔ
・
Ｎ
Ｓ
Ｋ
）
の
役
職
か
ら
も
離
れ
、
一

日
の
時
間
の
長
さ
を
痛
感
す
る
昨
今
と

な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
コ
ロ
ナ
禍
を
承
知
の
う
え
で 

 

旅
に
出
る
こ
と
と
し
、
某
旅
行
会
社
の 

        

企
画
で
「
黒
部
峡
谷
ト
ロ
ッ
コ
電
車
・
立

山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
・
上
高
地
」

6
月
10
日
～
12
日
の
3
日
間
を
団

体
旅
行
に
加
わ
り
夫
婦
で
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
目
的
地
を
選
ん
だ
理
由
は
、
自

然
の
季
節
変
化
の
残
雪
を
観
て
お
き
た 

い
気
持
か
ら
で
す
。
雪
国
生
ま
れ
の
私

に
と
っ
て
初
冬
の
初
雪
を
迎
え
た
時
と 

春
の
残
雪
の
姿
は
趣
が
全
く
異
な
り
ま

す
。
初
雪
は
挑
戦
へ
の
念
を
抱
き
、
残
雪

は
人
生
の
達
成
感
を
受
け
と
り
今
日
に 

                       

生
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
訳
は
幼
少
よ

り
ス
キ
ー
に
親
し
み
、
ス
キ
ー
場
か
ら

離
れ
た
都
会
生
活
で
も
人
生
の
ほ
と
ん

ど
を
「
ス
キ
ー
と
共
に
あ
る
人
生
」
を
続

け
て
来
た
か
ら
こ
そ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
旅
は
自
然
の
偉
大
さ
を
肌

で
感
じ
満
足
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
原
点
は
「
ス
キ
ー
競
技
」
が
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
役
時
代
の
仲
間
も
老
齢
化
に
よ
り

欠
け
る
今
、
ス
キ
ー
談
義
が
出
来
る
場

が
少
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
だ
が
私

に
は
「
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
大
会
」
に
出

場
す
る
機
会
が
あ
り
、
勝
ち
負
け
は
二

の
次
と
し
て
仲
間
ど
う
し
の
対
話
が
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
話
題
は
決
ま
っ

て
身
体
の
不
調
説
か
ら
は
じ
ま
り
時
折

若
か
り
し
頃
の
自
慢
の
人
生
模
様
を
聞

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
は
も
っ
ぱ
ら

車
の
運
転
や
ら
老
後
の
事
が
気
が
か
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
と
付
き
合
う

コ
ツ
の
ひ
と
つ
に
「
話
し
上
手
は
聞
き

上
手
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
列

島
各
地
か
ら
集
う
顔
ぶ
れ
と
共
に
過
酷

な
レ
ー
ス
と
楽
し
い
話
し
合
い
の
場
を

求
め
て
ス
キ
ー
を
愛
し
「
生
涯
現
役
」
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ス
キ
ー
業
界
の
不
況
は
新
型
コ
ロ
ナ

禍
等
の
影
響
で
未
だ
先
が
読
め
ま
せ
ん
。

以
前
の
よ
う
に
都
会
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で

賑
わ
う
光
景
の
再
来
を
夢
見
て
今
シ
ー

ズ
ン
も
挑
戦
に
の
ぞ
み
た
い
。 

令
和
四
年
十
一
月 

            

元(

公
財)

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟 

常
務
理
事 

元
（一
財
）東
京
都
ス
キ
ー
連
盟 

会
長 

練
馬
区
ス
キ
ー
協
会 

名
誉
会
長 

(

株
）三
愛
設
計  

代
表
取
締
役 

 [

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
24
日
、
入
稿

同
年
11
月
12
日 

  
 
 

山 

追 

憶 

八
木
五
郎
（
中
横
道
） 

山
と
の
付
き
合
い
と
い
う
か
、
拘
り

は
昭
和
二
十
年
代
の
幼
少
に
遡
る
だ
ろ

う
か
な
。
自
家
は
農
業
養
蚕
、
家
畜
の
ほ

か
、
父
親
は
山
地
主
の
山
管
理
を
任
か

さ
れ
て
い
た
。
苗
植
え
、
下
草
刈
り
、
枝

 
黒部峡谷トロッコ電車の旅、立山室堂の 

残雪にて、令和 4年 6月 11日 

 

 
全日本マスターズスキー選手権 

秋田たざわ湖大会、 令和 3年 4月 3日 
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払
い
、
伐
採
、
炭
焼
き
、
農
業
も
山
仕
事

も
年
中
切
れ
間
が
な
か
っ
た
。 

          

当
時
山
専
従
者
が
多
く
い
た
。
親
父

の
後
を
追
っ
て
山
へ
沢
へ
入
り
、
三
つ

違
い
の
兄
（
亡
）
と
薪
、
炭
俵
を
背
負
子

で
急
勾
配
の
道
を
く
り
返
し
折
返
し
た
。

荷
車
の
あ
る
場
所
ま
で
背
負
い
、
暗
く 

な
っ
て
足
下
危
な
く
な
る
ま
で
続
け
た
。

お
金
は
一
銭
と
て
も
ら
わ
ず
も
「
山
桜

の
木
は
よ
く
滑
る
」
と
、
桜
木
で
二
人
の

ス
キ
ー
造
っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。

当
時
の
私
の
ス
キ
ー
を
甥
も
滑
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
近
く
の
山
へ
焚
き
付
け

に
枯
松
枝
拾
い
、
茸
採
り
、
雪
山
で
は
針

金
罠
で
山
兎
狩
り
。
遊
び
の
延
長
み
た

い
に
天
神
山
、
烏
帽
子
岳
、
菅
平
へ
キ
ャ

ン
プ
も
行
っ
た
な
あ
。 

 

十
五
歳
の
春
先
上
田
駅
か
ら
夜
行
列

車
で
一
路
名
古
屋
へ
、
試
験
に
受
か
っ

た
。
養
成
校
の
学
生
時
代
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
休
暇
に
は
先
輩
に
誘
わ

れ
、
五
、
六
人
用
の
布
テ
ン
ト
背
負
わ
さ

れ
て
、
四
日
市
か
ら
あ
の
頃
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
の
高
さ
世
界
一
と
云
わ
れ
た
五
在

居
所
岳
の
麓
で
水
溝
堀
り
、
四
隅
か
ら

ロ
ー
プ
張
っ
て
、
テ
ン
ト
張
り
（
今
は
軽

く
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
、
数
分
で
で
き
る
）。

天
気
予
報
の
雨
に
備
え
て
か
他
に
は
お

ら
ず
我
ら
の
テ
ン
ト
一
張
り
の
み
。 

 

五
人
重
な
り
あ
っ
て
寝
る
も
朝
に
な

る
と
テ
ン
ト
に
叩
き
つ
け
る
雨
。
三
日

も
降
り
続
い
て
帰
り
の
旅
費
ま
で
も
買

い
食
い
し
食
料
も
尽
く
し
。
近
く
の
湯

の
山
温
泉
の
○
△
旅
館
で
雨
で
荒
れ
た

膨
大
な
庭
、
風
呂
の
掃
除
、
布
団
上
げ

等
々
バ
イ
ト
。
帰
り
の
旅
費
出
し
て
い

た
だ
い
た
女
将
に
は
感
謝
。
水
の
タ
ッ

プ
リ
含
ん
だ
テ
ン
ト
の
重
さ
だ
け
が
印

象
に
残
っ
て
る
。 

 

夏
山
の
恵
那
山
、
伊
吹
山
も
登
っ
た
。 

冬
は
大
須
に
室
内
あ
っ
た
け
ど
フ
ィ

ギ
ュ
ア
、
ホ
ッ
ケ
ー
に
占
領
さ
れ
て
お

り
、
当
時
は
ハ
ー
フ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
に
は
ま
っ
て
い
た
の
で
、
香
嵐
渓
、
関

ヶ
原
（
四
百
メ
ー
ト
ル
の
野
外
リ
ン
ク

の
あ
る
）
へ
通
っ
た
。
関
ヶ
原
に
向
う
名

神
高
速
で
大
き
な
猪
に
ブ
チ
当
た
っ
た

り
、
香
嵐
渓
で
は
ア
イ
ス
バ
ン
の
道
路

ブ
レ
ー
キ
、
車
何
回
転
も
し
て
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
で
止
ま
り
、
命
拾
い
、
車
免
許
取

り
た
て
ば
っ
か
り
の
苦
い
思
い
出
だ
。 

 

三
年
間
の
学
校
は
卒
業
さ
せ
て
も
ら

い
、
バ
イ
ト
の
飲
食
業
（
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ

ス
）
に
は
ま
り
退
職
願
い
出
す
と
、「
こ

れ
か
ら
だ
！
と
云
う
の
に
何
で
辞
め
な

き
ゃ
あ
な
ら
ん
の
だ
」
と
の
総
務
部
長

の
顔
が
今
で
も
浮
ぶ
。
14
年
間
の
名
古

屋
か
ら
現
在
の
千
葉
へ
、
JR
新
宿
ビ
ル

工
事
事
務
所
社
員
食
堂
勤
務
、
土
日
祭

日
夏
休
み
も
あ
っ
て
、
サ
ン
ケ
イ
・
阪
急

山
ツ
ア
ー
参
加
し
、
秩
父
阪
東
三
十
三

観
音
巡
り
も
完
歩
、
月
一
度
の
山
、
富
士

山
へ
の
四
回
は
天
気
に
恵
ま
れ
て
全
回

登
頂
で
き
た
。
外
国
人
も
多
く
、
生
活
習

慣
、
食
生
活
の
違
い
、
皮
下
脂
肪
の
ち
が

い
、
夏
で
も
山
頂
と
麓
で
は
30
℃
ぐ
ら

い
の
温
度
差
、
山
頂
で
も
半
袖
、
短
パ
ン

で
平
気
に
陽
気
に
歌
っ
て
る
姿
に
は
脱

帽
し
た
。 

 

富
士
登
山
の
二
度
目
だ
っ
た
か
、
女

性
登
山
家
（
河
口
湖
出
身
）
高
齢
で
の
エ

レ
ベ
ス
ト
登
頂
の
記
録
保
持
者
、
渡
辺

玉
枝
氏
と
一
緒
に
登
っ
た
。「
空
気
・
酸

素
の
薄
く
な
る
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
登

山
は
、
山
側
ゝ
ゝ
を
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く

り
大
き
く
深
呼
吸
し
な
が
ら
登
る
こ

と
！
」
と
お
教
え
い
た
だ
い
た
。 

 

山
頂
の
お
鉢
廻
り
を
し
て
、
剣
が
峰

を
積
雲
に
朝
日
を
浴
び
て
の
影
富
士
を

バ
ッ
ク
に
写
し
た
当
時
の
写
真
を
観
る

と
血
気
盛
ん
だ
っ
た
事
を
懐
か
し
く
想

う
。 同

僚
と
常
磐
道
那
河
イ
ン
タ
ー
よ
り

奧
久
慈
河
端
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
バ
ン
ガ

ロ
ー
の
と
き
も
川
遊
び
、
泳
い
だ
り
、
水

郡
線
の
車
窓
乗
客
か
ら
裸
の
我
ら
に
手

を
振
っ
て
く
れ
た
。 

 
手
頃
に
登
れ
る
山
や
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
温
泉
、
フ
ル
ー
ツ
も
豊
富
だ

っ
た
。
当
時
、
稲
毛
４
時
32
分
の
二
番

電
車
、
帰
途
８
時
、
９
時
、
常
連
の
焼
鳥

屋
で
客
の
一
人
に
（
山
に
登
り
隊
入
隊

か
ら
二
十
数
年
に
な
る
）。 

 
 

 
 

《広告欄》

有限会社　千 曲 美 装

代表取締役　

一般社団法人　優良リフォーム支援協会会員

宮下  毅
〒386-0015　長野県上田市常入 1-7-104
Tel 0268-23-7896  Fax 0268-23-7813
e-mail  t_miyashita@chikumabiso.co.jp

アパート、マンションから
一般住宅までリフォーム・
メンテナンスの全てをお引き
受けいたします。
お気軽にお声かけ願います。

悩む前に
相談して
良かったわ !!
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名
の
知
ら
れ
た
百
名
山
と
ま
で
行
か
ず

も
、
高
低
問
わ
ず
、
百
山
以
上
は
る
か
に

登
り
た
り
、
ハ
イ
ク
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し

た
だ
ろ
う
か
？
山
岳
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ

り
、
山
頂
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
岩
だ
ら
け
や

ら(

★
関
連
記
事
を
p.2
に
掲
載
）。。 

 

山
頂
湿
地
帯
、
昔
火
山
後
の
池
、
多
種

多
様
、
四
季
に
よ
っ
て
違
う
姿
に
二
度

三
度
同
じ
岳
へ
登
っ
た
。 

 

上
高
地
か
ら
の
登
っ
た
岳
帰
り
に
は

必
ず
奥
飛
騨
温
泉
卿
の
中
尾
温
泉
の
常

宿
「
望
焼
館
」
亡
き
旦
那
（
建
設
）
が
手

造
り
の
大
き
な
岩
に
囲
ま
れ
た
「
露
天

風
呂
」
登
っ
た
仲
間
と
缶
ビ
ー
ル
片
手

に
打
ち
上
げ
。
夕
食
の
岩
魚
の
骨
酒
、
飛

騨
牛
の
シ
ャ
ブ
ゞ
、
ほ
う
葉
焼
き
、
山
菜

に
舌
鼓
む
。
朝
食
の
ほ
う
葉
み
そ
焼
き

も
朝
食
す
す
む
。
こ
の
穂
高
の
帰
り
七

月
末
に
寄
っ
た
と
き
健
在
だ
っ
た
の
で

嬉
し
か
っ
た
。
次
回
は
何
時
に
な
る
か

夢
を
描
く
。 

 

私
も
来
年
は
大
台
に
入
る
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
保
険
も
入
っ
て
い
る
け
ど
こ

こ
の
処
低
山
ハ
イ
ク
は
ま
っ
て
る
。
鎌

倉
の
源
氏
山
、
奈
良
京
都
の
鞍
馬
山
、
大

文
字
、
比
叡
山
、
低
山
と
て
な
め
た
ら
い

か
ん
ぜ
よ
う
。
急
登
短
離
あ
っ
て
ま
ず

ま
ず
こ
た
え
ま
す
。
こ
の
10
月
22
日
京

都
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
、
京
都
の
時
代

祭
り
に
偶
然
遭
遇
し
て
観
覧
で
き
た
。

時
代
仮
装
し
て
の
何
千
人
の
行
進
、
見

物
人
は
外
国
人
も
含
め
て
何
万
人
だ
っ

た
ろ
う
か
？
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
祭
り

に
感
動
し
た
。 

 

今
の
勤
め
は
十
八
年
目
に
な
る
。
往

復
歩
い
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
欠
か
さ
ず
、

来
月
は
何
処
の
史
跡
め
ぐ
り
と
か
。
歩

け
る
こ
と
は
幸
せ
。
ま
だ
登
り
隊
の
一

員
を
続
け
ま
す
。 

 

千
葉
は
暖
か
く
紅
葉
は
今
一
ツ
で
す

が
、
時
々
刻
々
と
待
っ
た
な
し
に
刻
ま

れ
て
、
暦
も
後
一
枚
に
な
り
ま
し
た
。 

 

先
日
、
何
年
ぶ
り
か
で
帰
省
、
深
町
氏

ほ
か
同
輩
ら
と
江
戸
屋
で
懇
親
出
来
て

嬉
し
か
っ
た
。 

 

人
口
密
度
の
低
い
上
田
の
コ
ロ
ナ
感

染
の
ス
ゴ
イ
事
、
姉
（
施
設
）
に
逢
え
ず
、

妹
に
は
孫
小
学
校
で
感
染
、
玄
関
口
で

数
分
話
し
て
サ
ヨ
ナ
ラ
…
。
墓
参
り
出

来
て
「
千
古
の
湯
」
に
入
っ
た
。 

 

後
追
い
で
送
っ
た
原
稿
を
整
理
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

2022
年
10
月
30
日 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
24
日
、
入
稿

同
年
10
月
30
日 

 

第
三
十
八
回
真
田
ま
つ
り
へ 

―
唄
い
あ
る
く
太
郎
山
さ
な
だ
ー 

理
事 

一
之
瀬
和
夫
（
大
日
向
） 

 

2019
の
そ
れ
か
ら
三
年
ぶ
り
の
開
催

に
・
・
、
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
木
島

委
員
長
か
ら
会
長
に
招
待
状
が
あ
り
ま

し
た
。
実
施
は
8
月
6
日
（
土
）
の
16

時
、
三
名
の
出
席
（
会
長
金
子
、
副
会
長

深
町
、
理
事
一
之
瀬
）
で
回
答
し
ま
し
た
。

そ
の
日
、
真
田
ま
で
一
之
瀬
の
足
ど
り

は
つ
ぎ
の
よ
う
で
す
。 

 

東
京
発
6:

52
あ
さ
ま
601
は
、
熊
谷

あ
た
り
か
ら
薄
霧
を
は
ら
い
軽
井
沢
で

は
霧
雨
を
散
ら
し
て
ぬ
け
ま
し
た
。
佐

久
に
は
日
差
し
あ
り
、
上
田
着
8:

28
で

は
青
に
浮
雲
で
足
ど
り
も
軽
く
な
り
ま

し
た
。
改
札
内
の
売
店
で
非
常
食
に
お

や
き
を
三
つ
（
茄
、
野
沢
菜
）
確
保
し
、

い
つ
も
の
よ
う
に
立
そ
ば
啜
り
に
い
そ

ぎ
ま
し
た
。
が
、
先
に
見
え
た
白
紙
に
チ

ョ
ッ
ト
不
安
が
、
ア
～
！
「
閉
店
御
礼
」

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
通
う
人
は
減
り
、

お
と
ず
れ
る
人
々
も
少
な
く
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。 

8：

55
出
迎
え
下
さ
っ
た
深
町
様
に

「
し
ら
か
ば
29
の
135
部
」
を
預
け
た
の

で
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。「
ち
ょ
っ
と

果
園
へ
寄
り
ま
し
ょ
う
・
・
」
に
乗
せ
ら

れ
て
10
分
ほ
ど
先
の
古
屋
敷
へ
・
・
、

生
り
さ
が
る
プ
ル
ー
ン
の
ひ
と
掴
み
を

頂
い
た
こ
と
で
質
量
は
復
し
ま
し
た

（
背
袋
は
６
kg
）。 

 

そ
の
あ
と
、
太
郎
山
の
表
参
道
登
山

口
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
真
田

へ
の
道
ゆ
き
に
1h
も
余
裕
が
で
き
ま

し
た
。 

 

登
山
口
か
ら
太
郎
山
の
頂
ま
で
は

570
ｍ
、
そ
の
往
復
距
離
は
4.1

km
で
す

（
登
口
の
四
丁
石
か
ら
社
の
朱
大
鳥
居

二
十
二
丁
石
ま
で
。
一
丁
石
間
は
概
100

ｍ
）
。
こ
こ
を
発
9：

25
、
持
ち
水
な
し

で
ぬ
め
る
道
を
唄
365
夜
な
ど
で
発
声

訓
練
し
つ
つ
、
神
社
に
参
拝
お
賽
銭
で

奉
り
、
そ
の
さ
き
の
山
頂
で
５
分
ば
か 
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り
上
田
盆
地
を
眺
め
て
休
憩
、
登
口
か

ら
こ
こ
ま
で
に
凡
そ
1.

3h
の
径
で
し

た
。
下
り
は
1h
で
入
口
着
11：

43
、
往
復

に
2.

3h
の
道
の
り
で
し
た
。 

前
日
は
雨
で
し
た
の
で
、
今
朝
の
木

漏
れ
日
道
中
で
二
日
分
の
16
名
に
出

合
い
ま
し
た
。「
ク
マ
様
待
っ
て
い
る
っ

て
い
う
か
ら
さ
、
こ
れ
持
っ
て
る
で
…
」、

と
御
姐
さ
ん
が
振
っ
て
く
れ
た
の
は
ガ

ラ
ガ
ラ
で
し
た
。 

 
 

          

涼
し
い
と
こ
ろ
へ
早
く
い
き
た
く
て

登
山
口
を
11：

55
に
発
ち
、
大
星
神
社
の

脇
を
ぬ
け
て
新
田
に
12:

25
―
蛇
沢
（
Ｒ

144
は
高
校
通
い
に
三
輪
ト
ラ
ッ
ク
で

薪
炭
、
土
建
砂
礫
、
家
畜
堆
肥
運
搬
な
ど

で
行
き
来
し
た
ホ
コ
リ
道
だ
っ
た
）
―

伊
勢
山
―
北
本
原
駅
舎
跡
ま
で
テ
ク
テ

ク
。
川
風
う
け
て
自
治
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
の
係
り
方
に
あ
い
さ
つ
し
、
2.

6h
で

真
田
温
泉
へ
着
い
た
の
は
14：

35
。
こ
ん

な
こ
と
で
、
登
り
始
め
か
ら
ま
つ
り
場

ま
で
の
概
5h
を
唄
道
中
に
し
て
汗
を

飛
ば
し
た
も
の
の
、
足
を
出
せ
ば
進
む

平
道
で
体
力
増
進
は
で
き
ま
せ
ん
。 

休
憩
所
で
若
者
の
う
か
れ
屯
す
さ
ま

を
ビ
ー
ル
片
手
に
な
が
め
て
る
間
に
、

ク
ツ
シ
タ
も
乾
い
た
の
で
（
湿
度
40
％

と
低
）
、
16
時
ご
ろ
に
会
場
へ
入
り
ま

し
た
。
も
う
会
長
と
副
会
長
さ
ん
は
来

賓
方
と
座
っ
て
お
い
で
で
、
空
席
も
目

に
つ
き
ま
し
た(

★
p.2
に
関
連
記
事
）
。 

16
時
、
日
は
陰
っ
た
と
は
い
え
大
地

の
暑
さ
は
退
け
ず
。
主
催
者
の
開
会
宣

言
で
「
こ
れ
か
ら
も
ず
ー
っ
と
祭
り
の

中
心
は
若
い
人
た
ち
で
す
。
地
域
の
小

学
生
か
ら
青
年
み
な
さ
ん
の
祭
り
で
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
あ
つ
い
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
の
土
屋
市
長

挨
拶
や
佐
藤
議
長
の
祝
辞
に
続
い
て
来

賓
方
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
鉄
砲
隊

の
煙
幕
に
巻
か
れ
む
せ
び
、
続
く
ご
う

お
ん
に
ギ
ャ
レ
リ
の
頬
っ
ぺ
た
ふ
る
え

宴
の
火
ぶ
た
切
ら
れ
て
興
奮
の
拍
手
。

数
年
前
ま
で
に
あ
っ
た
盆
踊
り
は
な
く
、

小
学
生
の
踊
り
に
は
じ
ま
り
中
学
生
の

吹
奏
演
、
山
家
神
社
の
お
ご
そ
か
な
豊

栄
の
舞
な
ど
、
後
半
は
若
者
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
の
彩
ど
り
に
拍
手
喝
采
、
中
締

め
は
太
鼓
。
数
年
前
ま
で
あ
っ
た
○
○

音
頭
な
ど
の
伝
承
舞
台
は
で
ま
せ
ん
で

し
た
。
20
時
か
ら
の
30
分
間
に
山
麓
を

照
ら
し
た
の
は
花
火
の
概
千
発
と
推
三

千
人
（
主
催
者
）
の
歓
び
で
し
た
。
こ
の

な
か
で
本
会
か
ら
の
祝
意
弾
束
は
五
発

目
？
で
し
た
。
茶
・
菓
皿
で
歓
迎
し
て
い

た
だ
い
た
来
賓
席
を
20
時
す
ぎ
に
発

ち
、
大
日
向
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

 

い
ま
、
真
田
へ
行
っ
た
こ
と
で
暫
く

途
切
れ
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
状
勢
（
危

機
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
）をYouTube

か

ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
8
月
14
日
、
入
稿

同
年
11
月
19
日 

 

       

１１  

飯飯
嶋嶋
まま
ささ
いい
（（
穴穴
沢沢
））  

  

し
ら
か
ば
通
信
た
の
し
み
に
拝
読
し

て
お
り
ま
す
。
東
京
に
出
て
70
年
、
卒

寿
を
迎
え
ま
し
た
。
遠
距
離
通
学
で
鍛

え
た
足
の
筋
肉
が
幸
を
な
し
た
の
か
、

毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
八
千
歩
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
ま

し
た
ら
故
郷
訪
問
が
夢
で
す
。 

22  

石石
巻巻
哲哲
夫夫
（（
曲曲
尾尾
）） 

 

し
ら
か
ば
通
信
は
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

33  

一一
之之
瀬瀬
和和
夫夫
（（
大大
日日
向向
）） 

C20

20
の
１
月
、
あ
の
コ
ロ
ナ
来
襲
に

驚
愕
し
身
の
処
仕
方
も
わ
か
ら
ず
に
て

ん
て
こ
舞
い
。
あ
れ
か
ら
２
年
半
、
よ
う

や
く
落
ち
着
い
た
い
ま
。「
籠
っ
て
お
れ

な
い
」
気
持
ち
い
っ
ぱ
い
で
、
出
歩
い
て

い
ま
す
。
2020
の
春
先
、
山
ハ
イ
ク
で
出

あ
っ
た
バ
カ
バ
カ
シ
イ
ほ
ど
の
マ
ス
ク

人
も
２
年
た
っ
た
今
は
絶
え
て
な
し
。 

 
 

 
太郎山頂上で、20220806 

 
  

会
員
皆
様
の
近
況
（
注
） 

（
敬
称
略
・
旧
姓
・
出
身
区
） 

  

《広告欄》

ゆっくり湯治してほしい温泉宿。かけ流しの温泉でココロも身体もほかほか。
心を込めた手作り料理も宿の自慢です。

信州鹿教湯温泉　 水車のまわる宿

TEL 0268-44-2236
〒386-0323 長野県上田市鹿教湯温泉 1422
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名
の
知
ら
れ
た
百
名
山
と
ま
で
行
か
ず

も
、
高
低
問
わ
ず
、
百
山
以
上
は
る
か
に

登
り
た
り
、
ハ
イ
ク
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し

た
だ
ろ
う
か
？
山
岳
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ

り
、
山
頂
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
岩
だ
ら
け
や

ら(

★
関
連
記
事
を
p.2
に
掲
載
）。。 

 

山
頂
湿
地
帯
、
昔
火
山
後
の
池
、
多
種

多
様
、
四
季
に
よ
っ
て
違
う
姿
に
二
度

三
度
同
じ
岳
へ
登
っ
た
。 

 

上
高
地
か
ら
の
登
っ
た
岳
帰
り
に
は

必
ず
奥
飛
騨
温
泉
卿
の
中
尾
温
泉
の
常

宿
「
望
焼
館
」
亡
き
旦
那
（
建
設
）
が
手

造
り
の
大
き
な
岩
に
囲
ま
れ
た
「
露
天

風
呂
」
登
っ
た
仲
間
と
缶
ビ
ー
ル
片
手

に
打
ち
上
げ
。
夕
食
の
岩
魚
の
骨
酒
、
飛

騨
牛
の
シ
ャ
ブ
ゞ
、
ほ
う
葉
焼
き
、
山
菜

に
舌
鼓
む
。
朝
食
の
ほ
う
葉
み
そ
焼
き

も
朝
食
す
す
む
。
こ
の
穂
高
の
帰
り
七

月
末
に
寄
っ
た
と
き
健
在
だ
っ
た
の
で

嬉
し
か
っ
た
。
次
回
は
何
時
に
な
る
か

夢
を
描
く
。 

 

私
も
来
年
は
大
台
に
入
る
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
保
険
も
入
っ
て
い
る
け
ど
こ

こ
の
処
低
山
ハ
イ
ク
は
ま
っ
て
る
。
鎌

倉
の
源
氏
山
、
奈
良
京
都
の
鞍
馬
山
、
大

文
字
、
比
叡
山
、
低
山
と
て
な
め
た
ら
い

か
ん
ぜ
よ
う
。
急
登
短
離
あ
っ
て
ま
ず

ま
ず
こ
た
え
ま
す
。
こ
の
10
月
22
日
京

都
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
、
京
都
の
時
代

祭
り
に
偶
然
遭
遇
し
て
観
覧
で
き
た
。

時
代
仮
装
し
て
の
何
千
人
の
行
進
、
見

物
人
は
外
国
人
も
含
め
て
何
万
人
だ
っ

た
ろ
う
か
？
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
祭
り

に
感
動
し
た
。 

 

今
の
勤
め
は
十
八
年
目
に
な
る
。
往

復
歩
い
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
欠
か
さ
ず
、

来
月
は
何
処
の
史
跡
め
ぐ
り
と
か
。
歩

け
る
こ
と
は
幸
せ
。
ま
だ
登
り
隊
の
一

員
を
続
け
ま
す
。 

 

千
葉
は
暖
か
く
紅
葉
は
今
一
ツ
で
す

が
、
時
々
刻
々
と
待
っ
た
な
し
に
刻
ま

れ
て
、
暦
も
後
一
枚
に
な
り
ま
し
た
。 

 

先
日
、
何
年
ぶ
り
か
で
帰
省
、
深
町
氏

ほ
か
同
輩
ら
と
江
戸
屋
で
懇
親
出
来
て

嬉
し
か
っ
た
。 

 

人
口
密
度
の
低
い
上
田
の
コ
ロ
ナ
感

染
の
ス
ゴ
イ
事
、
姉
（
施
設
）
に
逢
え
ず
、

妹
に
は
孫
小
学
校
で
感
染
、
玄
関
口
で

数
分
話
し
て
サ
ヨ
ナ
ラ
…
。
墓
参
り
出

来
て
「
千
古
の
湯
」
に
入
っ
た
。 

 

後
追
い
で
送
っ
た
原
稿
を
整
理
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

2022
年
10
月
30
日 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
10
月
24
日
、
入
稿

同
年
10
月
30
日 

 

第
三
十
八
回
真
田
ま
つ
り
へ 

―
唄
い
あ
る
く
太
郎
山
さ
な
だ
ー 

理
事 

一
之
瀬
和
夫
（
大
日
向
） 

 

2019
の
そ
れ
か
ら
三
年
ぶ
り
の
開
催

に
・
・
、
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
木
島

委
員
長
か
ら
会
長
に
招
待
状
が
あ
り
ま

し
た
。
実
施
は
8
月
6
日
（
土
）
の
16

時
、
三
名
の
出
席
（
会
長
金
子
、
副
会
長

深
町
、
理
事
一
之
瀬
）
で
回
答
し
ま
し
た
。

そ
の
日
、
真
田
ま
で
一
之
瀬
の
足
ど
り

は
つ
ぎ
の
よ
う
で
す
。 

 

東
京
発
6:

52
あ
さ
ま
601
は
、
熊
谷

あ
た
り
か
ら
薄
霧
を
は
ら
い
軽
井
沢
で

は
霧
雨
を
散
ら
し
て
ぬ
け
ま
し
た
。
佐

久
に
は
日
差
し
あ
り
、
上
田
着
8:

28
で

は
青
に
浮
雲
で
足
ど
り
も
軽
く
な
り
ま

し
た
。
改
札
内
の
売
店
で
非
常
食
に
お

や
き
を
三
つ
（
茄
、
野
沢
菜
）
確
保
し
、

い
つ
も
の
よ
う
に
立
そ
ば
啜
り
に
い
そ

ぎ
ま
し
た
。
が
、
先
に
見
え
た
白
紙
に
チ

ョ
ッ
ト
不
安
が
、
ア
～
！
「
閉
店
御
礼
」

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
通
う
人
は
減
り
、

お
と
ず
れ
る
人
々
も
少
な
く
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。 

8：

55
出
迎
え
下
さ
っ
た
深
町
様
に

「
し
ら
か
ば
29
の
135
部
」
を
預
け
た
の

で
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。「
ち
ょ
っ
と

果
園
へ
寄
り
ま
し
ょ
う
・
・
」
に
乗
せ
ら

れ
て
10
分
ほ
ど
先
の
古
屋
敷
へ
・
・
、

生
り
さ
が
る
プ
ル
ー
ン
の
ひ
と
掴
み
を

頂
い
た
こ
と
で
質
量
は
復
し
ま
し
た

（
背
袋
は
６
kg
）。 

 

そ
の
あ
と
、
太
郎
山
の
表
参
道
登
山

口
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
真
田

へ
の
道
ゆ
き
に
1h
も
余
裕
が
で
き
ま

し
た
。 

 

登
山
口
か
ら
太
郎
山
の
頂
ま
で
は

570
ｍ
、
そ
の
往
復
距
離
は
4.1

km
で
す

（
登
口
の
四
丁
石
か
ら
社
の
朱
大
鳥
居

二
十
二
丁
石
ま
で
。
一
丁
石
間
は
概
100

ｍ
）
。
こ
こ
を
発
9：

25
、
持
ち
水
な
し

で
ぬ
め
る
道
を
唄
365
夜
な
ど
で
発
声

訓
練
し
つ
つ
、
神
社
に
参
拝
お
賽
銭
で

奉
り
、
そ
の
さ
き
の
山
頂
で
５
分
ば
か 
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り
上
田
盆
地
を
眺
め
て
休
憩
、
登
口
か

ら
こ
こ
ま
で
に
凡
そ
1.

3h
の
径
で
し

た
。
下
り
は
1h
で
入
口
着
11：

43
、
往
復

に
2.

3h
の
道
の
り
で
し
た
。 

前
日
は
雨
で
し
た
の
で
、
今
朝
の
木

漏
れ
日
道
中
で
二
日
分
の
16
名
に
出

合
い
ま
し
た
。「
ク
マ
様
待
っ
て
い
る
っ

て
い
う
か
ら
さ
、
こ
れ
持
っ
て
る
で
…
」、

と
御
姐
さ
ん
が
振
っ
て
く
れ
た
の
は
ガ

ラ
ガ
ラ
で
し
た
。 

 
 

          

涼
し
い
と
こ
ろ
へ
早
く
い
き
た
く
て

登
山
口
を
11：

55
に
発
ち
、
大
星
神
社
の

脇
を
ぬ
け
て
新
田
に
12:

25
―
蛇
沢
（
Ｒ

144
は
高
校
通
い
に
三
輪
ト
ラ
ッ
ク
で

薪
炭
、
土
建
砂
礫
、
家
畜
堆
肥
運
搬
な
ど

で
行
き
来
し
た
ホ
コ
リ
道
だ
っ
た
）
―

伊
勢
山
―
北
本
原
駅
舎
跡
ま
で
テ
ク
テ

ク
。
川
風
う
け
て
自
治
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
の
係
り
方
に
あ
い
さ
つ
し
、
2.

6h
で

真
田
温
泉
へ
着
い
た
の
は
14：

35
。
こ
ん

な
こ
と
で
、
登
り
始
め
か
ら
ま
つ
り
場

ま
で
の
概
5h
を
唄
道
中
に
し
て
汗
を

飛
ば
し
た
も
の
の
、
足
を
出
せ
ば
進
む

平
道
で
体
力
増
進
は
で
き
ま
せ
ん
。 

休
憩
所
で
若
者
の
う
か
れ
屯
す
さ
ま

を
ビ
ー
ル
片
手
に
な
が
め
て
る
間
に
、

ク
ツ
シ
タ
も
乾
い
た
の
で
（
湿
度
40
％

と
低
）
、
16
時
ご
ろ
に
会
場
へ
入
り
ま

し
た
。
も
う
会
長
と
副
会
長
さ
ん
は
来

賓
方
と
座
っ
て
お
い
で
で
、
空
席
も
目

に
つ
き
ま
し
た(

★
p.2
に
関
連
記
事
）
。 

16
時
、
日
は
陰
っ
た
と
は
い
え
大
地

の
暑
さ
は
退
け
ず
。
主
催
者
の
開
会
宣

言
で
「
こ
れ
か
ら
も
ず
ー
っ
と
祭
り
の

中
心
は
若
い
人
た
ち
で
す
。
地
域
の
小

学
生
か
ら
青
年
み
な
さ
ん
の
祭
り
で
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
あ
つ
い
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
の
土
屋
市
長

挨
拶
や
佐
藤
議
長
の
祝
辞
に
続
い
て
来

賓
方
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
鉄
砲
隊

の
煙
幕
に
巻
か
れ
む
せ
び
、
続
く
ご
う

お
ん
に
ギ
ャ
レ
リ
の
頬
っ
ぺ
た
ふ
る
え

宴
の
火
ぶ
た
切
ら
れ
て
興
奮
の
拍
手
。

数
年
前
ま
で
に
あ
っ
た
盆
踊
り
は
な
く
、

小
学
生
の
踊
り
に
は
じ
ま
り
中
学
生
の

吹
奏
演
、
山
家
神
社
の
お
ご
そ
か
な
豊

栄
の
舞
な
ど
、
後
半
は
若
者
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
の
彩
ど
り
に
拍
手
喝
采
、
中
締

め
は
太
鼓
。
数
年
前
ま
で
あ
っ
た
○
○

音
頭
な
ど
の
伝
承
舞
台
は
で
ま
せ
ん
で

し
た
。
20
時
か
ら
の
30
分
間
に
山
麓
を

照
ら
し
た
の
は
花
火
の
概
千
発
と
推
三

千
人
（
主
催
者
）
の
歓
び
で
し
た
。
こ
の

な
か
で
本
会
か
ら
の
祝
意
弾
束
は
五
発

目
？
で
し
た
。
茶
・
菓
皿
で
歓
迎
し
て
い

た
だ
い
た
来
賓
席
を
20
時
す
ぎ
に
発

ち
、
大
日
向
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

 

い
ま
、
真
田
へ
行
っ
た
こ
と
で
暫
く

途
切
れ
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
状
勢
（
危

機
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
）をYouTube

か

ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。 

[

原
稿]

依
頼
2022
年
8
月
14
日
、
入
稿

同
年
11
月
19
日 

 

       

１１  

飯飯
嶋嶋
まま
ささ
いい
（（
穴穴
沢沢
））  

  

し
ら
か
ば
通
信
た
の
し
み
に
拝
読
し

て
お
り
ま
す
。
東
京
に
出
て
70
年
、
卒

寿
を
迎
え
ま
し
た
。
遠
距
離
通
学
で
鍛

え
た
足
の
筋
肉
が
幸
を
な
し
た
の
か
、

毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
八
千
歩
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
ま

し
た
ら
故
郷
訪
問
が
夢
で
す
。 

22  

石石
巻巻
哲哲
夫夫
（（
曲曲
尾尾
）） 

 

し
ら
か
ば
通
信
は
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

33  

一一
之之
瀬瀬
和和
夫夫
（（
大大
日日
向向
）） 

C20

20
の
１
月
、
あ
の
コ
ロ
ナ
来
襲
に

驚
愕
し
身
の
処
仕
方
も
わ
か
ら
ず
に
て

ん
て
こ
舞
い
。
あ
れ
か
ら
２
年
半
、
よ
う

や
く
落
ち
着
い
た
い
ま
。「
籠
っ
て
お
れ

な
い
」
気
持
ち
い
っ
ぱ
い
で
、
出
歩
い
て

い
ま
す
。
2020
の
春
先
、
山
ハ
イ
ク
で
出

あ
っ
た
バ
カ
バ
カ
シ
イ
ほ
ど
の
マ
ス
ク

人
も
２
年
た
っ
た
今
は
絶
え
て
な
し
。 

 
 

 
太郎山頂上で、20220806 

 
  

会
員
皆
様
の
近
況
（
注
） 

（
敬
称
略
・
旧
姓
・
出
身
区
） 

  

《広告欄》

代行 ゆきむら

長野県公安委員会認定第 273 号：代行保険完備
代表 飯島　嘉夫

TEL 090-1504-1196
〒386-2202 上田市真田町本原 2749

営業時間  20:00 ～ 3:00

リンゴの 大 松 農 園
小玉のサンふじ・シナノスイートは、

2 月末まで発送いたします。
連絡先

〒386-2203 上田市真田町傍陽 3774-7
堀内　昭一

Tel.090-4017-3721  Fax.0268-75-3355
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―
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ク
は
終
焉
で
す

ー
、
と
テ
ド
ロ
ス
・
ア
ダ
ノ
ム

WHO

事

務
局
長
が
唱
え
て
い
ま
す
。
2022
の
７
，

８
月
は
雨
に
た
た
ら
れ
陣
馬
―
高
尾
の

8h
ハ
イ
ク
は
二
回
に
留
ま
り
ま
し
た
。

６
kg
を
負
い
七
五
調
を
唱
え
根
絡
み

を
上
り
下
り
、
記
憶
力
、
肺
気
量
4.2
ℓ

を
目
指
し
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
帰
途
、

高
尾
裏
の
208
段
３
分
以
内
で
登
り
き

る
の
が
現
在
の
耐
力
維
持
目
安
で
す
。

平
地
の
市
民
農
園
で
大
根
種
を
採
集
し
、

八
月
下
旬
の
種
蒔
に
は
み
ど
り
、
し
な
、

む
ら
さ
き
・
・
、
な
ど
八
種
目
を
土
へ
入

れ
て
い
ま
す
。 

44  

岩岩
崎崎
みみ
ちち
子子
（（
正正
木木
・・
菅菅
平平
））  

 

我
が
家
で
は
長
い
夏
休
み
が
終
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
ら
息
子
家
族
が
コ
ロ

ナ
に
な
り
夏
休
み
が
10
日
間
の
び
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
コ
ロ
ナ
が
こ

ん
な
に
大
変
か
と
、
家
族
が
な
っ
て
知

っ
た
事
が
多
い
で
す
。
本
当
に
気
を
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

眞
田
の
会
も
今
後
の
方
向
が
み
あ
た

り
ま
せ
ん
ね
。 

 

世
の
中
が
幸
せ
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
う
日
々
で
す
。
幹
事
の
皆
さ
ん
の
ご

苦
労
が
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

55  

上上
ノノ
山山
勝勝
信信
（（
堀堀
内内
・・
三三
島島
平平
））  

  

  

幹
事
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。
今
年
は

懇
親
会
が
実
施
出
来
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
っ
て
。 

66  

大大
代代
今今
朝朝
幸幸
（（
菅菅
平平
））  

 

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
で
退
会
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

77  

荻荻
原原
啓啓
治治
（（
四四
日日
市市
））  

健
康
第
一
、
好
き
な
音
楽
を
恋
人
と

し
て
毎
日
を
過
ご
し
て
居
り
ま
す
。 

88  

加加
賀賀
見見
昌昌
子子
（（
山山
本本
・・
横横
沢沢
））  

 

 

ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

99  

金金
子子  

誠誠
（（
傍傍
陽陽
田田
中中
）） 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
か
な
り
落
ち
着
い
て
来

た
と
は
言
え
、
大
人
数
で
の
会
食
は
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
よ
う
で
す
の
で
気
付

け
て
会
食
し
て
お
り
ま
す
。 

1100  

川川
上上
年年
美美
（（
宮宮
崎崎
・・
菅菅
平平
）） 

 

今
年
も
コ
ロ
ナ
で
皆
様
に
お
会
い
で

き
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

元
気
で

又
お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。 

 

皆
様
の
健
康
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1111  

神神
田田
幸幸
雄雄
（（
横横
尾尾
）） 

 

人
工
授
粉
で
き
ず
、
来
年
こ
そ
成
功

さ
せ
る
と
誓
っ
た
。
80
は
遠
い
先
の
こ

と
と
思
っ
て
い
た
が
目
前
と
は
…
終
息

が
み
え
な
い
不
安
な
日
々
で
す
が
、
先

ず
は
感
染
し
な
い
よ
う
注
意
し
、
会
員

の
皆
様
に
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
役
員
の
皆
様

ご
苦
労
様
で
す
。
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
自
粛
生
活
の
中
、
妻
が
蒔
い
た

「
南
瓜
の
花
」（
か
ぼ
ち
ゃ
）
が
太
陽
の

日
を
浴
び
て
金
色
に
美
し
く
映
え
て
い

た
。 「

昨
年
、
南
瓜
の
花
は
咲
い
た
が
実

が
生
ら
な
か
っ
た
ど
う
し
て
？
」
と
相

談
あ
り
、
南
瓜
は
雌
雄
異
花
、
雄
花
と
雌

花
の
違
い
、
こ
の
辺
り
に
蜂
な
ど
い
な

い
の
で
人
工
授
粉
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

説
明
。
庭
先
の
花
を
観
察
、
殆
ど
雄
花

（
つ
る
花
）
で
あ
っ
た
が
別
の
つ
る
の

葉
陰
に
一
つ
だ
け
雌
花
を
発
見
、
数
日

で
開
花
と
予
測
、
雄
花
を
冷
凍
保
存
し

開
花
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
た
。
数
日
た
っ

た
が
開
花
せ
ず
し
お
れ
て
し
ま
っ
た
。 

1122  

小小
林林
重重
利利
（（
入入
軽軽
井井
沢沢
））  

 

コ
ロ
ナ
感
染
の
な
か
、
真
田
町
の
会

会
長
大
変
ご
苦
労
様
で
す
。 

 

私
は
、
昨
年
の
腰
椎
骨
折
の
後
、
ヘ
ル

ニ
ア
な
ど
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
日
々
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。 

1133  

小小
林林
孝孝
雄雄
（（
曲曲
尾尾
）） 

イ
ギ
リ
ス
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
葬
儀

を
拝
見
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
偉
大
さ
に
敬

服
で
す
。
私
は
女
王
よ
り
一
才
上
の
才

97
才
と
な
り
ま
し
た
。 

真
田
町
の
会
の
永
続
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。 

 

1144  

坂坂
口口
英英
一一
（（
真真
田田
）） 

毎
日
、
元
気
に
働
い
て
お
り
ま
す
。 

1155  

坂坂
口口
典典
和和
（（
真真
田田
））  

 

終
戦
末
期
に
生
を
受
け
そ
れ
か
ら

77
余
年
。
科
学
や
技
術
の
進
歩
で
結
核

や
貧
困
を
克
服
し
今
は
AI
の
領
域
に

達
し
た
と
言
う
の
に
、
今
さ
ら
コ
ロ
ナ

蔓
延
に
自
然
災
害
。
そ
し
て
戦
争
ま
で
。

不
便
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
お
り
、
大
阪
に
住
む
長
男
に

子
供
が
生
ま
れ
た
と
嬉
し
い
知
ら
せ
。

披
露
に
と
こ
ち
ら
に
来
た
の
で
、
私
も 
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皆
を
連
れ
実
家
（
真
田
）
に
３
年
ぶ
り
の

帰
省
。
泊
り
は
藤
村
ゆ
か
り
の
宿
。 

 

地
元
の
料
理
に
舌
を
鼓
ち
、
ま
た
お

も
て
な
し
に
感
激
し
満
足
の
一
夜
。 

 

日
々
の
生
活
は
建
築
会
社
グ
ル
ー
プ

の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
の
社
員
と
し

て
あ
ち
こ
ち
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
駆
け
回

っ
て
お
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
の
様
な
所
も

あ
れ
ば
孤
独
死
が
起
こ
る
古
い
所
ま
で
。 

 

目
標
は
100
歳
以
上
。 

1166  

椎椎
名名
巳巳
津津
男男
（（
山山
口口
・・
横横
沢沢
）） 

 

大
変
ご
無
沙
汰
で
す
。
役
員
の
皆
様

方
の
ご
苦
労
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

私
こ
と
体
調
を
損
ね
て
お
り
残
念
な

が
ら
今
回
の
総
会
に
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

宜
し
く
申
し
上
げ
て
下
さ
い
。 

1177  

塩塩
沢沢
和和
政政
（（
大大
日日
向向
））  

役
員
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
す
。
当
方
、

元
気
で
お
り
ま
す
。
総
会
に
は
出
席
で

き
ま
せ
ん
が
、
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝

え
下
さ
い
。 

1188  

柴柴
田田
小小
夜夜
子子
（（
市市
村村
・・
菅菅
平平
）） 

 

先
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
の
感
染
、
長

男
の
方
で
も
毎
日
増
え
て
い
る
様
子
、

大
変
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
又
気
候
も

不
順
で
未
だ
に
な
い
違
和
感
が
あ
り
ま

す
。 10

月
の
総
会
に
は
元
気
で
皆
様
に

お
会
い
し
た
い
で
す
。 

1199  

杉杉
崎崎
壽壽
三三
男男
（（
菅菅
平平
）） 

 

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
よ
り
離
れ
、
平

和
な
日
常
生
活
に
戻
し
た
い
も
の
で
す
。 

2200  

杉杉
村村
房房
枝枝
（（
落落
合合
・・
萩萩
））  

 

お
世
話
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
ダ

ボ
ス
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
心
配
で
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も

ご
健
康
に
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う

に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

2211  

鈴鈴
木木
邦邦
子子
（（
横横
尾尾
）） 

 

1
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も
あ
る
為
理
事
会
も
Zoom

に
て
行
わ
れ
て
い
る
ご
様
子
。
全
員
の

意
見
交
換
も
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
？ 

 

10
月
に
は
久
々
の
総
会
も
開
催
さ

れ
る
と
の
事
、
理
事
の
方
々
の
ご
苦
労

が
良
く
理
解
で
き
ま
す
。
実
際
問
題
と

し
て
こ
の
ま
ま
会
は
ど
こ
迄
存
続
可
能

か
ど
う
か
？
と
気
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
々
の
ご
意
見
を
是
非
お
聞
き

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

久
々
の
総
会
が
つ
つ
が
な
く
成
功
さ

れ
る
事
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

2222  

関関  

弘弘
吉吉
（（
中中
組組
）） 

 

役
員
の
皆
様
、
種
々
制
約
の
あ
る
中
、

総
会
開
催
ご
苦
労
様
で
す
。
多
く
の

方
々
に
お
会
い
出
来
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

 

ふ
る
さ
と
訪
問
（
旅
行
）
が
早
く
再
開

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

2233  

武武
田田
守守
央央
（（
真真
田田
）） 

 

四
月
に
怪
我
を
し
五
月
に
入
院
し
ま

し
た
が
い
ま
で
も
怪
我
の
あ
と
痛
み
ま

す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
出
席
で

き
ま
せ
ん
。
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

2244  

館館
野野
清清
實實
（（
堀堀
内内
・・
田田
中中
）） 

 

行
き
た
い
の
は
山
々
で
す
が
、
ま
だ

コ
ロ
ナ
が
心
配
で
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

皆
様
に
よ
ろ
し
く
。 

2255  

角角
田田
和和
美美
（（
清清
水水
・・
菅菅
平平
「「
ツツ
ノノ
ダダ
」」））  

 

住
所
一
部
変
更
し
ま
し
た
（
番
地
の

し
も
数
字
42
→
22
で
す
。
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
返
信
遅

く
な
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。 

2266  

長長
田田
ムム
ネネ
子子
（（
矢矢
島島
・・
真真
田田
）） 

 

久
々
の
総
会
開
催
に
当
り
役
員
及
び

幹
事
方
々
お
世
話
様
で
す
。
皆
様
に
お

会
い
出
来
る
事
を
楽
し
み
に
い
わ
き
よ

り
が
ん
ば
っ
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

東
京
都
内
へ
行
く
の
も
久
々
な
の
で
体

調
整
え
て
元
気
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

 

2277  

野野
間間
亮亮
子子
（（
北北
沢沢
・・
横横
尾尾
）） 

 

世
の
中
は
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
お
さ

ま
り
ま
せ
ん
が
、
秋
め
い
て
き
た
こ
の

季
節
、
梨
狩
り
や
り
ん
ご
狩
り
な
ど
に

は
つ
い
つ
い
出
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
は
欠
席
で
す
が
相
変
ら
ず
元
気
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

2288  

半半
田田  

喜喜
章章
（（
中中
横横
道道
）） 

 

役
員
の
皆
様
に
は
長
い
間
に
亘
り
楽

し
い
語
ら
い
の
場
を
作
っ
て
頂
き
感
謝

致
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
で
外
出

も
儘
な
ら
ず
足
腰
の
衰
え
と
加
齢
も
あ

り
遠
方
へ
出
掛
け
る
事
が
厳
し
く
な
り

ま
し
た
の
で
残
念
な
が
ら
退
会
致
し
た

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

東
京
真
田
町
の
会
の
永
続
と
皆
々
様

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

2299  

深深
町町
共共
榮榮
（（
山山
岸岸
・・
田田
中中
）） 

 

会
員
の
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
を
さ
け
ご

清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
神
田
様
か

ら
事
務
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
不
慣

れ
な
事
が
多
く
皆
様
に
十
分
サ
ー
ビ
ス

が
行
き
届
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
真
田
郷

に
て
過
ご
し
て
お
り
、
関
東
へ
出
向
く

機
会
が
め
っ
き
り
減
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
夏
、
晴
天
が
続
い
た
も
の
の
、
そ

の
後
、
雨
天
も
多
く
、
十
本
足
ら
ず
の
リ

ン
ゴ
畑
の
草
が
元
気
よ
く
茂
り
、
草
刈

り
に
手
を
や
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

台
風
が
来
な
い
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
サ

ン
フ
ジ
収
穫
に
向
け
て
畑
に
出
掛
け
て

い
ま
す
。
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 
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―
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ク
は
終
焉
で
す

ー
、
と
テ
ド
ロ
ス
・
ア
ダ
ノ
ム

WHO

事

務
局
長
が
唱
え
て
い
ま
す
。
2022
の
７
，

８
月
は
雨
に
た
た
ら
れ
陣
馬
―
高
尾
の

8h
ハ
イ
ク
は
二
回
に
留
ま
り
ま
し
た
。

６
kg
を
負
い
七
五
調
を
唱
え
根
絡
み

を
上
り
下
り
、
記
憶
力
、
肺
気
量
4.2
ℓ

を
目
指
し
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
帰
途
、

高
尾
裏
の
208
段
３
分
以
内
で
登
り
き

る
の
が
現
在
の
耐
力
維
持
目
安
で
す
。

平
地
の
市
民
農
園
で
大
根
種
を
採
集
し
、

八
月
下
旬
の
種
蒔
に
は
み
ど
り
、
し
な
、

む
ら
さ
き
・
・
、
な
ど
八
種
目
を
土
へ
入

れ
て
い
ま
す
。 

44  

岩岩
崎崎
みみ
ちち
子子
（（
正正
木木
・・
菅菅
平平
））  

 

我
が
家
で
は
長
い
夏
休
み
が
終
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
ら
息
子
家
族
が
コ
ロ

ナ
に
な
り
夏
休
み
が
10
日
間
の
び
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
コ
ロ
ナ
が
こ

ん
な
に
大
変
か
と
、
家
族
が
な
っ
て
知

っ
た
事
が
多
い
で
す
。
本
当
に
気
を
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

眞
田
の
会
も
今
後
の
方
向
が
み
あ
た

り
ま
せ
ん
ね
。 

 

世
の
中
が
幸
せ
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
う
日
々
で
す
。
幹
事
の
皆
さ
ん
の
ご

苦
労
が
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

55  

上上
ノノ
山山
勝勝
信信
（（
堀堀
内内
・・
三三
島島
平平
））  

  

  

幹
事
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。
今
年
は

懇
親
会
が
実
施
出
来
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
っ
て
。 

66  

大大
代代
今今
朝朝
幸幸
（（
菅菅
平平
））  

 

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
で
退
会
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

77  

荻荻
原原
啓啓
治治
（（
四四
日日
市市
））  

健
康
第
一
、
好
き
な
音
楽
を
恋
人
と

し
て
毎
日
を
過
ご
し
て
居
り
ま
す
。 

88  

加加
賀賀
見見
昌昌
子子
（（
山山
本本
・・
横横
沢沢
））  

 

 

ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

99  

金金
子子  

誠誠
（（
傍傍
陽陽
田田
中中
）） 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
か
な
り
落
ち
着
い
て
来

た
と
は
言
え
、
大
人
数
で
の
会
食
は
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
よ
う
で
す
の
で
気
付

け
て
会
食
し
て
お
り
ま
す
。 

1100  

川川
上上
年年
美美
（（
宮宮
崎崎
・・
菅菅
平平
）） 

 

今
年
も
コ
ロ
ナ
で
皆
様
に
お
会
い
で

き
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

元
気
で

又
お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。 

 

皆
様
の
健
康
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1111  

神神
田田
幸幸
雄雄
（（
横横
尾尾
）） 

 

人
工
授
粉
で
き
ず
、
来
年
こ
そ
成
功

さ
せ
る
と
誓
っ
た
。
80
は
遠
い
先
の
こ

と
と
思
っ
て
い
た
が
目
前
と
は
…
終
息

が
み
え
な
い
不
安
な
日
々
で
す
が
、
先

ず
は
感
染
し
な
い
よ
う
注
意
し
、
会
員

の
皆
様
に
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
役
員
の
皆
様

ご
苦
労
様
で
す
。
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
自
粛
生
活
の
中
、
妻
が
蒔
い
た

「
南
瓜
の
花
」（
か
ぼ
ち
ゃ
）
が
太
陽
の

日
を
浴
び
て
金
色
に
美
し
く
映
え
て
い

た
。 「

昨
年
、
南
瓜
の
花
は
咲
い
た
が
実

が
生
ら
な
か
っ
た
ど
う
し
て
？
」
と
相

談
あ
り
、
南
瓜
は
雌
雄
異
花
、
雄
花
と
雌

花
の
違
い
、
こ
の
辺
り
に
蜂
な
ど
い
な

い
の
で
人
工
授
粉
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

説
明
。
庭
先
の
花
を
観
察
、
殆
ど
雄
花

（
つ
る
花
）
で
あ
っ
た
が
別
の
つ
る
の

葉
陰
に
一
つ
だ
け
雌
花
を
発
見
、
数
日

で
開
花
と
予
測
、
雄
花
を
冷
凍
保
存
し

開
花
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
た
。
数
日
た
っ

た
が
開
花
せ
ず
し
お
れ
て
し
ま
っ
た
。 

1122  

小小
林林
重重
利利
（（
入入
軽軽
井井
沢沢
））  

 

コ
ロ
ナ
感
染
の
な
か
、
真
田
町
の
会

会
長
大
変
ご
苦
労
様
で
す
。 

 

私
は
、
昨
年
の
腰
椎
骨
折
の
後
、
ヘ
ル

ニ
ア
な
ど
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
日
々
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。 

1133  

小小
林林
孝孝
雄雄
（（
曲曲
尾尾
）） 

イ
ギ
リ
ス
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
葬
儀

を
拝
見
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
偉
大
さ
に
敬

服
で
す
。
私
は
女
王
よ
り
一
才
上
の
才

97
才
と
な
り
ま
し
た
。 

真
田
町
の
会
の
永
続
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。 

 

1144  

坂坂
口口
英英
一一
（（
真真
田田
）） 

毎
日
、
元
気
に
働
い
て
お
り
ま
す
。 

1155  

坂坂
口口
典典
和和
（（
真真
田田
））  

 

終
戦
末
期
に
生
を
受
け
そ
れ
か
ら

77
余
年
。
科
学
や
技
術
の
進
歩
で
結
核

や
貧
困
を
克
服
し
今
は
AI
の
領
域
に

達
し
た
と
言
う
の
に
、
今
さ
ら
コ
ロ
ナ

蔓
延
に
自
然
災
害
。
そ
し
て
戦
争
ま
で
。

不
便
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
お
り
、
大
阪
に
住
む
長
男
に

子
供
が
生
ま
れ
た
と
嬉
し
い
知
ら
せ
。

披
露
に
と
こ
ち
ら
に
来
た
の
で
、
私
も 
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皆
を
連
れ
実
家
（
真
田
）
に
３
年
ぶ
り
の

帰
省
。
泊
り
は
藤
村
ゆ
か
り
の
宿
。 

 
地
元
の
料
理
に
舌
を
鼓
ち
、
ま
た
お

も
て
な
し
に
感
激
し
満
足
の
一
夜
。 

 

日
々
の
生
活
は
建
築
会
社
グ
ル
ー
プ

の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
の
社
員
と
し

て
あ
ち
こ
ち
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
駆
け
回

っ
て
お
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
の
様
な
所
も

あ
れ
ば
孤
独
死
が
起
こ
る
古
い
所
ま
で
。 

 

目
標
は
100
歳
以
上
。 

1166  

椎椎
名名
巳巳
津津
男男
（（
山山
口口
・・
横横
沢沢
）） 

 

大
変
ご
無
沙
汰
で
す
。
役
員
の
皆
様

方
の
ご
苦
労
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

私
こ
と
体
調
を
損
ね
て
お
り
残
念
な

が
ら
今
回
の
総
会
に
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

宜
し
く
申
し
上
げ
て
下
さ
い
。 

1177  

塩塩
沢沢
和和
政政
（（
大大
日日
向向
））  

役
員
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
す
。
当
方
、

元
気
で
お
り
ま
す
。
総
会
に
は
出
席
で

き
ま
せ
ん
が
、
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝

え
下
さ
い
。 

1188  

柴柴
田田
小小
夜夜
子子
（（
市市
村村
・・
菅菅
平平
）） 

 

先
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
の
感
染
、
長

男
の
方
で
も
毎
日
増
え
て
い
る
様
子
、

大
変
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
又
気
候
も

不
順
で
未
だ
に
な
い
違
和
感
が
あ
り
ま

す
。 10

月
の
総
会
に
は
元
気
で
皆
様
に

お
会
い
し
た
い
で
す
。 

1199  

杉杉
崎崎
壽壽
三三
男男
（（
菅菅
平平
）） 

 

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
よ
り
離
れ
、
平

和
な
日
常
生
活
に
戻
し
た
い
も
の
で
す
。 

2200  

杉杉
村村
房房
枝枝
（（
落落
合合
・・
萩萩
））  

 

お
世
話
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
ダ

ボ
ス
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
心
配
で
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も

ご
健
康
に
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う

に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

2211  

鈴鈴
木木
邦邦
子子
（（
横横
尾尾
）） 

 

1
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も
あ
る
為
理
事
会
も
Zoom

に
て
行
わ
れ
て
い
る
ご
様
子
。
全
員
の

意
見
交
換
も
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
？ 

 

10
月
に
は
久
々
の
総
会
も
開
催
さ

れ
る
と
の
事
、
理
事
の
方
々
の
ご
苦
労

が
良
く
理
解
で
き
ま
す
。
実
際
問
題
と

し
て
こ
の
ま
ま
会
は
ど
こ
迄
存
続
可
能

か
ど
う
か
？
と
気
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
々
の
ご
意
見
を
是
非
お
聞
き

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

久
々
の
総
会
が
つ
つ
が
な
く
成
功
さ

れ
る
事
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

2222  

関関  

弘弘
吉吉
（（
中中
組組
）） 

 

役
員
の
皆
様
、
種
々
制
約
の
あ
る
中
、

総
会
開
催
ご
苦
労
様
で
す
。
多
く
の

方
々
に
お
会
い
出
来
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

 

ふ
る
さ
と
訪
問
（
旅
行
）
が
早
く
再
開

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

2233  

武武
田田
守守
央央
（（
真真
田田
）） 

 

四
月
に
怪
我
を
し
五
月
に
入
院
し
ま

し
た
が
い
ま
で
も
怪
我
の
あ
と
痛
み
ま

す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
出
席
で

き
ま
せ
ん
。
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

2244  

館館
野野
清清
實實
（（
堀堀
内内
・・
田田
中中
）） 

 

行
き
た
い
の
は
山
々
で
す
が
、
ま
だ

コ
ロ
ナ
が
心
配
で
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

皆
様
に
よ
ろ
し
く
。 

2255  

角角
田田
和和
美美
（（
清清
水水
・・
菅菅
平平
「「
ツツ
ノノ
ダダ
」」））  

 

住
所
一
部
変
更
し
ま
し
た
（
番
地
の

し
も
数
字
42
→
22
で
す
。
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
返
信
遅

く
な
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。 

2266  

長長
田田
ムム
ネネ
子子
（（
矢矢
島島
・・
真真
田田
）） 

 

久
々
の
総
会
開
催
に
当
り
役
員
及
び

幹
事
方
々
お
世
話
様
で
す
。
皆
様
に
お

会
い
出
来
る
事
を
楽
し
み
に
い
わ
き
よ

り
が
ん
ば
っ
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

東
京
都
内
へ
行
く
の
も
久
々
な
の
で
体

調
整
え
て
元
気
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

 

2277  

野野
間間
亮亮
子子
（（
北北
沢沢
・・
横横
尾尾
）） 

 

世
の
中
は
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
お
さ

ま
り
ま
せ
ん
が
、
秋
め
い
て
き
た
こ
の

季
節
、
梨
狩
り
や
り
ん
ご
狩
り
な
ど
に

は
つ
い
つ
い
出
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
は
欠
席
で
す
が
相
変
ら
ず
元
気
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

2288  

半半
田田  

喜喜
章章
（（
中中
横横
道道
）） 

 

役
員
の
皆
様
に
は
長
い
間
に
亘
り
楽

し
い
語
ら
い
の
場
を
作
っ
て
頂
き
感
謝

致
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
で
外
出

も
儘
な
ら
ず
足
腰
の
衰
え
と
加
齢
も
あ

り
遠
方
へ
出
掛
け
る
事
が
厳
し
く
な
り

ま
し
た
の
で
残
念
な
が
ら
退
会
致
し
た

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

東
京
真
田
町
の
会
の
永
続
と
皆
々
様

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

2299  

深深
町町
共共
榮榮
（（
山山
岸岸
・・
田田
中中
）） 

 

会
員
の
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
を
さ
け
ご

清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
神
田
様
か

ら
事
務
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
不
慣

れ
な
事
が
多
く
皆
様
に
十
分
サ
ー
ビ
ス

が
行
き
届
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
真
田
郷

に
て
過
ご
し
て
お
り
、
関
東
へ
出
向
く

機
会
が
め
っ
き
り
減
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
夏
、
晴
天
が
続
い
た
も
の
の
、
そ

の
後
、
雨
天
も
多
く
、
十
本
足
ら
ず
の
リ

ン
ゴ
畑
の
草
が
元
気
よ
く
茂
り
、
草
刈

り
に
手
を
や
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

台
風
が
来
な
い
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
サ

ン
フ
ジ
収
穫
に
向
け
て
畑
に
出
掛
け
て

い
ま
す
。
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

  
  

JA信州うえだ

女性部真田支会
〒386-2201
長野県上田市真田町長3893-1
　TEL0268-72-2300
　FAX0268-72-4032
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3300  

堀堀
内内
敏敏
文文
（（
下下
横横
道道
）） 

 

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
の

減
少
下
で
の
会
の
運
営
に
努
力
し
て
い

る
幹
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

3311  

堀堀
内内
寿寿
美美
（（
上上
横横
道道
）） 

 

 

い
つ
も
ご
連
絡
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
10
月
30
日
は
予
定
が
あ
り
す

み
ま
せ
ん
。
皆
様
に
宜
し
く
お
伝
え
下

さ
い
。 

3322  

堀堀
内内
博博
典典
（（
三三
島島
平平
）） 

 

重
要
な
事
項
、
期
限
が
過
ぎ
た
返
信

で
大
変
申
し
訳
な
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
一
之
瀬
理
事
様
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

の
お
電
話
を
い
た
だ
き
気
づ
い
た
次
第

で
す
。 

会
報
、
し
ら
か
ば
通
信
は
ふ
る
さ
と

情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
と
て
も
あ
り

が
た
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
準
高
齢
者
を
卒
業
す
る
年
に
な

り
ま
し
た
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を

し
て
お
り
、
土
日
は
休
息
日
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。 

3333  

堀堀
内内  

福福
（（
下下
横横
道道
）） 

 

元
気
で
す
‼ 

3344  

堀堀
内内  

幸幸
（（
下下
横横
道道
）） 

 

会
長
は
じ
め
理
事
役
員
の
皆
様
の
ご

苦
労
推
察
い
た
し
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

わ
た
く
し
の
入
会
は
50
歳
代
で
当

時
の
総
会
は
100
名
ほ
ど
参
加
が
あ
っ

た
記
憶
で
す
。 

 

1.
コ
ロ
ナ
禍
で
の
近
況 

昨
年
11
月
に
帰
省
し
た
こ
と
が
最

遠
方
旅
行
で
す
。
普
段
は
家
の
近
所
を

午
前
午
後
に
１
回
づ
つ
20
分
程
度
ウ

ロ
ウ
ロ
…
散
歩
（
目
標
５
千
歩
） 

2.
カ
ラ
オ
ケ 

週
１
回
毎
日
曜
日
午
前
11
時
か
ら

午
後
４
時
半
ま
で
近
所
の
カ
ラ
オ
ケ
店

一
室
を
借
り
同
好
会
に
参
加
。 

3.
水
彩
画
の
展
示 

近
所
の
高
齢
者
介
護
施
設
に
週
一
回
、

替
え
な
が
ら
10
年
に
な
り
ま
し
た
。 

3355  

宮宮
下下
毅毅
士士
（（
真真
田田
）） 

 

今
回
で
退
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
総
会
に
は
一
回
も
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
を

送
っ
て
い
た
だ
き
、
真
田
町
の
こ
と
な

ど
想
い
出
し
て
い
ま
し
た
。 

 

実
家
は
山
家
神
社
の
近
く
に
あ
り
、

高
校
生
活
ま
で
過
し
た
と
こ
ろ
で
生
活

の
す
べ
て
が
思
い
出
深
い
も
の
で
し
た
。

田
畑
や
山
の
仕
事
手
伝
い
な
が
ら
「
く

す
り
屋
」
も
や
っ
て
い
て
楽
し
い
毎
日

で
し
た
。 

 

今
は
実
家
や
田
畑
も
譲
渡
し
、
残
っ

て
い
る
の
は
山
と
お
墓
だ
け
で
す
。 

 

長
い
間
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
総
会
の
成
功
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。 

3366  

八八
木木
五五
郎郎
（（
中中
横横
道道
）） 

 

 

猛
暑
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
施
設
勤
め
、
19
年
目
に
な
り
ま
す
。

昨
年
左
膝
に
金
属
が
入
っ
て
、
お
座
り

は
で
き
な
い
も
生
活
に
支
障
な
し
。
自

転
車
で
房
州
路
走
り
、
先
日
は
山
仲
間

（
20
年
来
）
八
名
（
夫
婦
二
組
）
千
葉

始
発
の
あ
ず
さ
で
松
本
上
高
地
西
穂
高

岳
奥
飛
騨
温
泉
を
巡
っ
て
来
た
。
急
勾

配
直
登
出
来
た
事
、
嬉
し
か
っ
た
、
又
ゆ

く
ぞ
！
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
ま
す
。
全
く
話
し
変
り
ま
す

が
同
輩
の
牧
内
泰
男
君
よ
り
、
し
ら
か

ば
通
信
が
届
い
た
夜
、
私
へ
TEL
入
っ
て
、

三
年
前
よ
り
脳
梗
塞
や
っ
て
発
見
遅
れ

て
、
全
く
歩
け
ず
。
ベ
ッ
ド
生
活
と
の
こ

と
と
な
っ
た
。
三
年
前
に
「
退
（
脱
）
届

け
た
の
に
、
ま
だ
脱
退
に
な
っ
て
居
な

い
の
で
、
私
か
ら
連
絡
し
て
く
れ
」
と
頼

ま
れ
た
。
一
人
二
人
と
離
れ
て
行
く
事

は
寂
し
い
限
り
で
す
。
お
手
配
宜
し

く
！ 

3377  

柳柳
沢沢
郁郁
政政
（（
戸戸
沢沢
）） 

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
平
日
の
ゴ
ル
フ
場 

は
元
気
な
人
達
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

3388  

山山
口口
元元
彦彦
（（
横横
沢沢
）） 

 

今
年
は
な
ん
と
か
総
会
・
懇
親
会
が

開
け
そ
う
で
嬉
し
い
で
す
。 

な
つ
か
し
い
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

3399  

山山
嵜嵜
静静
次次
（（
横横
尾尾
）） 

残
暑
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
役

員
方
の
活
躍
を
御
祈
り
し
祈
念
し
て
い

ま
す
。 

年
を
と
っ
て
田
舎
へ
も
帰
れ
な
く
な

り
ま
し
た
が
数
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
帰

ろ
う
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

4400  

吉吉
川川
栄栄
子子
（（
中中
組組
・・
武武
捨捨
）） 

 

～
近
況
～ 
昨
年
11
月
に
自
宅
で

転
倒
し
大
腿
骨
折
し
ま
し
た
。
手
術
で

人
工
関
節
を
入
れ
た
の
で
す
が
、
三
回

脱
臼
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
三
月
に
退

院
を
し
て
、
車
椅
子
生
活
で
す
が
、
老
人

ホ
ー
ム
に
い
ま
す
。
歩
く
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
い
ま
す
。
出
席
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
残
念
で
す
。 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
長
女
の
代
筆
に
よ
り
ま
す
） 

＝ 
 
 

＝ 

令
和
４
年
度
の
議
案
書
面
表
決
の
お

願
い
で
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
返
信
は

65
通
で
し
た
（
締
切
９
月
21
日
）
。 

こ
の
う
ち
近
況
欄
に
記
述
が
あ
っ
た

の
は
41
名
で
し
た
が
、
編
集
部
で
精
査

し
40
名
の
方
の
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

[

原
稿]

入
稿
20

22
年
12
月
18
日 

＝ 
 
 

＝ 

      

～会 員 消 息～ 

(令和 3年 11月～令和 4年 10月) 

< 住 所 変 更（敬称略）>   

○角田和美 

〒183-0042東京都府中市武蔵台 1-18-22 

< 退 会（敬称略）> 長年にわたり本会の運営 

にご協力いただきありがとうございました。 

荒木廣之（逝）、大代今朝幸、海瀬浩弘司（逝）、 

桑田博章、杉村房枝、牧内泰男、宮下毅士、 

成澤今朝信、花岡孝雄、半田喜章 
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        令和３年度 会 務 報 告 書 

令和３年       

5月 16日 
 

6月 25日 
 
 
 
 

7月 16日 
 

8月 10日 
9月 10日 

 
 
 

10月 3日 
 

11月 7日 
 
 

12月 21日 
令和４年 

2月 6日 
 
 
 
 

3月 20日 
 

3月 31日 

・5 月 16 日開催予定の第 34 回総会・懇親会は、コロナ禍のために中止
し、10月 3日に延期とする。 

Zoomによる理事会（第 1回） 
・令和 2年度の会務報告、令和 3年度の事業計画及び予算の審議 
・10月 3日（日）に予定した第 34回総会・懇親会は、新型コロナ感染が
収まる見通しが得れないため中止とする。その結果、総会に諮るべき議

案は、しらかば通信臨時号（No.27）を発行し、書面表決とする。 
Zoomによる理事会（第 2回） 
・しらかば通信No.27の編集について審議 
しらかば通信 No.27（臨時号）の発行 
・ハガキによる表決  
令和 2年度の会務報告（第 1号議案）及び決算報告（第 2号議案）、令和
3年度事業計画（第 3号議案）及び予算（第 4号議案）の計 4号議案につ
て、回答 71通すべてにおいて賛成を得る。  
Zoomによる理事会（第 3回） 
・表決結果の報告、日本ダボス 34号の編集、役員体制を審議する。 
Zoomによる理事会（第 4回） 
・日本ダボス 34号の編集、次回総会（令和 4年 5月 15日）、ふるさと会
の統合について審議する。 
日本ダボス 34号を発行。 
――――――― 

Zoomによる理事会（第 5回） 
・令和 4年度の事業計画の検討。令和 4年 5月 15日（日）に総会・懇親
会開催を予定したが、オミクロン株の感染状況から、10月 30日（日）
に延期することとした。 
・しらかば通信No.28について審議し 3月 31日に発行するとした。 
Zoomによる理事会（第 6回） 
・しらかば通信No.28の発行及び令和 4年度の活動方針の検討。 
しらかば通信 No.28を発行。

上田市補助金 300,000 上田市補助金返却 107,142
年会費 163,500 総会懇親会費 0
総会懇親会費 0 会報発行費 385,716
広告 130,000 事業費 43,526
寄付金 500 事業通信費 4,248
利息 2 事務用品費 3,020
　 　 会議費 0
　 　 渉外費 10,000
　 　 交通費 0
　 　 雑費 5,043
　 　 　 　
当期収入 594,002 小計 558,695
前期繰越 221,365 繰越金 256,672
合計 815,367 合計　 815,367

令和３年度　決　算　報　告
（令和3年4月1日～令和4年3年31日）

収入の部 支出の部
収支決算を左記に報告

します。 

 会計 坂口典和 ㊞ 

左記の決算報告書は適 

正かつ真実であることを認

めます。 

監事 荻原 啓治 ㊞ 

監事 深町 共榮 ㊞ 

（令和4年6月15日） 

 
★ 令和 4年度の役員は 3

年度と同じです。 

重複をいとわずｐ.2 へ

掲載しました。 

★ 会員消息を p.24 に掲

載しました。 
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3300  

堀堀
内内
敏敏
文文
（（
下下
横横
道道
）） 

 

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
の

減
少
下
で
の
会
の
運
営
に
努
力
し
て
い

る
幹
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

3311  

堀堀
内内
寿寿
美美
（（
上上
横横
道道
）） 

 

 

い
つ
も
ご
連
絡
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
10
月
30
日
は
予
定
が
あ
り
す

み
ま
せ
ん
。
皆
様
に
宜
し
く
お
伝
え
下

さ
い
。 

3322  

堀堀
内内
博博
典典
（（
三三
島島
平平
）） 

 

重
要
な
事
項
、
期
限
が
過
ぎ
た
返
信

で
大
変
申
し
訳
な
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
一
之
瀬
理
事
様
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

の
お
電
話
を
い
た
だ
き
気
づ
い
た
次
第

で
す
。 

会
報
、
し
ら
か
ば
通
信
は
ふ
る
さ
と

情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
と
て
も
あ
り

が
た
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
準
高
齢
者
を
卒
業
す
る
年
に
な

り
ま
し
た
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を

し
て
お
り
、
土
日
は
休
息
日
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。 

3333  

堀堀
内内  

福福
（（
下下
横横
道道
）） 

 

元
気
で
す
‼ 

3344  

堀堀
内内  

幸幸
（（
下下
横横
道道
）） 

 

会
長
は
じ
め
理
事
役
員
の
皆
様
の
ご

苦
労
推
察
い
た
し
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

わ
た
く
し
の
入
会
は
50
歳
代
で
当

時
の
総
会
は
100
名
ほ
ど
参
加
が
あ
っ

た
記
憶
で
す
。 

 

1.
コ
ロ
ナ
禍
で
の
近
況 

昨
年
11
月
に
帰
省
し
た
こ
と
が
最

遠
方
旅
行
で
す
。
普
段
は
家
の
近
所
を

午
前
午
後
に
１
回
づ
つ
20
分
程
度
ウ

ロ
ウ
ロ
…
散
歩
（
目
標
５
千
歩
） 

2.
カ
ラ
オ
ケ 

週
１
回
毎
日
曜
日
午
前
11
時
か
ら

午
後
４
時
半
ま
で
近
所
の
カ
ラ
オ
ケ
店

一
室
を
借
り
同
好
会
に
参
加
。 

3.
水
彩
画
の
展
示 

近
所
の
高
齢
者
介
護
施
設
に
週
一
回
、

替
え
な
が
ら
10
年
に
な
り
ま
し
た
。 

3355  

宮宮
下下
毅毅
士士
（（
真真
田田
）） 

 

今
回
で
退
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
総
会
に
は
一
回
も
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
を

送
っ
て
い
た
だ
き
、
真
田
町
の
こ
と
な

ど
想
い
出
し
て
い
ま
し
た
。 

 

実
家
は
山
家
神
社
の
近
く
に
あ
り
、

高
校
生
活
ま
で
過
し
た
と
こ
ろ
で
生
活

の
す
べ
て
が
思
い
出
深
い
も
の
で
し
た
。

田
畑
や
山
の
仕
事
手
伝
い
な
が
ら
「
く

す
り
屋
」
も
や
っ
て
い
て
楽
し
い
毎
日

で
し
た
。 

 

今
は
実
家
や
田
畑
も
譲
渡
し
、
残
っ

て
い
る
の
は
山
と
お
墓
だ
け
で
す
。 

 

長
い
間
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
総
会
の
成
功
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。 

3366  

八八
木木
五五
郎郎
（（
中中
横横
道道
）） 

 

 

猛
暑
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
施
設
勤
め
、
19
年
目
に
な
り
ま
す
。

昨
年
左
膝
に
金
属
が
入
っ
て
、
お
座
り

は
で
き
な
い
も
生
活
に
支
障
な
し
。
自

転
車
で
房
州
路
走
り
、
先
日
は
山
仲
間

（
20
年
来
）
八
名
（
夫
婦
二
組
）
千
葉

始
発
の
あ
ず
さ
で
松
本
上
高
地
西
穂
高

岳
奥
飛
騨
温
泉
を
巡
っ
て
来
た
。
急
勾

配
直
登
出
来
た
事
、
嬉
し
か
っ
た
、
又
ゆ

く
ぞ
！
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
ま
す
。
全
く
話
し
変
り
ま
す

が
同
輩
の
牧
内
泰
男
君
よ
り
、
し
ら
か

ば
通
信
が
届
い
た
夜
、
私
へ
TEL
入
っ
て
、

三
年
前
よ
り
脳
梗
塞
や
っ
て
発
見
遅
れ

て
、
全
く
歩
け
ず
。
ベ
ッ
ド
生
活
と
の
こ

と
と
な
っ
た
。
三
年
前
に
「
退
（
脱
）
届

け
た
の
に
、
ま
だ
脱
退
に
な
っ
て
居
な

い
の
で
、
私
か
ら
連
絡
し
て
く
れ
」
と
頼

ま
れ
た
。
一
人
二
人
と
離
れ
て
行
く
事

は
寂
し
い
限
り
で
す
。
お
手
配
宜
し

く
！ 

3377  

柳柳
沢沢
郁郁
政政
（（
戸戸
沢沢
）） 

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
平
日
の
ゴ
ル
フ
場 

は
元
気
な
人
達
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

3388  

山山
口口
元元
彦彦
（（
横横
沢沢
）） 

 

今
年
は
な
ん
と
か
総
会
・
懇
親
会
が

開
け
そ
う
で
嬉
し
い
で
す
。 

な
つ
か
し
い
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

3399  

山山
嵜嵜
静静
次次
（（
横横
尾尾
）） 

残
暑
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
役

員
方
の
活
躍
を
御
祈
り
し
祈
念
し
て
い

ま
す
。 

年
を
と
っ
て
田
舎
へ
も
帰
れ
な
く
な

り
ま
し
た
が
数
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
帰

ろ
う
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

4400  

吉吉
川川
栄栄
子子
（（
中中
組組
・・
武武
捨捨
）） 

 

～
近
況
～ 

昨
年
11
月
に
自
宅
で

転
倒
し
大
腿
骨
折
し
ま
し
た
。
手
術
で

人
工
関
節
を
入
れ
た
の
で
す
が
、
三
回

脱
臼
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
三
月
に
退

院
を
し
て
、
車
椅
子
生
活
で
す
が
、
老
人

ホ
ー
ム
に
い
ま
す
。
歩
く
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
い
ま
す
。
出
席
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
残
念
で
す
。 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
長
女
の
代
筆
に
よ
り
ま
す
） 

＝ 
 
 

＝ 

令
和
４
年
度
の
議
案
書
面
表
決
の
お

願
い
で
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
返
信
は

65
通
で
し
た
（
締
切
９
月
21
日
）
。 

こ
の
う
ち
近
況
欄
に
記
述
が
あ
っ
た

の
は
41
名
で
し
た
が
、
編
集
部
で
精
査

し
40
名
の
方
の
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

[

原
稿]

入
稿
20

22
年
12
月
18
日 

＝ 
 
 

＝ 

      

～会 員 消 息～ 

(令和 3年 11月～令和 4年 10月) 

< 住 所 変 更（敬称略）>   

○角田和美 

〒183-0042東京都府中市武蔵台 1-18-22 

< 退 会（敬称略）> 長年にわたり本会の運営 

にご協力いただきありがとうございました。 

荒木廣之（逝）、大代今朝幸、海瀬浩弘司（逝）、 

桑田博章、杉村房枝、牧内泰男、宮下毅士、 

成澤今朝信、花岡孝雄、半田喜章 
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        令和３年度 会 務 報 告 書 

令和３年       

5月 16日 
 

6月 25日 
 
 
 
 

7月 16日 
 

8月 10日 
9月 10日 

 
 
 

10月 3日 
 

11月 7日 
 
 

12月 21日 
令和４年 

2月 6日 
 
 
 
 

3月 20日 
 

3月 31日 

・5 月 16 日開催予定の第 34 回総会・懇親会は、コロナ禍のために中止
し、10月 3日に延期とする。 

Zoomによる理事会（第 1回） 
・令和 2年度の会務報告、令和 3年度の事業計画及び予算の審議 
・10月 3日（日）に予定した第 34回総会・懇親会は、新型コロナ感染が
収まる見通しが得れないため中止とする。その結果、総会に諮るべき議

案は、しらかば通信臨時号（No.27）を発行し、書面表決とする。 
Zoomによる理事会（第 2回） 
・しらかば通信No.27の編集について審議 
しらかば通信 No.27（臨時号）の発行 
・ハガキによる表決  
令和 2年度の会務報告（第 1号議案）及び決算報告（第 2号議案）、令和
3年度事業計画（第 3号議案）及び予算（第 4号議案）の計 4号議案につ
て、回答 71通すべてにおいて賛成を得る。  
Zoomによる理事会（第 3回） 
・表決結果の報告、日本ダボス 34号の編集、役員体制を審議する。 
Zoomによる理事会（第 4回） 
・日本ダボス 34号の編集、次回総会（令和 4年 5月 15日）、ふるさと会
の統合について審議する。 
日本ダボス 34号を発行。 
――――――― 

Zoomによる理事会（第 5回） 
・令和 4年度の事業計画の検討。令和 4年 5月 15日（日）に総会・懇親
会開催を予定したが、オミクロン株の感染状況から、10月 30日（日）
に延期することとした。 
・しらかば通信No.28について審議し 3月 31日に発行するとした。 
Zoomによる理事会（第 6回） 
・しらかば通信No.28の発行及び令和 4年度の活動方針の検討。 
しらかば通信 No.28を発行。

上田市補助金 300,000 上田市補助金返却 107,142
年会費 163,500 総会懇親会費 0
総会懇親会費 0 会報発行費 385,716
広告 130,000 事業費 43,526
寄付金 500 事業通信費 4,248
利息 2 事務用品費 3,020
　 　 会議費 0
　 　 渉外費 10,000
　 　 交通費 0
　 　 雑費 5,043
　 　 　 　
当期収入 594,002 小計 558,695
前期繰越 221,365 繰越金 256,672
合計 815,367 合計　 815,367

令和３年度　決　算　報　告
（令和3年4月1日～令和4年3年31日）

収入の部 支出の部
収支決算を左記に報告

します。 

 会計 坂口典和 ㊞ 

左記の決算報告書は適 

正かつ真実であることを認

めます。 

監事 荻原 啓治 ㊞ 

監事 深町 共榮 ㊞ 

（令和4年6月15日） 

 
★ 令和 4年度の役員は 3

年度と同じです。 

重複をいとわずｐ.2 へ

掲載しました。 

★ 会員消息を p.24 に掲

載しました。 
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令和４年度 事業計画 

① 第 35回総会及び懇親会の 

開催  

令和 4年 10月 30日（日） 

② 会報「日本ダボス」第 35 

号の発行 

③ 広報誌しらかば通信第 28 

号および 29号の発行 

④ 総会が半年延期されたこと 

を考慮し、令和 3年度会務 

報告・決算報告及び令和 4 

年度事業計画・収支予算に 

ついて書面表決を行う。 

⑤ ホームページの運営 

⑥ 会員相互の親睦をはかるため、関東圏の四季めぐりなど見学会を開催 

⑦ 上田市との交流促進のため、真田まつりなど上田市の各種行事に参加及び特産物宅配協力 

⑧ その他 

 

次
回
総
会
の
予
告 

 

２
０
２
３
（
平
成
５
）
年
度
の
第
三
十
六

回
総
会
及
び
懇
親
会
を
次
の
よ
う
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。 

開
催
日 

５
月
21
日(

日)

11:

30
～ 

 

会 

場 

私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
（
六
階
霧
島
） 

 

第
七
波
の
ピ
ー
ク
を
過
し
た
後
、
現
時
点

で
感
染
者
数
の
漸
増
傾
向
か
ら
、
第
八
波
ピ

ー
ク
が
三
月
あ
た
り
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
寒

中
、
心
身
と
も
に
鍛
え
て
の
り
き
り
ま
し
ょ

う
。 

 

会
費
払
込
み
の
ご
案
内 

年
会
費
は
本

会
専
用
の
「
払
込
取
扱
票
」
で
郵
便
局
に
て

払
込
み
下
さ
い
。
払
込
取
扱
票
は
、
し
ら
か

ば
通
信
30
号
に
同
封
さ
れ
ま
す
。
同
票
に

よ
る
振
込
手
数
料
は
本
会
負
担
で
す
。
た
だ

し
、
現
金
に
よ
る
払
込
み
の
場
合
は
、
別
途

110
円
の
手
数
料
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

 
当
会
の
年
会
費
は
一
千
五
百
円
で
す
。
従

っ
て
、
未
納
の
過
年
度
分
も
同
票
で
払
込
み

さ
れ
る
と
き
に
は
、「
該
当
す
る
年
度
と
金

額
」
を
、
必
ず
ご
記
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
令
和
４
年
度
会
費
未
納
の
方
に

は
、
払
込
取
扱
票
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
払
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

広 

告 

御 

礼 

本
誌
no.
35
の
発
行
に

あ
た
り
広
告
掲
載
を
お
願
い
致
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
災
下
に
あ
っ
て
も
皆
様
か

ら
熱
い
ご
協
力
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
連絡先 金子 誠 〒３６４－００３５ 埼玉県北本市西高尾 4-156、Tel・Fax０４８-５９１-４７２８ 

編 

集 

後 

記 

 

総
会
の
延
期
と
中
止
を
二
巡
し
て
、
よ
う
や
く
待

望
の
第
35
回
総
会
懇
親
会
を
10
月
30
日
に
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
会
員
皆
様
の
懸
念
や
理
事
会

の
心
配
も
、
ふ
る
さ
と
の
来
賓
を
迎
え
た
慶
び
で
ふ

き
と
び
ま
し
た
。「
ま
た
、
つ
ぎ
の
楽
し
み
ま
で
健
康

で
…
」
と
、
満
面
の
微
笑
を
の
こ
し
て
。 

 

さ
て
そ
の
あ
と
の
こ
と
、
「
ダ
ボ
ス
が
こ
な
い
ん

で
す
け
ど
…
私
の
住
所
消
え
た
の
か
し
ら
・
・
」
と
、

新
年
早
々
に
会
員
方
か
ら
ご
心
配
の
一
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
裏
事
情
の
凡
そ
を
皆
様
に
報
告
し
て
お

許
し
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

総
会
を
五
月
に
開
催
し
て
い
た
頃
は
ダ
ボ
ス
へ

の
報
告
文
作
成
に
五
箇
月
の
余
裕
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
総
会
か
ら
年
末
ま
で
二
ヶ
月
し
か
な

く
、
し
か
も
咋
今
は
理
事
人
数
は
少
な
く
、
録
音
機

器
操
作
に
も
手
は
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
開
い
た
箸
袋
片
へ
の
自
メ
モ
へ
話
者
の
語
を
羅

列
し
、
こ
れ
を
ま
と
め
る
の
に
三
週
間
ほ
ど
を
費
や

し
…
。
依
頼
し
て
い
た
原
稿
が
す
べ
て
揃
っ
た
の
は

十
二
月
上
旬
の
こ
と
。
さ
ら
に
編
集
者
宅
へ
コ
ロ
ナ

の
滲
入
が
あ
り
、
孫
四
人
た
ち
に
も
動
線
規
制
を
か

け
る
こ
と
十
日
間
、
該
誌
進
捗
の
ほ
ど
を
ご
推
察
頂

き
た
く
願
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ま
の
昨
今
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ず
～
っ
と
続
く
マ
ス
ク
生
活
で
、
寒
乾
季
の

イ
ン
フ
ル
罹
患
の
心
配
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、 

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
の
症
状
識
別
が
つ
か
な
く
な

っ
た
こ
と
で
、
別
の
心
配
ご
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

ー
2023
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
勝
利
へ 

導
き
ま
す
よ
う
に
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
之
瀬
和
夫
記
） 

上田市補助金 300,000 総会懇親会費 400,000
年会費 160,000 会報発行費 400,000
総会懇親会費 350,000 事業費 90,000
広告 130,000 事業通信費 45,000
寄付金 10,000 印刷費 25,000
利息等雑収入 0 会議費 40,000
前期繰越金 256,672 渉外費 60,000
　 　 交通費 50,000
　 　 雑費 40,000
　 　 予備費 56,672
合計 1,206,672 合計 1,206,672

令和４年度　収支予算
（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

収入の部 支出の部
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第 35回総会および懇親会の模様（16頁に報告書） 
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